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訳者紹介







　イクバールは神秘主義の詩人で思想家、同胞愛の旗手で世界平和の使者であった。日本におけるその詩の紹介は、片岡弘次氏に負うところが多い。同氏はウルドゥー文学の研究者であるだけでなく、イクバールの思想や詩を自らの一部として会得している。

　片岡氏のウルドゥー語への貢献は、世界の、特にパキスタンやインド、イランやアラブのウルドゥー学者によく知られている。わたしは大東文化大学で八年間、同氏と共に教鞭を執れたことを幸せに思っている。

　片岡氏はイクバールのウルドゥー語の四冊の詩集のうち、『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音バンゲ・ダラー』『ジブリールの翼バーレ・ジブリール』そして『ムーサーの一撃ザリベ・カリーム』の三冊をすでに翻訳出版し、このたびウルドゥー語詩集の最後の作品となる『ヒジャーズの贈物アルムガーネ・ヒジャーズ』の翻訳を完成させた。

　どんな作品でもただ言葉を置き換えていくだけなら翻訳はそれほど難しくはないが、その詩人の考えを消化し、自分のものとして、的確に日本語に訳すのは容易なことではない。このイクバールの詩における貢献は、同氏によって初めて可能となった。同氏は、「神は自らを助ける者を助ける」との主義に則って事をなし、日本の人々に東洋の詩人でありイスラームの思想家であるイクバールを紹介してきた。そしてその翻訳は、日本における世界文学に新しい一章を付け加えることになった。

　イクバールは長年聖なるヒジャーズへ訪れることズィヤーラトを望み、一九三六年に『ムーサーの一撃』を出版すると、その気持ちが一層強まった。そしてヒジャーズに携えていく土産として『ヒジャーズの贈物』が編まれた。しかし病のためその悲願は果たされず、この詩集はイクバールの没後の一九三八年に出版され、イクバールのイスラーム共同体に対する最後の贈物となった。

　この詩集の約四分の三はペルシア語の四行詩で、アッラーや預言者ムハンマドへの熱愛、そしてイスラームに対するイクバールの考えがテーマとなって書かれている。そしてその残りがウルドゥー語の詩で、数こそ少ないが、ムスリムの覚醒を促す「悪魔の協議会」などの優れた詩がある。

　今回の『ヒジャーズの贈物』の翻訳出版により、イクバールのウルドゥー語での全詩が日本語で読めるようになった。未完のイクバールのペルシア語での詩集の翻訳にもぜひ取り組んでいただきたい。というのは、イクバールは、病めるイスラーム共同体の名医であり、真の改革者であったことが、それにより一層明らかになるからである。

「善いことへの報いは、善いことでなくて何であろう」

（クルアーン第55章60節）




インターナショナル・ムスリム・センター・ジャパン代表

比較宗教学博士　ムハンマド・アブドゥル・ラハマン・シディーキー
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ヒジャーズの贈物／目　次







訳者紹介　ムハンマド・アブドゥル・ラハマン・シディーキー




ヒジャーズの贈物（ペルシア語）（Armaghān-e Hejāz〈Fārsī〉）




Ⅰ　神ハックの御前で（Hozūr-e Haq）




Ⅱ　預言者の御前で（Hozūr-e Resālat）




Ⅲ　イスラーム共同体の前で（Hozūr-e Mellat）

１　心を神ハックに合わせムスタファーの道を行け（Be Haq Del Band va Rāh-e Mostafā Rav）

２　自我（Khodī）

３　われは神なり（Anā al Haqq）

４　神秘主義者スーフィーと・オ・イスラーム知識人モッラー（Sūfī-o Mollā）

５　ルーミー（Rūmī）

６　ファールークのメッセージ（Payām-e Fārūq）

７　アラブの詩人（Sho‘arā-ye ‘Arab）

８　砂漠の息子たちよ（Ey Farzand-e Sahrā）

９　「おまえは何を知っているか　この埃にも乗り手がいる」（To Che Dānī ke dar-īn Gard Savārī Bāshd）

10　カリフ制と王制（Khelāfat-o Molkīyat）

11　オスマン帝国のトルコ人（Tork-e ‘Osmānī）

12　イスラーム共同体の娘（Dokhtarān-e Mellat）

13　現代（‘Asr-e Hāzer）

14　バラモン（Barahman）

15　教育（Ta‘līm）

16　日ごとの糧を求める（Talāsh-e Rezq）

17　鰐が自分の子供に対して（Nahang bā Bachche-ye Khīsh）

18　結論（Khāteme）




Ⅳ　人間世界の前で（Hozūr-e ‘Ālam-e Ensān）

序（Tamhīd）１

２（表題なし）

３（表題なし）

４（表題なし）

５（表題なし）

６（表題なし）

７（表題なし）

８　心（Del）

９　自我（Khodī）

10　暴圧と権限（Jabr-o Ekhtiyār）

11　死（Mout）

12　悪魔に言え（Be-gū Eblīs rā）

13　土の悪魔と火の悪魔（Eblīs-e Khākī-o Eblis-e Nārī）




Ⅴ　同じ道を行く友へ（Be Yārān-e Tarīq）




ヒジャーズの贈物（ウルドゥー語）（Armughān-e-[image: ]ijāz〈Urdū〉）




１　悪魔の協議会（Iblīs ki Majlis-e-Shūrā）

２　息子への年老いたバローチ人の忠告（Bu[image: ][image: ]hē Baloch ki Na[image: ]ī[image: ]at Be[image: ]ē ko）

３　絵と画家（Ta[image: ]vīr-o-Mu[image: ]avvir）

４　死んでから復活までの期間バルザックの世界（‘Ālam-e-Barzakh）

５　退位した国王（Ma‘zūl Shahinshāh）

６　地獄にいる人の神への祈り（Dozakhī ki Munājāt）

７　故マスウード（Mas‘ūd Mar[image: ]ūm）

８　陰の声（Āwāz-e-Ghaib）

９　四行詩（Rubā‘iyāt）

10　カシュミールのローラーブ渓谷の住人　ムッラーザーダ・ザイガムの覚書（Mullāzādah [image: ]aigham-e-Lōlābī Kashmīrī ka Bayā[image: ]）

11　ハイダラーバード・ダカンのアクバル・ハイダリー首相へ（Sar Akbar [image: ]aidarī [image: ]adar-e-A‘[image: ]am [image: ]aidarābād Dakan ke Nām）

12　フサイン・アハマド（Hosein Ahmad）

13　人間（[image: ]a[image: ]rat-e-Insān）







詩集『ヒジャーズの贈物』とイクバール

主要参考文献

訳者あとがき

著者略歴・訳者略歴






装幀　山崎　登






ヒジャーズの贈物（ペルシア語）






Ⅰ　神ハックの御前で






旅（１）の糧食が必要でない旅人は幸せである

その心は友（２）の忠言の影響を受けないですむからである

その熱き吐（３）息で胸を開けよ

その一つの吐息で百年の悲（４）しみが終わる




◎イクバールは読者に次のことを望んでいる。もし神（アッラー）まで達することを望むなら、アッラーのような者たちと交流せよと。

（１）現世において、金、女、土地などの煩わしさから自由であること。旅人とは托鉢僧ファキールのことで、神以外の何物も求めない。

　旅の最も優れた準備は篤信の念である。クルアーン第２章１９７節参照。

（２）現世的な視点からの助言。良心を裏切ることもある。

（３）アッラーの名を唱名し、降りかかる災難を耐え忍ぶこと。クルアーン第31章17節参照。

（４）上は王から下は物ごいまでが巻き込まれている不幸や心配。









１




１




あなたの僕しもべたちはわが心を絶望させて行ってしまいました

それらは炎のように消えて行ってしまいました

一瞬でいいですからどうかわれら卑（１）しき者に目（２）をお向け下さい

選ばれし者たちは愛の酒を飲み行ってしまいました




１

◎１イクバールは空想の世界でカアバ聖殿に入り、アッラーに、現世にはアッラーの真の僕しもべたちがいなくなったと嘆く。

（１）当時の衰退したイスラーム教徒。

（２）アッラーに助けを請う。クルアーン第２章２８６節参照。




２




イスラーム教徒であるかどうかについてたくさんの話がありました

わたしは恥（１）ずかしく唇が開けられませんでした

生きた者の（２）跪き拝はいをあなたは知っていらっしゃいます

わが跪拝より　われらの様子についてご推察下さい




◎２かつてのイスラーム教徒には聖戦ジハードや大地の魂を身震いさせる程の力強い跪拝があった。現在はそれがなく、かつての跪拝を説教壇（説教僧が説教をする場所）ですらそのような跪拝を望んでいる。

（１）イスラーム教徒に相応しい生き方をせず、アッラー以外の神を祈ったりしているので。クルアーン第28章88節参照。

（２）平伏し「至高なるわが主に栄光あれ」と唱える礼拝の動作。




３




わが心は人生の諸問題の解決に捕らわれております

この目は月や星々より高くあります

この者に地獄の廃墟をお与え下さい

なぜならこ（１）の邪教徒は孤独主義であります




◎３宇宙の問題の解決に没頭する者は地獄にあっても神以外の何物にも関心がなく独居主義を好む。

　神は地上のすべてを創り七天も完成させた。クルアーン第２章29節、第31章20節参照。

（１）教えを蔑ないがしろにする一般のイスラーム教徒でないことを示すため、イクバールはあえて自分を邪教徒と言う。そして神の特性を除くどんな物も必要とせず人生を送ると言う。




４




水（１）と土の中に起きたこれはなんという騒ぎなのですか

一（２）つの心で愛は百の困難と出合いました

一息の休息もわたしには禁（３）忌です

わたしをお憐れみ下さい　わが事は心と関わりがあります




◎４心のせいで恋する者の人生はさまざまな騒動に巻き込まれる。

（１）人間の体の意。

（２）心は愛の泉で、それに基づき生きている間中、心は不安である。

（３）神は人間を労苦するように創ったので。クルアーン第90章４節参照。また人間は神の信託を担ったので。クルアーン第33章72節参照。




５




この世界をどなたが持ち出されたのですか

この美は誰の覆いなしでの現れなのですか

わたしにあなたは仰おっしゃいます　悪（１）魔を避けよと

だがわたしに仰って下さい　これは誰がお創りになったものなのか




◎５悪魔を含めこの世のすべては神が創造した。クルアーン第２章１６４節、第７章12節参照。だが人間に対する神の慈悲不足で人間は悪魔から身を守る力に欠ける。

（１）悪魔に惑わされるなと言う。クルアーン第７章27節、第14章22節参照。







２




１




何物にも捕らわれないわが心は不安である

わが運命に叱責があるのか報いがあるのかわ（１）からない

わたしは悪（２）魔の心も苦しめることはできない

わが時々の罪業（３）も正しくよき行いである




２

◎１存在一性論を認める神秘主義者の心はたとえ相手が悪魔であれ苦しめることはできない。

　悪魔も神の被造物である。クルアーン第51章56節参照。

（１）他の者がアッラーを無視して祈っていることを非難してはならない。クルアーン第６章１０８節参照。

（２）たとえ悪魔であろうと神の被造物であるので、誰かを責めることは大きな罪である。

（３）他の者を喜ばせるためにイクバールが犯す罪。




２




「お（１）まえはわれらに寄越さなかった　酒の杯を

とはいえ　おまえはわが右（２）に座る者」

もし友情の仕方がこ（３）うならば

マ（４）ッカの聖域ハラムの壁で割ってやろう　杯や胡こ瓶へいを




◎２あなたを認める者をなぜ惨めな状態に置いておくのかと神に苦言。

（１）アラブにイスラームが興る前の六世紀に活躍した詩人アムル・ビン・カルスームの詩で、酌人の不親切を詰なじっている。

（２）杯は右側から回ってくる。

（３）本当はこうではなくわれらの物忘れや過ちを神よ咎とがめないで。クルアーン第２章２８６節参照。

（４）マッカはイスラームの第一の聖地で、開祖預言者ムハンマド（五七〇〜六三二年）の生誕地。カアバ聖殿もここにある。




３




自分自身に夢中の者は心の囚人であります

彼らは完全に苦痛　だ（１）が治癒をいらないとします

跪拝をわれらになぜお望みなのですか　王ですら

地租を荒廃した村から取（２）らないでおります




◎３跪拝はわれわれにでなく、もっと優れた人に求めるのがよいと神に進言。

（１）愛の気持ちで一杯で、苦痛の中にある快感を知っているので。

（２）神に仕えさせるため。クルアーン第51章56節参照。




４




道を行きます　わたしは当てもなく

わたしが撒まく種からは収穫が上がりません

わたしは悲（１）しみを恐れませんが

悲（２）しみは与えないで下さい　心に相応しくないような




◎４人間の心の中にはただ神への愛から生まれる悲しみだけがあればよい。

（１）人間の心が死んでしまうようなこの世から受ける悲しみ。

（２）欲しいのはアッラーの愛からの悲しみ。

　アッラーは民を愛めでられ、彼らも主を敬愛する。クルアーン第５章54節参照。




５




わが酒は小さい杯には与えないで下さい

熟（１）した酒は未熟な者には与えないで下さい

火（２）花は葦の茂みから離れさせておいて下さい

わが酒は特別な者に与え凡人には与えないで下さい

◎５わが酒、熟した酒、火花などはイクバールの詩を指す。これらの力に耐えられる者だけにイクバールの詩を渡せと言う。

（１）わが詩は強い酒で普通の人には飲めないので。

（２）普通の人はわが激しい詩である火を処理しきれないので。




６




あ（１）なたには宿願達成の葛藤がありません

あなたには痛（２）みや熱情　逸はやる心がありません

それでわたしは天国から逃（３）げ出しました

そこには夜（４）半の嘆きもありません




◎６至高神には人間の持つ心の葛藤がない。

（１）至高神。

（２）愛の結果生じるもの。

（３）地上には住まいと、仮かり初そめの生活がある。クルアーン第２章36節参照。

（４）毎夜、神である真実の恋人の愛を求めて祈るが得られないという嘆き。




７




わ（１）たしにこの世で騒ぎを起こさせて下さい

天と地をひっくり返させて下さい

わ（２）が土地より他の人間を創らせて下さい

損（３）得に捕らわれている者を殺させて下さい




◎７イスラーム教徒の怠慢や不注意に対する憤慨。

（１）わたしの詩やメッセージで革命を起こさせよ。

（２）今日の人間はただ現世の利害だけを求め、真の愛の情熱がないので。

（３）心を忘れ、物欲の奴隷である者の存在を終わらせたい。




８




この世は太（１）陽があっても暗いです

正しいとされていることも本当は正しくないです

わたしにはわからないです　この荒廃はいつまで続き

人間の血であ（２）なたが彩られるのかも




◎８世の人々の間違いだらけの行為を悲しみ、新時代の到来を願う。

（１）人間を暗闇から光の世界に導くクルアーン。

（２）神。




９




わたしはあ（１）なたの奴隷　あなたの喜びのほか何も求めておりません

あなたが命じた道以外　わたしはどの道にも進みはいたしません

だがもしこの愚かな者にあ（２）なたが命じられたとしても

驢馬をアラビア馬と言うがごとく　そ（３）れだけはわたしは言えません




◎９噓や偽りが幅を利かせている社会の姿。

（１）神。

（２）わたしたちの主あるじは、天と地の主である。彼を差し置いていかなる物にも祈らない。クルアーン第18章14節参照。

（３）自らの利益のために非合法を合法、合法を非合法とする。







３




１




わが胸の中には素面しらふの心しかなく

わ（１）が一握りの土の中には愛の情熱も輝きもないです

わたしから取り上げて下さい　わたしには重荷過ぎます

こ（２）の主のない祈りでの褒賞は




３

◎１わが祈りは表面的なもの、心はこの世のことに捕らわれており、こんな祈りでは祈りとは言えない。

（１）わが体の中。

（２）心が神の方に向いていない祈り。神の方に心が向けば、礼拝は敬虔であり、堕落に近づかない。クルアーン第23章２節参照。




２




わたしは宗教と祖国のどんな話をすればいいでしょう

はっきりその話をすることができません

わたしを怒らないで下さい　あ（１）なたの無関心や不親切のせいで

わたしはまさにその古い偶（２）像寺院を建ててしまいました




◎２イスラーム共同体は国ではなく宗教から成るという大原則をイスラーム教徒が忘れてしまったと言う。彼らは幸運が来ると満足し、試練が降りかかると顔を背ける。クルアーン第22章11節参照。

（１）神に対する皮肉の形をとってイスラーム教徒の怠慢を悲しむ。

（２）物質主義を神の代わりに崇拝するようになった。




３




イ（１）ギリス人の奴隷であるイスラーム教徒の心は

容易にイスラーム教徒の手の内に入ってきません

イギリス人の戸口に擦りつけた額では

教（２）友ブーザルやサルマーンのような跪拝はできません




◎３神以外のものの前に跪拝する者は、審判の日までに真のイスラーム教徒になれない。

（１）多数の主人に仕える者と一人に仕える者を比較すると。クルアーン第39章29節参照。

（２）預言者ムハンマドと直接に接しその教えを正しく伝える者。これら二人も教友。




４




わたしは現世も来世も望まないです

わたしは命（１）の秘密を知ることで充分です

跪（２）拝の神佑をお与え下さい　喜びや歓喜で

わたしが天地を有頂天にさせられますように




◎４敬虔なムスリムモミンはただ神の愛だけを生きる目的にしている。

（１）愛や生の真実。

（２）神を讃えて唱念すれば膚も心も和らぐ。クルアーン第39章23節参照。




５




何をあなたは望むのですか　この怠惰な者に

吹く風のごとく揺れるような者に

朝　ジ（１）ャービードが跪拝をしているのを見ました

そ（２）の朝でわたしの夕方の顔を飾ってくれますように




◎５わがすべての悩みが遠のき、すばらしい晩年が送れるように祈る。

（１）イクバールの最愛の息子（一九二四〜二〇一五年）で後にパキスタン最高裁判事となる。

（２）晩年のわたしを人生の始まりにいる息子よ、若返らせてくれ。

　主に祈ると願いを叶えてくれる。クルアーン第３章38節参照。







４




１




そ（１）の民族にあなたからの栄光を望みます

そこの律（２）法学者には確信がなく識見が少ないです

わたしは見る価値のないものをたくさん見てしまいました

「あ（３）あ母親がわたしを産んでくれなければよかった」




４

◎１イスラーム共同体の律法学者たちの分離愛好、怠慢、今日の要請に対する無知を悲しんでいる。

　主よわたしの家族を救ってほしいとの願いに対し、神はそれを救った。クルアーン第26章１６９〜１７０節参照。

（１）イスラーム共同体。

（２）宗教の問題を語る人々。

（３）ペルシア詩人サアディー（一二一三〜九一年）の詩より。




２




あなたの目はいつまで怒りを含んだままなのですか

現存するこれらの偶（１）像はいつまでこのままなのですか

偶像寺院にいる預（２）言者イブラーヒームの息子たちは

いつまでナ（３）ムルードの奉公人のままなのですか




◎２イスラーム世界の崩壊を至高神の廟で訴えている。

（１）物質崇拝で宗教はなし。

（２）クルアーンに出てくる純粋な一神教徒。前十九〜前十七世紀の人物とされる。偶像崇拝を批判。クルアーン第３章67節参照。ナムルード王によって火中に投げ込まれたが、火が花に変化して救われる。クルアーン第21章69節参照。カアバ聖殿の建設者。しかしその子孫は偶像崇拝者になってしまった。

（３）預言者イブラーヒームを火中に投げ入れた抑圧的な王。クルアーン第21章69節参照。




３




消えてしまった調（１）べは再び来るのでしょうか来ないのでしょうか

ヒ（２）ジャーズからのそよ風は来るのでしょうか来ないのでしょうか

この托（３）鉢僧の人生も終末に近づいてしまいました

秘密を知る他（４）の者は来るのでしょうか来ないのでしょうか




◎３イクバールは自分の死の近さを確信し、至高神に自分のような者の到来について聞いている。

（１）イクバールの詩やメッセージ。

（２）イスラーム教が興った聖地マッカやマディーナがある所。サウディアラビア。

（３）イクバール自身。

（４）預言者ザカリーヤーはアッラーのご慈悲で相続者が授けられた。クルアーン第19章６〜７節参照。




４




もし誰かそのような秘密を知る者が来るようでしたら

その方に心を溶かす調べをお与え下さい

共同体の良心をきれいにしてくれるでしょう

誰かカ（１）リームのような　あるいは葦（２）笛を吹く賢人が




◎４前の３に続く詩で、もしもその到来があるならその言葉に力を与えよと懇願。

（１）「神と話をする者」の意で預言者ムーサーの称号。ムーサーは数々の奇跡で有名。クルアーン第28章全編参照。

（２）ペルシア文学最大の神秘主義詩人ルーミー（一二〇七〜七三年）のこと。その『精神的マスナヴィー（神秘主義叙事詩集成）』は特に有名。イクバールはルーミーを師と仰ぎ、精神的指導者と見なした。




５




わたしの財産は苦（１）痛を知る心であります

わたしの運命は行（２）き場のない嘆きであります

わが墓の土に咲くチ（３）ューリップの花は瑞々しいです

われらは沈黙のままですが　われらは血だらけの声であります




◎５恋する者は死後も届かない嘆きを表現するために、血に濡れた声を表すチューリップとなり、生き続ける。

（１）イスラーム共同体の苦痛。

（２）わが嘆きに誰も振り向かない。

（３）死後もチューリップとなり生き続けている。クルアーン第３章１６９〜１７０節参照。







５




１




心を人の手で奪い取ることを知らないのです

悲（１）しみを胸の中で養育することを知らないのです

あ（２）なたはご自身の息を吹き込まれました　その泥（３）の中に

食（４）べたり飲んだりすること以外何も知らない者の中に




５

◎１わが民族の目的はただ動物のように生きることだけだった。

（１）今日の人間は真の愛である神への愛を知らない。

（２）神。

（３）人間。人は泥で創られた。クルアーン第７章12節参照。

（４）家畜のような者に。クルアーン第７章１７９節参照。




２




わが心は脇（１）腹から出てしまい

形としては残っていますが実は見（２）えていないのです

われらよりあの聖（３）者廟から追い出された者の方がずっといいです

あの方は神ハックを見ましたがわれらは聞いただけです




◎２敬虔なムスリムの目的は神と出会うことである。

（１）現世の富の獲得に夢中のあまりに。

（２）真実。

（３）悪魔。天国から追い出される。クルアーン第７章13節参照。




３




ジ（１）ブリールはこの嘆きを知らないのです

なぜなら探（２）求の場がわかっていないからです

尋ねてみて下さい　この惨めな僕しもべに

と（３）いうのも願望の苦楽を知っております




◎３人間は天使より優れている。なぜなら天使には愛の探求の能力がない。神と会おうとする願望は人間の中だけにある。

（１）大天使の筆頭。最初に預言者ムハンマドに啓示を教えたとされる。

（２）努力して神を探す段階。

（３）人間だけが知っている。

　神からの託宣があった時、それを担ったのは人間だけである。クルアーン第33章72節参照。




４




わたしはこの宴の夜を飾（１）りました

だが月のような自（２）らの巡りで痩せ細ってしまいました

あ（３）なたの無関心の噂が立つと

わ（４）たしは立ち上がり　そこを後にしてしまいました




◎４すべての成就は神の恩恵による。

（１）詩作によって。

（２）努力と探求の結果。

（３）神は僕しもべたちの努力を評価しないという噂。

（４）努力に対しその褒賞を得ることを期待しなかったので。




５




こ（１）のような時代を天は見なかったでしょう

誠実なジブリールの心を痛めつけるような

な（２）んとすばらしい寺院を建ててしまったのでしょう

敬虔なムスリムモミンが礼拝し　異端が刻むような




◎５今日のイスラーム教徒の宗教に対する無視と無知を悲しんでいる。

（１）非宗教と物質崇拝の時代。

（２）今日のイスラーム教徒は偶像を崇拝する文化すなわち無宗教で物質主義崇拝の文化を取り入れてしまった。







６




１




お与え下さい　ルーミーのような情熱を　フ（１）スロウのような悲哀を

お与え下さい　サ（２）ナーイーのような誠心誠意を

わたしは献身で満足していますので

受け取らないです　たとえあなたが神意をお恵み下さったとしても




６

◎１求愛の悶えから得られる喜びは何物にも代え難い。

（１）アミール・フスロウ（一二五三〜一三二五年）。中世インド最高とされるペルシア語詩人。宮廷詩人。

（２）ペルシア文学における史上最初の本格的神秘主義詩人（一〇七四〜一一三四年）。社会・政治詩や叙情定型詩にも優れていた。







７




１




イスラーム教徒は今　飢（１）えて襤ぼ褸ろを纏まとっています

その様子にジブリールも悲鳴を上げています

さあ新しい共同体を立案しよう

この共（２）同体は世界にとっても肩の重荷となっています




７

◎１イスラーム教徒は今、完全に無目的になっている。

（１）経済的に貧窮している。

（２）現在のイスラーム共同体。




２




何か高い目的を企てられるような共同体を

毒（１）から何か蜜が取れるような共同体を

一つの世界だけに満足せず

両（２）世界を自らの肩で担げるような共同体を




◎２前の１に続く詩で、イクバールはこの世にイスラームの教えが広まるのを望み、自分のその願望を神の前に呈示している。

（１）不幸に耐えて自らを高い位置に引き上げることができる共同体。

（２）この物質世界だけでなく来世のためにもその行為が真の感情の持ち主になれるような共同体。




３




「（１）アッラーの外に神はなしラーイラーハ・イッラッラーフ」の言葉が

夜の心臓から夜明けをもたらすような共同体を

太陽もその高さを認め

天（２）の川の砂もそこから掃き清められるような共同体を




◎３前の１、２の詩に続けて、イクバールの理想の共同体の姿を述べる。

（１）クルアーン第２章１６３節、第28章88節などを参照。

（２）偉大で高い志の中にあり、その中でありふれた障害が生じない共同体。







８




１




あなたの世界は幾人かの卑しい者たちの手で牛耳られています

その仲間たちは何人かの下劣な者に隷従しています

この世で才ある者がその仕事場で

自（１）らを殺しています　何人かの禿鷹の享楽で




８

◎１資本家階級を批判し、神の前でそれからの解放を求めている。

（１）労働者は命懸けで働き収穫を上げるが資本家はそれで贅沢をする。

　われ（神）がかれ（奴隷）に与えた報酬を彼は他に施してしまっている。クルアーン第16章75節参照。




２




飢えに窮した弟子が老師に言いました

神ヤズダーンはわれわれの様子を知っていないようです

わ（１）れわれにとって頸動脈より近くにいますが

しかしそれは腹（２）の近くにいないようです




◎２資本家の暴虐にうんざりした労働者階級がそれを老師に訴える。

（１）われは（人間の）頸動脈よりも人間に近い。クルアーン第50章16節参照。

（２）神は人間の腹の近くにいない。その結果、労働者は資本家に生計の甘みを吸われ、絶えず空腹である。







９




１




イ（１）ンドの国は一変してしまいました

その天地は一変してしまいました

わたしに日（２）に五度の礼拝を求めないで下さい

隷（３）従民は高位の者につき従うのが重要でありますので




９

◎１イクバールは神に詫わびている。インドはイギリスの植民地となった結果、奴隷化され、礼拝においてもイスラーム教徒は勢揃いできなくなってしまったので。

（１）西洋への隷従とその文化の影響で。

（２）イスラーム教徒に課せられた五行の中の一つ。

（３）このような考えで自分の宗教から遠ざかる。クルアーン第５章24節参照。




２




隷従のせいでイ（１）スラーム教徒は自らを売る人になりました

目（２）と耳の呪文に捕らわれた人になりました

隷従のせいで体の中の血の巡りは遅く

われらにとりイスラーム法や宗教は肩（３）の重荷になりました




◎２イギリスの支配下にあるインドのイスラーム教徒の変化の様子。

（１）インドのイスラーム教徒。

（２）西洋文化の快楽的生活。

（３）隷従の結果、心臓と頭脳を支配者によって壊されているので、その宗教を守ること、そしてその原則や法則に沿って進むことは今は重荷。

　だがわれが下したものは受け取れ、わが律法は聞け。クルアーン第２章93節参照。







10




１




少（１）し損得を考慮して

この世を天国のような永遠のものにして下さい

お見えではないのでしょうか　土で出来たわれらが

こ（２）の土の世界をこんなにも美しく飾りたてたのが




10

◎１人間が美しくした世界を永遠のものにせよと神に嘆願する。

（１）あなたが創造され、われら人間が美しく飾りたてた世界を崩壊させることの損得を考慮して。

（２）この世界のすべての輝きはわれわれ人間の努力のせいである。




２




あなたはご存知なのでしょうか　永遠の生が何であるか

あなたはご存知ではない　突（１）然の死が何であるか

あなたの時より一瞬たりとも減ることはないのです

もしわたしが永遠となるとしても何が損であるのでしょうか




◎２すべての人間は永遠の生を得ることを望んでいると、その本性を神に述べる。

（１）神であるあなたは永遠であるので。







11




１




この古い世界が終（１）末を迎え

隠されていたすべての運命が開示される時

豪（２）商ハージャの面前で　わたしを辱めないで下さい

わたしの計（３）算はその方の目から隠しておいて下さい




11

◎１恋する者は恋人の前で誰かに辱められることに耐えられない。イクバールが預言者ムハンマドをいかに愛していたかが推測できる。

（１）この日に各人の行為に基づいた帳簿が渡され（クルアーン第17章13〜14節）、善悪の行為が計算される（同第７章８〜９節）。計量には少しの間違いもなくその応報が決められる（同第99章７〜８節）。

（２）ムハンマドを指す。

（３）至高神やムハンマドの意に反した生涯を計る。




２




疲労困憊　だがわが魂は奮闘努力して向かいます

その道筋にマッカがある町（１）の方へ

あなたはそ（２）こに止まり　僕しもべたちと一緒にいて下さい

わ（３）たしは友（４）の待つ方へ向かいます




◎２この詩からもイクバールが神よりも預言者ムハンマドの方を愛していたのが推測できる。

（１）マディーナ。六二二年ムハンマドは聖遷ヒジュラによりマッカからこの地に移住。ムハンマドの埋葬地でもある。

（２）マッカの地。

（３）イクバールの逸はやる気持ち。

（４）今は亡きムハンマドが眠るマディーナの地の方。






Ⅱ　預言者の御前で






廟（１）は天の下で天上より気を遣わねばならない

息を潜めてここに来る　ジ（２）ャニードやバ（３）ーヤズィードですら

（イ（４）ザット・ブハーリー）




◎イクバールは「神の御前で」でも僅かではあるがユーモアをもって語ってきた。しかし預言者ムハンマドの面前ではその調子に変化が表れる。ムハンマドに対するイクバールの愛と情熱はさらに深まり、従来のユーモアや無遠慮に替えて、極度の尊敬と懇願をもって話す。この対句はそれを暗示している。

（１）ムハンマドの廟。

（２）イランの神秘主義者（九一一年没）。

（３）イラン最大の神秘主義者（？〜八七四年）。

（４）アフガニスタンのブハール出身のハディース学者（八一〇〜八七〇年）。ハディースとはムハンマドの言行を記録したもの。









１




１




「天（１）幕に座る者よ　天幕の外に出よ

案内人は宿を後にして外に出た」

知力で駱駝を駆けさせることはで（２）きなかった

そこでわたしは曳き綱を心の手に任せた




１マディーナへ急ぐ者の気持ち。




◎１安楽を捨てよ。心に預言者ムハンマドへの愛の感情が波うっていると巡礼ハッジに行くことができ、困難にも耐えられるので。

（１）イランの詩人マヌーチフリー（？〜一〇四〇年）の詩。ガズナ朝宮廷の三詩人の一人に数えられ頌詩に優れていた。

　この詩句は巡礼を急せかすためにイクバールに向けたもので、アッラーの道に進むことを示唆。クルアーン第９章38節参照。

（２）汚れのない心をアッラーに捧げる者だけができる。クルアーン第26章88〜89節参照。




２




わたしは心（１）の奥に目をやった

悶え苦しみ一休みした

わたしは村や町の空気を嫌い

心（２）の扉を砂漠の風の方に開けた




◎２心の成長には孤独が必要である。

（１）心の秘密。すなわち心中深くにある預言者ムハンマドに対する愛の情熱。

（２）イクバールは空想の中でムハンマドの墓があるマディーナの方に向けて旅立った。




３




わからない　わが心は誰（１）の顕現で殉教するのか

その運命には一瞬たりとも安らぎがない

わたしはそ（２）れを砂漠に持っていくと一層憂鬱になった

小川の岸辺でそれはなお一層の悲しみを誘った




◎３恋する者たちの気持ちを述べている。心の中で愛が圧倒的な力を得ると愛する者がいる場以外では安らぎは得られない。ここでは預言者ムハンマドの墓がある所。

（１）ムハンマド。

（２）わが心。




４




恋（１）人の姿に酔う隊商の人々について尋ねるな

この世のし（２）がらみからそれらの者の手は切れている

そ（３）れらの命に隊商の出発を告げる鈴の音で騒ぎが起こる

ちょうどそよ風の波で葦の原がざわめくように




◎４恋する者の関心はその恋人に会うことに向けられる。

（１）預言者ムハンマドの姿。

（２）恋人に酔う者はこの世のことに関心がなくなる。

（３）恋人の町すなわちムハンマドの眠るマディーナへの出発は恋する者の歓喜の理由である。




５




この老齢でヤ（１）スリブの道を選んだ

愛の喜びで歌を歌いながら

あの小鳥たちのように　砂漠で夕方

巣を目指して羽を広げて帰っていくような




◎５前の４の詩に続き、預言者ムハンマドの眠るマディーナへの旅は喜びに満ちた旅だと述べる。

（１）マディーナの古名。ムハンマドの墓がありイスラーム教徒にとってマッカに次ぐ第二の聖地。ムハンマド自身はこの地を〝芳香の地〟と呼んだ。

　善行に励む者にとって、善美のある所が（究極の）帰る場所である。クルアーン第13章29節参照。







２




１




愛と陶酔の罪（１）を広く行き渡らせた

円（２）熟した者たちの論拠を無きものにした

わたしはヒ（３）ジャーズの調べで歌う

「（４）初めに杯につがれた酒の歌を」




２旅の様子を述べる。




◎１預言者ムハンマドへの愛に酔った者の旅の様子を述べる。

（１）哲人は愛と陶酔を罪と考える。

（２）恋する者たちは哲人のやり方を役立たなくさせた。

（３）ここでは音楽の名の意。

（４）ペルシア詩人イラーキー（一二一一〜八九年）の詩。

　イブン・アラビー（一一六五〜一二四〇年）の影響を受けた神秘主義詩人。情熱的なガザルで有名。




２




何（１）を尋ねるか　おまえは　わたしの歌の様子について

わが友は知らない　わ（２）たしがどこから来たか

わ（３）たしはこの砂漠の中で旅の荷物を解ほどいた

この孤独の中で一人で歌えるように




◎２前の１の詩に続く。

（１）愛の道を知らない者はわたしの気持ちなど推測できない。

（２）わたしがどこと関係を持ち、わたしが誰であるか。

（３）預言者ムハンマドへの愛のために国を離れた者は今、ヒジャーズの地でその歌を歌う。







３




１




朝わたしは駱駝に言った　も（１）う少しゆっくり行け

乗り手は疲れ気味　病身で老齢だ

それは幾分酔った足取りだった　おまえは言うが

こ（２）の足にこの砂漠の砂地は絹地のようだと




３駱駝に語りかける。




◎１イクバールは駱駝に跨またがって目的地の預言者ムハンマドの廟へ行く途中、駱駝に語りかける。

（１）駱駝もムハンマドへの思いに酔っていたので早足である。

（２）ムハンマドへの思いのせいでその地への途中の砂漠が駱駝にも特別な感じがした。

　アッラーは正しい行いの者への褒賞を無益にすることはない。クルアーン第９章１２０節参照。




２




駱駝曳きよ　曳き綱はこの駱駝には必（１）要でない

その命はわが命のように輝（２）いている

わたしはわかっている　その酔いながら歩む歩み振りは

わたしのように心が呪（３）文に捕らわれている




◎２イクバールは駱駝曳きに語りかける。

（１）駱駝自らがマディーナの方へ向かっているので。

（２）駱駝にも預言者ムハンマドを見る眼識があるので。

（３）ムハンマドへの愛の熱情。




３




涙の輝きがある　そ（１）の黒い瞳の中に

わが心は光った　夜明けの溜め息で

わが心を輝かせたまさにそ（２）の酒が

つぎつぎとそ（３）の歓喜の眼差しから落ちてくる




◎３駱駝も預言者ムハンマドへの愛に溢れている。

（１）駱駝の瞳。

（２）ムハンマドの愛の酒。

（３）わたしのようにわが駱駝もムハンマドへの愛で溢れている。

　人びとは巡礼ハッジに歩いて、あるいは駱駝に乗ってくる。クルアーン第22章27節参照。







４




１




なんとすばらしい砂（１）漠か　そこで隊商の人々は

祝福を述べ　声を上げながら駱駝を追った

その熱い砂地の上で跪（２）拝せよ

額に跡がつくようにその額を熱せよ




４砂漠に語りかける。




◎１ヒジャーズの砂漠について述べる。

（１）この熱い砂漠で跪拝できることはなんと栄誉なことか。

　ヒジャーズの砂漠には預言者ムハンマドが眠るマディーナの廟に続く道がある。

（２）跪拝を繰り返すと額にたこができる。それは敬虔の印で重要。クルアーン第２章１２５節参照。




２




なんとすばらしい砂漠か　その夕べに夜明けの微ほほ笑えみがある

そ（１）の夜は短かく　昼は長くある

旅人よ　少しそうっと歩め

われらのようにそのすべての砂粒も愛に打ちひしがれている




◎２前の１の詩に続けて、預言者ムハンマドに恋するイクバールにとってはヒジャーズの地は敬愛の地であると述べる。

（１）夜明けの微笑みのせいで花が咲き、それらの輝きで昼間が長くなっている。







５




１




隊（１）商の長よ　あのアラブ人でない者は誰（２）だ

その歌はアラブの調べではない

それはこんな歌を歌っている　その一杯の水で

心臓の冷たさが砂漠でも保（３）たれていると




５旅での陶酔を述べている。




◎１イクバールが自分の歌に秘かに陶酔している様子。

（１）マディーナに向かう隊商。

（２）イクバール。

（３）砂漠の灼熱の暑さにもかかわらず生き長らえている。




２




愛と陶酔こそその旅（１）人の目指すものである

なんと多くの火がその水（２）と土の中にあることか

そ（３）の調べは一人ひとりの心に適っている

なぜなら一人ひとりの胸の中にその一部がある




◎２イクバールは預言者ムハンマドへの愛を歌っているが、それは他の旅人の心を代弁するものになっている。

（１）イクバールを指す。

（２）人間の意。ここでは旅人。

（３）隊商の誰もがムハンマドへの愛を持っている。

　物言う術すべを正しく使うと死んだ心も生き返る。クルアーン第55章４節参照。







６




１




言うまでもなく明らかな隠（１）れた悲しみ

それが口に上のぼると一つの物語となる

道（２）は曲がりくねり　旅（３）人は痩せ衰え

灯明は消え　夜たけなわのようである




６別離の楽しさの描写。




◎１イクバールにはこの旅に出たいという意志があったが、健康が許さず、また老齢であった。

（１）預言者ムハンマドへの愛の悲しみ。

（２）マディーナへの道。

（３）イクバール。




２




新しい春のせいで草地には草花が生え

友らは砂漠にテントを張る

だ（１）が独りでいるのがよかった　わたしには

山々の小川の辺りで




◎２前の１の詩に続き、旅程にある自分の気持ちを述べる。

（１）イクバールは他の者から離れ、自分の恋人である預言者ムハンマドを思うことに没頭。それ以外の楽しみは起こらない。

　アッラーがある部類のために与えたこの世の栄華に目を向けてはいけない。それは彼らを試すものである。クルアーン第20章１３１節参照。







７




１




時々わたしはイラーキーの詩を読（１）む

時々ジ（２）ャーミーが命に火をつける

アラブの調べを知らないとはいえ

わ（３）たしは駱駝曳きの歌を歌う仲間である




７熱意、魅惑そして陶酔の表現。




◎１恋人との別離で不安が収まらず、その不安を遠ざけるため詩を読む。

（１）マディーナへの道の途中で。

（２）ペルシアの神秘主義詩人（一四一四〜九二年）。「最後の詩人」の称号を持つ。代表作はマスナヴィー（叙事詩形）七部作『七つの王座』。

（３）わが関心も駱駝曳きたちと同じく預言者ムハンマドの廟である。




２




駱駝曳きよ　この旅人の悲しみを喜びで満たしてくれ

その愛（１）の嘆きで心を狂おしくさせてくれ

駱駝曳きよ　さ（２）らに遠い道を行って

わが別れの悲哀をさ（３）らに強くさせてくれ




◎２恋する者は恋人と今もって会えないことを楽しんでいる。

　会おうと努力する者たちはやがて下に川が流れる楽園に入れてもらえるという。クルアーン第３章１９５節参照。

（１）預言者ムハンマドに対する詩。

（２）ムハンマドの廟があるマディーナへの道。

（３）容易に会えないことは楽しみを倍加させるものである。







８




１




さあわが友よ　共に号泣しよう

われら二人は美（１）の威厳の犠牲者である

自分の望みを少しお願いしよう

主（２）の御おみ足にわが目をこすりつけて




８

◎１詩人は空想の旅の中でマディーナに到着。預言者ムハンマドの廟に参詣する準備に取りかかる。

（１）ムハンマドを熱愛する者である。

（２）ムハンマドのこと。

　彼（使徒）を信じる者は、彼と共に下された御光に従う。クルアーン第７章１５７節参照。




２




学（１）者はここでは評価が低かった

無（２）学の人には陶酔の許可が与えられた

なんという幸運　なんという幸せ　そ（３）の托鉢僧にとっては

王（４）の扉はその托鉢僧に向けて開けられていた




◎２預言者ムハンマドの聖者廟の様子。ここでは学術に長けている者よりも幼児のごとく神の前に平ひれ伏ふす無学の者が高く遇されたの意。

（１）思弁と投機に捕らわれるので。

　真理に対し、臆測など役立たない。クルアーン第53章28節参照。

（２）率直にムハンマドを受け入れた者。

（３）イクバールを指す。

（４）ムハンマドの廟の扉。




３




四（１）方向の世界がわたしの脇の中におさまってしまった

至（２）高天まで届く願望がわが頭の中に生じてしまった

この高い天上の前を通り至高天に達すると

飛（３）翔力がわが羽から埃のように落ちてしまった




◎３預言者ムハンマドの天界飛行が始まった所に着くと、スーフィー求道者の精神的進歩が完了する。

（１）ムハンマドの廟に達すると四方向に意識が広がるのを感じた。

（２）夜間ムハンマドに旅をさせた。クルアーン第17章１節参照。

（３）ムハンマドの廟には至高天ですら及びもつかなかったので。




４




こ（１）の谷では一いっ時ときの人間も永遠の生を持つ人間になる

この土から明白な姿なしで意（２）味が生じる

ここでは賢人もカ（３）リームと肩を組んでいる

なぜならここでは誰も自（４）己賛美をしないでいる




◎４マディーナの偉大さを明らかにした。主がムーサーに自分の姿を見せることを断った場所と違って、ここマディーナでは預言者ムハンマドはそのようなことはしない。

（１）マディーナに着いた者は誰でもムハンマドの恩恵を受ける。

（２）恩恵の感じが自然と始まる。

（３）ムーサーのこと。

（４）御姿を見せてほしいというムーサーの要求を神は断った。クルアーン第７章１４３節参照。

　ムハンマドは誰にも自分を見ることを禁じていない。その愛は誰にでも施される。







９




１




清（１）貧を誇った洒落者の托鉢僧のイスラーム教徒

その胸から嘆きの熱情が尽きてしまい

その心は号泣　だがなぜ号泣かもわ（２）からない

労（３）いたわりの眼差しを　どうか神の使徒ラスール・オッラーのお方　労りの眼差しを




９

◎１イクバールは預言者ムハンマドの愛に酔ってはいるが同時にイスラーム共同体の悲しみに捕らわれている。そしてムハンマドに救済を懇願する。

（１）神の唯一性を信仰して何不自由のなかったイスラーム教徒。

（２）イスラームから離れてしまったせいで疎外と落胆の虜。

（３）そうであっても、信仰して善行に励む者には至福がある。クルアーン第13章29節参照。




２




わが心の不安はあ（１）なたへの愛の悲哀からです

わ（２）が歌声はあなたの息のお陰です

わたしは呻うめき声を上げています　なぜならインドの中に

あ（３）なたの親友の僕しもべたちが見えなくなってしまったからです




◎２預言者ムハンマドからの恵みの愛でわが心は明るいが、このインドではムハンマドの威厳を誰もわからなくなったのが残念だと言う。

（１）ムハンマドのこと。

（２）わが詩に何か効果があるなら。

（３）イスラーム教徒がムハンマドやその教えとの関係をなくしてしまったので。

　それはアッラーを敬愛するのを止めてしまったことと同じ。クルアーン第３章31節参照。




３




インドの隷属の夜には夜明けがないです

この大地には太陽の通り道がないです

わ（１）れわれの方に恵みの目をお向け下さい　東洋には

われら以上に惨（２）めなイスラーム教徒はいないです




◎３インドのイギリスへの隷属は終わらず、その解放のための恵みを預言者ムハンマドに求めている。

（１）ムハンマドに解放の助けを呼びかけている。

（２）隷属の結果、この地のムスリムは努力を忘れてしまった。




４




苦痛に満ちた（１）托鉢僧ファキールをなんと言えばいいのでしょう

イ（２）スラーム教徒はその本質が宝石のようです　だが

どうかその厳しい運命を気遣ってくれますように

というのは高（３）い天上からそれは落ちてしまいました




◎４没落してしまったイスラーム教徒の復活の援助を預言者ムハンマドに乞う。

（１）ここではイスラーム教徒。

（２）イスラームの教えに従って行動し、その様子は輝かしい。

（３）かつては世界さえ統治していたが今はその地位から転落。




５




どのようにして唇の上に持ってくればいいのでしょうか　そ（１）の様子を

あなたは見ていらっしゃる　わが秘密と明白な部分の両方を

そ（２）の二百年にわたる事について語るにはこれで充分です

わたしはわが心を肉（３）屋の俎まな板いたのようにして持っていましたと




◎５インドのムスリムの過去二百年は隷従と抑圧の歴史であった。

（１）インドのムスリムの様子。

（２）十七世紀以降東インド会社を通して始まったインド侵略から、インド大反乱の敗北の結果の植民地時代、その後二十世紀初頭に始まる独立までの二世紀間は屈辱とイギリスへの隷従の時代であった。

（３）俎板の上で肉が刻まれるようにわが心も無残に切り刻まれた。




６




今もこの青空は曲（１）がって動いております

今もこの隊商は目的地から遠く離れております

そ（２）の統制のなさに何を願えるでしょう

あなたは知っていらっしゃる　わが共同体に（３）導師エマームのなきことを




◎６優れた指導者が得られるなら、このイスラーム共同体は元の姿に戻れる。今はそれが不可能である。

（１）空が真っすぐ動いている時は幸福、曲がって動く時は不幸と言われている。

（２）イスラーム教徒全体の統制のなさ。

（３）宗教指導者の意で、ここではイスラーム教徒の指導者。




７




その純粋な血の中にあ（１）の熱が残っていないです

その荒涼とした畑からチューリップの花は生えないです

その鞘は財布のように（２）空から

聖（３）典の書は置かれたままです　人ひと気けのない家の棚の上に




◎７イスラーム教徒は西欧への隷属の結果、かつての力を失ってしまった。

（１）神に捧げたかつての情熱。

（２）鞘の中には剣がない。すなわち聖戦ジハードなどの気持ちがない。

（３）クルアーンのこと。

　神の恩寵めあてに読まずにただ置かれているだけ。クルアーン第25章30節参照。




８




心（１）をこの世の快楽の虜にしてしまいました

喜（２）びや願望から心を空にしてしまいました

鷹（３）の鳴き声の区別ができず

その耳は蚊（４）の音に慣れてしまいました




◎８今日のイスラーム教徒は高い目標をなくしてしまった。

（１）イスラーム共同体は宗教を捨て快楽獲得に没頭している。

（２）預言者ムハンマドへの愛をなくした。

（３）共同体はイスラーム教徒のメッセージを受け取れなかった。

（４）現世重視になった。




９




そ（１）の上で心の扉が閉じられてしまい

自（２）我はその一握りの土つち塊くれの中に生まれず

その良心は「（３）神は偉大なりアッラーフ・アクバル」の叫びを欠き

その（４）唱名ズィクルの外壁は足元から崩れてしまい




◎９クルアーンや預言者ムハンマドの教えから遠ざかり現世の利害に捕らわれるようになってしまったイスラーム教徒の現状を述べる。

（１）神への愛。イスラーム共同体はそれとの関わりをなくしてしまい、目標を失った。

（２）人間は神の後継者であるとの自覚。土塊は人間の意。

（３）かつては神の偉大さの前に頭を下げていたが今は世俗の支配者の前に下げている。

（４）神の名を唱えて神を賛美すること。ここでは神への愛。







10




１




襟元を引きちぎり破（１）れを気にせず生きている

だがわからないです　わたしには　いかにして希（２）望なく生きるのか

その運命は生殺しの死

神（３）なしで生きているムスリムの運命は




10

◎１今日のイスラーム教徒には目的がなく、努力の様子も見えない。

（１）現状を変える努力をしない。

（２）隷属からの解放を得る目的を持たずに。

（３）神を真の友と考えないのでその生は死。

　真の友と考える者には神はそれに応じる。クルアーン第30章36〜37節参照。




２




か（１）つての公正さを与えて下さい　貧（２）困と捕虜の身となっております

貧しいですが気（３）概があり気丈であります

だがその上に居（４）酒屋の扉は閉じられたまま

こ（５）の国のムスリムは喉の渇きで死につつあります




◎２イスラーム教徒が以前のような自由と威厳を持てるようにと預言者ムハンマドに願う。

（１）かつての栄光をムハンマドに願う。

（２）インドのイスラーム教徒は。

（３）イギリス人の抑圧にもめげなかった。

（４）ムハンマドや天の恩恵の扉。

（５）インドのイスラーム教徒は不名誉と軽蔑の虜となっている。




３




もう一度その水（１）と泥を清くさせて下さいますように

その心の中に新しい世界を創造させて下さいますように

風（２）は強くその裾野は二百の裂け目を現していますが

その消えかけた灯明について考えて下さいますように




◎３イスラーム教徒は多数に分派してその力を失い他の餌食になっているが、その回復を願う。

（１）人間の体の意。その中に正しい宗教の魂を生んでほしいと願う。

（２）今日のイスラーム教徒はたくさんの集団や分派に分かれて他の餌食になる危機に瀕ひんしている。その救援には預言者ムハンマドの力が必須である。




４




人（１）生の花嫁はその孤独の場で余よ所そ者ものであります

そ（２）れは無の場所を巡り回っているだけであります

それは死の前に墓に葬られてしまった罪人

そ（３）の死の天使ナキールは教会出身　もう一方の死の天使ムンカルは寺院出身であります




◎４イスラーム教徒は自我を失ってしまい人生を享受できない。その結果、イギリス人とヒンドゥー教徒の罠に掛かってしまった。

（１）イスラーム教徒の人生は自分のものではなく簒さん奪だつ者しゃの下で締めつけられている人生である。

（２）イスラーム教徒は行動せず、恵みや安息が得られていない。

（３）ナキール、ムンカル共に死の天使。死者の墓を訪れて信仰の有無を尋問し、不信仰者には罰を与える。前者はムスリムに優越するイギリス人、後者はムスリムを消そうとするヒンドゥー教徒。




５




そ（１）の目には光がなく喜びがないです

その胸には不（２）安な心がないです

神よどうか　この共（３）同体の支援者になって下さい

非（４）イスラームの生活では死が起こります




◎５イスラーム教徒には以前のような謙遜や誠意、愛の情熱がない。今は隷属のせいでその人生は死と同じである。

（１）洞察力や愛から生じる喜び。

（２）イスラームへの愛がなく、そこから生じる布教への足あ搔がき。

（３）イスラーム共同体。

（４）信仰が不足している生活。




６




ムスリムに生まれて死（１）の真相を知らぬ者よ

死の時まで死（２）の恐怖に脅おびえている

その引き裂かれた胸にわたしは心を見なかった

震える息と死の悲しみだけがあった




◎６昨今のイスラーム教徒はムスリムとしての死の意味を知らない。

（１）死は人生の終わりではなく来世での生の途上にあるもの。クルアーン第45章26節参照。

（２）物質的世界の一時的な利益に自己を失い、イスラーム教徒としての教えを身につけていないので。

　それで気力を失ったり絶望してはならない。クルアーン第３章１３９節参照。
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１




王（１）権は完全に手品師であります

それでロ（２）ーマ人もヒ（３）ジャーズ人も安全ではないです

わたしはあ（４）なたの面前でわ（５）が友の悲しみを述べています

今こそあなたからの恩恵を賜れますようにとの希望を持って




1172編の詩でイクバールは、預言者ムハンマドの廟で恋人であるムハンマドに包み隠さずその心を語る。




◎１帝国主義に翻ほん弄ろうされているイスラーム教徒の救済を預言者ムハンマドに求める。

（１）帝国主義の意。

　彼らの背後に一人の王がいるのはすべての舟を強奪するためだった。クルアーン第18章79節参照。

（２）トルコ人の意。トルコ共和国初代大統領アタチュルク（在位一九二三〜三八年）によるトルコ革命があったがイスラーム教徒にとっては不本意なもの。

（３）アラブ人を指す。

（４）ムハンマドの廟の前で。

（５）イスラーム共同体。




２




ム（１）スリムの体は頑丈であります

その体の骨格は堅固であります

だが賢明な医者はその目付きから推察しました

自我がその体の中で麻（２）痺していると




◎２イスラーム教徒の惨めな様子を述べている。

（１）昨今のイスラーム教徒は精神的なものよりも物質的なものに強い関心を持っている。

（２）現世的な快楽のせいで麻痺している。




３




ムスリムは隷（１）従を恥じています

その宗教は死に　托鉢僧たちはハ（２）ーンカー住まいであるからです

あなたは知っていらっしゃる　この世でのわれらの遺産が何か

王（３）の衣の布切れで作られた襤ぼ褸ろ着ぎであります




◎３前の２と同じく惨めな様子。

（１）宗教的な情熱の熱気もなく。

（２）スーフィー教団の道場。そこにいることで高い目的を得ること、すなわち聖戦をすることなども止めてしまった。

　しかし困難と共に安楽はある。クルアーン第94章５〜６節参照。

（３）王の子孫であるイスラーム教徒は今日物ごいのような生活を行っている。




４




そ（１）の様子はどうかとわたしに聞かないで下さい

その大地は空（２）のように暗いです

あなたが無花果イチジクで育てた鳥（３）に

砂漠で穀粒を探させるとは酷な話であります




◎４かつては何でも持っていたイスラーム教徒が今日ではパンの一かけらも持てなくなった様子を述べる。

（１）イスラーム共同体の様子。

（２）黒雲に覆われている空。

（３）イスラーム教徒の意。以前は預言者ムハンマドなどの教えを守り、すべての恵みを得ていた。




５




わたしはそ（１）の目に人生を見せました

わたしは明（２）日と昨日を明らかにしました

命（３）の秘密がはっきり述べられるように

この異（４）邦人にア（５）ラビア語をお与え下さい




◎５イクバールは自分の考えを広く伝えることができるように、預言者ムハンマドの言葉でクルアーンが書かれているアラビア語の学習を望む。

（１）イスラーム教徒に人生の真の目的を明らかにした。

（２）イスラーム教徒のすばらしかった過去とこれからの未来。

（３）自我の秘密。

（４）イクバールのこと。

（５）クルアーンの言葉でありムハンマドの言葉であるアラビア語。クルアーン第12章２節参照。




６




ムスリムは今　軍（１）馬や兵を持たないとはいえ

その心は王（２）の心であります

もしそれにか（３）つての様子が戻れば

そ（４）の美にはこの上ない威（５）厳が戻ります




◎６イスラーム教徒は衰退してしまったとはいえ、統治の力を取り戻すことができる。

（１）零落してしまったとはいえ。

（２）その心の中には支配や統治の能力がある。

（３）イスラーム教徒の真の美。

（４）イスラーム教徒の生活の意。

（５）支配や統治の意。




７




シ（１）ャイフの元手は古い物語でありました

その講話はすべて推測と疑念でありました

今ではそのイスラームは聖（２）紐を身に着け

マッカの聖域ハラムは偶像寺院のようで

　その人はバ（３）ラモンのようでありました




◎７昨今のイスラーム指導者の中に非イスラームの振る舞いが見える。

（１）神秘主義者スーフィーの師（シャイフ）が教えるものはクルアーンやハディースと関係のない思いつきであった。

（２）ヒンドゥー教徒が首や脇の下に巻く紐。この紐を巻く者には多神教の要素がある。

（３）インドのヴァルナ（種姓）制度において最高位の司祭階級。ここでは神の唯一性を理解しない者の意。




８




無（１）宗教が世界を一変させました

それらの人たちは魂（２）を肉体の一部と言いました

ス（３）ィッディークに与えた清貧で

その物もの臭ぐさな者たちを熱くさせて下さい




◎８物質主義に酔った人々が再び清貧の力を得て世界を新しく変えることがあるようにと願う。

（１）資本主義、社会主義、民主主義などの思想。

（２）イスラームでは霊魂ルーフを肉体から独立した存在と見なす。

（３）アブー・バクル（五七三頃〜六三四年）のことで初代正統カリフ（在位六三二〜六三四年）。預言者ムハンマドと二人でマッカを脱出し、マディーナに移住。常にムハンマドを援助する。




９




マッカの聖域ハラムの者は偶像寺院から華（１）麗な仕方を学びました

わが偶像はもじゃもじゃの長い髪の聖者であります

あ（２）なたは得られないです　われわれ不運な者たちの胸の中に

願望の光で輝く心は




◎９イスラーム教徒の指導者の心が変わりイスラームの輝きがなくなってしまったので、その周囲の者まで変わってしまった。

（１）人々がスーフィー聖者を偶像のように崇拝している間、聖者は独居を選び、人々の行動や信仰の熱を冷まさせてしまった。

（２）預言者ムハンマドのこと。




10




托鉢僧ファキールたちがマ（１）スジドに勢揃いしていた時は

彼（２）らは王の襟元を引きちぎったりしていました

胸の中のそ（３）れらの火が消えると

ムスリムたちは（４）スーフィー聖者廟ダルガーに屯たむろするようになりました




◎10堕落する托鉢僧ファキールの様子。

（１）神の唯一性やイスラーム法への信仰があった時。

（２）支配者を恐れず、彼らに真実を述べていた。

（３）預言者ムハンマドへの愛から生まれた清貧の火。

（４）昼間はカッワーリーを聞くことができ、夜は踊りが見られるので。

　これは正しい導きではない。クルアーン第２章16節参照。
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ム（１）スリムは仲間うちで言い争っています

多神教の絵を描く以外　心で何もできないくせに

もし誰かがマスジドのレンガ一枚でも剝ぎ取ると泣（２）き喚わめきます

自（３）分は逃げ出してしまったマスジドのくせに




◎11ラーホールにあったマスジド・シャヒード・ガンジが一九三五年八月に破壊された事件を題材に。

（１）神の唯一性の信仰がなくなり派閥やセクト主義のせいで同盟や一致がなくなった。

（２）表面的にはイスラームと関係を持っているので。

（３）実際にはイスラームから離れてしまっている。
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われらはア（１）ッラーでない者の前に額ぬかずきました

われらは拝（２）火教徒のようにその廟で歌いました

誰にも不平は言わず　自分に対してだけ言います

なぜならわれらはあ（３）なたの威厳に値しないからです




◎12われらは非イスラームの信仰を自分のものとし、イスラームから離れてしまった。

（１）人間に跪拝し服従した。

（２）前一〇〇〇年頃イラン高原でゾロアスターによって開かれた。火を崇拝する。前六世紀以降はイラン人大多数の宗教となる。

（３）物質的な非イスラームの態度を自分のものにしたので、預言者ムハンマドのイスラーム共同体の輝きに反している。




13




酒（１）飲みの手に空からの杯があります

酌（２）人はわが宴で休んでおります

わたしはわが胸の吐息に目を向けております

そ（３）の本もとはその灯明の煙だからです




◎13他のイスラーム教徒は預言者ムハンマドへの愛をなくしてしまったが、イクバールにはそれは太陽であり愛の中心であった。

（１）イスラーム教徒。彼らの胸にはムハンマドへの愛がなくなってしまった。

（２）イウスラームラ諸学を修めマた知識人ーやスーフィーなどのイスラーム教指導者たちは適切な指導をしていない。

（３）わが胸の中に存在する愛の情熱、それはムハンマドの存在による。
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ハ（１）ーンカーの酒壺には酒が入っていないです

学習塾（２）マクタブで教える者は決められた道を行くだけです

わたしはそれらの詩（３）人たちの宴にも失望

葦笛から死んだ音が出ているからです




◎14イクバールは神秘主義者スーフィー、学習塾マクタブ、詩人たち、葦笛の音の四つを批判。

（１）スーフィー教団の道場ハーンカーにいる神秘主義者スーフィーには真の霊的認識がなくなっている。

（２）マクタブには民族覚醒の教えがない。

（３）努力の様子が見えない。クルアーン第61章２〜３節参照。
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わたしはムスリムですがどの町でも異（１）邦人です

なぜならわたしはその土地と何の関係も持たないからです

無力のせいでわたしは混乱しております

わたしはアッラー以外の者とも出（２）会わねばならないからです




◎15イスラーム共同体の弱体化のせいでわたしはどこへ行っても異邦人であると言う。

（１）真のムスリムは神の唯一性を確信して物質世界に重要性を持たない。それゆえわたしはどこへ行っても異邦人である。

（２）昔も今も圧制者がいる。それらを終わらせるためムーサーのような力を持って人々に会わねばならない。
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あ（１）なたが与えてくれた羽でわたしは飛びました

わたしは自分の歌の熱で震えました

死（２）をも震え上がらせたムスリム

世界中を回りましたが　そんなムスリムは見当たらなくなりました




◎16かつてのイスラーム教徒の心情は死をも恐れないものであったが、現在ではそのようなイスラーム教徒はいない。

（１）預言者ムハンマドのこと。現代のイスラーム教徒はアッラーやムハンマドとの関係を断ってしまったがイクバールはそれとの関係を依然として持つ。

（２）イスラーム教徒にはアッラーの道で殺される用意があった。クルアーン第３章１９５節参照。




17




ある晩わたしは神コダーの御前でさめざめと泣きました

なぜムスリムは惨めで卑しくなってしまったのかと

すると声（１）がしました　「おまえはわからないのか　この民族は

心は持っているが　恋（２）人を持っていないのが」




◎17今日のイスラーム教徒は物質主義の虜となり、神の教えを忘れてしまった。

（１）神の声。

（２）預言者ムハンマドやその宗教との関係を断っている。




18




過ぎ去ってしまった栄（１）光をわたしは語らない

どんなご利益があるか　過ぎ去ってしまったものに

胸中に灯（２）明は持っていたが

消えてしまった　過ぎ去ってしまったこ（３）の二百年の間に




◎18イスラーム教徒の不名誉と破滅の原因は預言者ムハンマドへの愛を忘れてしまったことによる。

（１）イスラーム教徒の栄光。

（２）イスラーム教徒としての心やムハンマドへの愛の灯明。

（３）イギリスへの隷属の間。
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マ（１）ッカの聖域ハラムの見張り人が偶（２）像寺院の建築者となっている

そ（３）の確信は死に　その目は外に向いている

その眼差しでわかる

善（４）のすべての諸原因に絶望しているのが




◎19イスラーム教徒は信仰をなくし、アッラーの恵みに絶望してアッラーを捨て、人間の必要を満たしてくれるものを神と考えるようになった。

（１）イスラーム教徒。

（２）不信仰を助ける者となった。

（３）信仰への確信が消滅し、物質重視の人間を信仰するようになった。

（４）アッラーの恵み。
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道に座るこ（１）の托鉢僧ファキールの情熱で

ム（２）スリムに与えられますように　火のような良心を

その心を輝かせ頑丈にさせられますように

確信から生まれた希望で




◎20心に信仰がないと、イスラーム教徒はアッラーからの恵みを期待することができない。

（１）世俗に関係のないわたしの、アッラーに対する情熱の詩作によって。

（２）今日のイスラーム教徒。
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時々わたしは倒れ　時々酔いながら立ち上がる

剣や刀なしで流れる血とはど（１）んな血か

天（２）上から厚情の目を与え給え

わ（３）たしがわが時代と闘えますように




◎21わたしには力や手段がない。にもかかわらず宗教のない時代に抗して闘っている。

（１）わたしには闘う力や手段がない。しかしムスリムの中に広がる無宗教や物質主義と闘う血が流れている。

（２）預言者ムハンマドに語りかけて願う。

（３）イスラームの道から離れてしまったムスリムを元の道に戻せるように。
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わ（１）たしには孤独と嘆きがよいです

ヤ（２）スリブの方へは隊（３）商と一緒でない方がよいです

学（４）習塾マクタブはどこか　愛（５）の居酒屋はどこか

教えて下さいわたしに　こちらがよいか向こうがよいか




◎22今日の教育にはイスラーム教徒が預言者ムハンマドを恋する程の力がない。

（１）非イスラームの環境や思想から離れて、ただムハンマドへ思いが通じないことを嘆いているのがよい。

（２）ムハンマドの廟があるマディーナ。

（３）隊商の人々の行動の欲求は物質的だが、わたしの欲求は精神的なものなので。

（４）聖戦ジハードなどを忘れさせてしまうイスラーム教育をする学習塾。

（５）ムハンマドへの恋の酒を飲ませる居酒屋。
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わたしはそ（１）の心地よい雰囲気の中を飛びました

わたしの羽はその雨（２）の雲で濡れました

マッカの聖域ハラムが心に入ってくると

わたしは心（３）にあったことを歌いました




◎23預言者ムハンマドの廟の前で、イクバールは自分の詩でイスラーム共同体にイスラームのメッセージを伝えたと報告。

（１）マッカやマディーナへの空想の旅の中で。

（２）神の恵み、すなわちクルアーン。

　啓典を下した。クルアーン第５章48節参照。

（３）イスラームの精神。
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わたしが述べた秘（１）密をムスリムは理解しませんでした

わ（２）たしの棗なつめ椰や子しの枝から実を食べませんでした

共（３）同体の一番上のお方　あ（４）なたにお願い致します　公正な評価を

友はわたしを単なる歌うたいと考えておりました




◎24イクバールはイスラーム教徒として充分に評価してもらえなかったことを預言者ムハンマドの廟の前で述べる。

（１）クルアーンの真理や知識。

（２）わたしの詩から救済を得なかった。

（３）ムハンマドのこと。

（４）イスラーム教徒がわたしをいかに理解していたか述べて下さい。
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これは普（１）通の詩でなく　わたしは心を込めました

これは意（２）味の糸の縺もつれを解ほどきました

愛が錬金薬になるとの希望を持って

わたしはこ（３）れら貧しい者たちに輝きを与えました




◎25イクバールはイスラーム教徒が失った立場を再び取り戻せるようなことを詩で語ってきたと預言者ムハンマドの廟の前で述べる。

（１）花や鶯の美を述べる詩でなくイスラームの真理を語る詩。

（２）共同体の持つ難しさを述べ、その解決を示した。

（３）イスラーム教徒。




26




あなたは仰おっしゃった　永（１）遠の生について語れと

死（２）んだ者の耳に生きたメッセージを送れと

だがこ（３）のことを知らない者は言います

あの人やこの人の命日について書けと




◎26イクバールは預言者ムハンマドの廟の前で、人々の用命にはできるだけ答える努力をしてきたが、自分が単なる詩人として扱われるのには耐えられなかったと語る。

（１）ムハンマドはクルアーンの真理を語れと言った。

（２）精神的に死んだ者。

（３）わたしが単なる普通の詩人ではないこと。
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わ（１）が顔は隠れた苦痛で青ざめています

わが赤い目から血が流れています

言（２）葉が喉に引っ掛かってしまいました

主よ言わずともあなたはわが様子がわかっていらっしゃいます




◎27イクバールは、わが惨めな様子は神の恵みに欠けるわが心を映す鏡であると言う。

（１）今日のイスラーム教徒の様子を見てわたしは苦しく、血の涙を流している。

（２）その結果、何も言うことができない。
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われら哀れな者の言葉は目（１）付きであります

苦痛の話（２）は涙と溜め息でいたします

わたしは目を開けて唇を閉じました

言葉で語ることはわが習（３）いで罪であります




◎28真に恋する者はその気持ちを言葉にできない。恋する者が恋人の前でする感情表現は求愛に反する。

（１）目付きは言葉の代わりとなる。

（２）会話。

（３）恋する者の生活。
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わたしは自我を教えてやりました　自分自身について知らない者に

わたしはザ（１）ムザムの泉を掘（２）ってやりました　その人の足元に

わたしにお与え下さい　あの熱（３）い叫びを　それで

宗教の悲しみを除きすべての悲しみを燃やしてしまえるように




◎29イクバールは今までイスラーム教徒の覚醒のために努力してきたが、さらに彼らの悲しみも消滅させてやれるような力を与えてほしいと懇願している。

（１）マッカの聖モスク内にある泉。聖水が湧く。イスマーイールのために、その母ハージャルが水を求めてさまよっている時、天使が降りてきて翼でそこの地面をたたくと水が湧き出てきた。ここでは生の泉、すなわちクルアーンの真理や知識を示す。

（２）各人の中に霊的認識が生まれるように。

　各々の民に一人の使徒を遣わして邪教を避けさせた。クルアーン第16章36節参照。

（３）預言者ムハンマドの愛。
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わが体の中には溜（１）め息の煙の外　何もないです

あ（２）なたの手の外　わたしたちへの接触がないです

悲しみの物語を外の誰に話せばいいのでしょう

わが胸の中にはあなたの外　誰も住んでいないです




◎30すべてのイスラーム教徒の心の拠より所は預言者ムハンマドである。

（１）悲しみや苦痛。

（２）ムハンマドのこと。
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わ（１）たしは異邦人で同（２）情をする者　葦笛奏者であります

自分の歌の熱に酔う者であります

預言者よあなたはご存知ないですか　それが何を探し求めているか

それは両（３）世界から何も求めない心であります




◎31預言者ムハンマドを恋する者の人生の真の目的は、現世と神の世界の両世界から何も求めず、アッラー以外のどんなものも得る願望を持たないことである。

（１）イクバールのこと。

（２）ムスリム共同体にある苦痛を自分の詩で表現する者。

（３）ムハンマドの愛だけを求める心。今日のムスリムはその愛を知らないのでわたしのメッセージを理解しない。
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わ（１）たしは新鮮さや色合いを一陣の風の中に探さないです

わたしはあ（２）なたの太陽の恩恵で成長したいです

わが眼（３）差しは月や星々より高く

わ（４）たしは誰かの機嫌を見て話をしないです




◎32イクバールは作品の中で権利と考えていることを呈示している。権利とは預言者ムハンマドがクルアーンの姿で人々の前に呈示したこと。

（１）イクバールは自分を花と見たてている。

（２）ムハンマドの愛の恵み。

（３）想像力。

（４）誰かの好みで詩を書かずに、わが良心が促すことを書く。その中には神から与えられた愛の情熱の権利がある。
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岸辺のない海（１）で

恋する者の案内人は心（２）の外にないです

あなたが仰ったのでマ（３）ッカへの道をたどりました

さもなければあ（４）なたの所以外は目的地ではないです




◎33恋する者は自分の理性に従って行動できず恋される者に従ってしまうと述べる。

（１）愛と陶酔。

（２）論理的ではない。

（３）そこであなたはわたしにタワーフ（カアバ聖殿を黒石の地点から左方向に七回回る儀式）を命じた。

（４）預言者ムハンマドのこと。

　アッラーは一人の使徒をあげて。クルアーン第３章１６４節参照。
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戸（１）口より追い払わないで下さい　われらはあなたの熱愛者です

あなたが与える苦痛　われらには耐えられないものです

わ（２）れらの我慢を除きあなたの欲することはなんでも仰って下さい

そこから二（３）百ファラング離れる我慢は除いてです




◎34恋と忍耐は矛盾する。

（１）預言者ムハンマドの廟の前にいることを望む。

（２）真に恋する者は自分の恋人から離れてはいられない。

（３）距離の単位。一ファラングは約四・八キロメートル。
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わたしは西（１）洋の美女に恋してしまいました

偶（２）像寺院の熱気でわたしは溶けてしまいました

自（３）分自身を見失ってしまったので

自分を見た時も自分がわからなくなってしまいました




◎35昨今のイスラーム教徒はイスラームの原則を見失ってしまったので、彼らを見る者は皆、イスラーム教徒であるとの確信を持てなくなってしまった。

（１）西洋文化。

（２）多神教や物質文化の影響で。

（３）イスラーム教徒としての自分がなくなってしまった。
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西（１）洋の居酒屋で酒を飲みました

神かけて言えばわたしは頭痛を買ってしまいました

西洋のお偉えら方がたと同席しましたが

こ（２）れ程下くだらない目に遭ったことはありませんでした




◎36西洋文化は人間を空っぽにする。

（１）西洋文化。

（２）西洋人の哲学や学問は物質世界と関係を持ち、精神世界の情熱を欠いている。

　不信心な者を友にしてはならない。クルアーン第４章１４４節参照。
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わ（１）たしは托鉢僧ファキール　欲しいものは何でもあ（２）なたに求めてしまいます

わたしは山（３）の心をわが藁わらの葉っぱで引（４）き裂いてしまいたいです

賢（５）人の学問はわたしには頭痛の種

それはわたしがあ（６）なたの眼差しの恵みで育てられたせいです




◎37真の心の安心はただ完全なる師の眼差しより得られる。

（１）それゆえ何も持たない。

（２）わたしの中に清貧の威厳が生まれるので。それゆえに預言者ムハンマド以外には誰にも助けを求めない。

（３）現世で力を持つ者。

（４）そのために力を与えてほしい。

（５）心配と困惑を巻き起こす者。

　彼らは知識もなく臆測に従うだけ。クルアーン第53章28節参照。

（６）ムハンマドのこと。
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わたしはモ（１）ッラーともス（２）ーフィーとも席（３）を同じくしない

あなたは知っていらっしゃる　わたしがそのどれでもないことを

書（４）いて下さい　わが心の学習板にアッラーと

わたしが自分をもそれをもはっきりと見えるように




◎38もし自我そして神の霊的認識を得たいなら神を愛することである。

（１）イスラーム知識人の尊称。学者、イスラーム寺院の教師、礼拝の先導者など。ここでは学習塾マクタブでイスラームを教える者。

（２）托鉢僧の道場にいて唱名を唱えている神秘主義者。

（３）彼らは人々に努力の価値を知らせず共同体を分派させ、共同体に損害を与えたので。

（４）わたしが自分を認識し、神が認識できるように。

　主あるじの御名を讃えよ。クルアーン第87章１節参照。
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モッラーの心は悲（１）しみに捕らわれていないです

視線はありますがその目には潤（２）いがありません

そこでその学習塾マクタブよりわたしは逃げ出しました

そのヒジャーズの砂の中にはザ（３）ムザムの泉がありません




◎39昨今のモッラーとの交友やその学習塾でのイスラーム教育では預言者ムハンマドへの愛は生まれない。

（１）ムハンマドへの愛がない。

（２）ムハンマドを思って流す涙がない。

（３）ここではイスラームを知ろうとする情熱の意。
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説教壇でのその講話は辛（１）辣であります

というのはそれは百冊の本を脇に置いております

あ（２）なたの面前では恥ずかしさのあまり言えない程

自（３）分では隠しているようですがわれわれには見え見えであります




◎40モッラーは表面的な知識でわれわれを威圧している。その知識はイスラーム共同体を分裂させるものでしかない。

（１）本から得た知識だけで自分を宗教の管理者と考えているので。

（２）預言者ムハンマドの前で。

（３）自分の反省はなく共同体に分派と相互不信を起こさせている。共同体を家族と考えればそれはよくない。

　家族は守るべきである。クルアーン第66章６節参照。
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敬（１）虔な人の心を魅了したのはその方だったかそれともわたしか

愛のメッセージをもたらせたのはその方だったかそれともわたしか

わ（２）たしとモッラーは同じ宗教の矢筒の二本の矢

さあ語れ　そ（３）の的に命中したのはその方の矢かそれともわたしのか




◎41モッラーは宗教指導者としての義務を果たさなかった。共同体に預言者ムハンマドへの愛を教える代わりに、異端者となることを教えた。

（１）ムハンマドへの愛が波打つ人の心を魅了した者はどちらか。

（２）共にイスラームの奉仕者。

（３）わたしが宗教の真の教えを明らかにしたのにモッラーはそれができず表面的なことに埋没した。
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わ（１）たしは余よ所そ者もの　自分の宴でも

さあ仰って下さい　誰（２）に話したらよいか　そ（３）の難しいことを

でも恐れています　わが秘密が明らかになってしまわないかと

それで自（４）分の悲しみを自分の心にも言えない始末です




◎42わが共同体はわたしのメッセージなどに少しも関心を示さない。それで今も言わないでいる。

（１）この共同体でわたしの真実など誰も知らない。

（２）預言者ムハンマド以外には言えない。

（３）わたしの心の様子。

（４）わが共同体の悲しみ。
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わが心を誰（１）の手にも渡しませんでした

自分独りで結び目を解ほどいてきました

ア（２）ッラー以外の者に頼ったのは一度だけ

だが二百回　自（３）分の場から落ちてしまいました




◎43イスラーム教徒はアッラー以外のどんな者にも頼るべきでない。

（１）アッラーを除く誰にも。

（２）神の唯一性の信頼がわが救いと名誉の源で、間違った力との関係は不名誉をきたした。

　真の信者ならばアッラーを信頼しなさい。クルアーン第５章23節参照。

（３）イスラームから外れた報いでイスラームの教えから離れた。
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ま（１）さにあの狂気の熱情がわが頭中にあります

まさにあの騒ぎがわが胸中にあります

今（２）でも過ぎ去った台風の熱で

わ（３）が真珠の波には安らぎがないままであります




◎44預言者ムハンマドを愛する者はその廟に参拝しても心が休まらない。

（１）老年になった今でもムハンマドへの愛の気持ちは若年の時と同じである。

（２）ムハンマドへの愛の気持ちはいささかも減ることがない。

（３）わが心の波には。
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今（１）でもこ（２）の土には火（３）花があります

今でもこの胸には夜（４）明けの嘆きがあります

わたしの目にご自分の輝きを入れて下さい　おわかりになりますように

この老齢の身でもわたしに今でも見（５）る力があることが




◎45イクバールは預言者ムハンマドの光輝である愛の光を限りなく望んでいる。

（１）年を取ってはいるが。

（２）わたしの体の上。クルアーン第６章２節参照。

（３）愛の火花。

（４）ムハンマドへの思いで早朝、涙を流す。これは精神的な力を高める。

（５）ムハンマドのあなたの美の顕現に耐えられる力があること。

　あなたに目を注ぐものがある。クルアーン第10章43節参照。
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物を見るわが視線はそ（１）れらに無関心であります

わが心はわ（２）が内なる熱情で溶けております

わたしとこ（３）の誠意も情熱もない時代との組み合わせ

仰って下さい　わたしに　この秘密は結（４）局何なのかと




◎46イクバールは預言者ムハンマドの廟で心の痛みを表明する。わが民族が物質主義に捕らわれ、わがメッセージに耳を傾けてくれない時代に自分は生まれてしまったと。

（１）この世界で魅力があるもの、すなわち女、金、土地など。

（２）ムハンマドへの愛で。

（３）神はわたしをなぜこの物質主義のペテンの中に生んだか。

（４）神の存在の力を示すためか、わたしに偶像崇拝を崩壊させるためのものなのか。

　だが絶望するな。クルアーン第３章１３９節参照。
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わたしを愛（１）のない時代に生んでくれました

わが泥（２）の塊に愛に騒ぐ命を吹き込んでくれました

わ（３）が人生は首に絹の紐が巻かれたようです

あたかも絞首台に吊されたようでした




◎47今日、神の真実を語ることは自分を絞首台に吊すことと同じ。

（１）預言者ムハンマドへの愛。

（２）わたしの体。

（３）今日の宗教指導者や物質主義者はわたしを理解せず、異端者と見なしている。
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チ（１）ューリップやバラはわ（２）たしの色と匂いを取らないです

わたしの胸の中でわたしの願望は消えてしまいました

この隠れた悲しみは語（３）句の中に含まれず

もし含めればわたしは何を言うか誰に言うかわからないです




◎48イクバールは預言者ムハンマドの廟で、わが共同体の人々はわたしを単なる詩人としか考えていないと嘆く。

（１）イスラーム共同体の人々。

（２）詩に込めたメッセージを受け取りもせず関心も示さない。

（３）言葉で言えない。
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わたしは東洋でも西洋でも余よ所そ者ものです

そこに誰も親（１）友がいないです

わたしは自（２）分の悲しみを自分の心に言います

どんなあどけなさでこの流（３）浪感を紛らしたらいいのかと




◎49イクバールは毎日たくさんの面会人と会うが、それらの中に信用できる人、同僚となれる人はいないと預言者ムハンマドの廟の前で心の痛みを語る。

（１）詩に込めたメッセージの真実を理解してくれる人。

（２）そのようにすることで幾分孤独感を紛らわすことができるので。

（３）孤独感に苛まれている。
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わたしは現（１）代の学問の呪術を壊しました

穀（２）物を奪い　網を切り裂きました

だが誰にもわからないのです　わたしがイブラーヒームのように

その火の中でなんとも幸せそうに座っていたかは




◎50イスラーム共同体の人々がイクバールの業績を評価しなかったことを預言者ムハンマドに伝えている。

（１）物質主義、背教、王制、社会主義、祖国愛などイスラームの教えに反するものの呪術。

（２）その欺瞞の裾を破り、人々がその罠に引っ掛からないようにした。
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わが視（１）線はあなたの与えてくれたものです

「（２）神はなしラーイラーハ」の輝きもあなたの与えてくれたものです

あ（３）なたの姿のある　めでたき朝を見（４）させて下さい

わたしの中の夜の月（５）の輝きもあなたの与えてくれたものです




◎51預言者ムハンマドがイクバールに与えたものは神がムハンマドに与えたものと同じである。

（１）敬虔なムスリムモミンの心眼。

（２）神の唯一性を表す。クルアーン第２章１６３節など参照。

（３）わたしを見たものは、神を見た（ハディースより）。

（４）クルアーン第７章１４３節によれば神の姿は見えない。しかし第14章34節には求めるものはすべて与えられるとある。

（５）物質主義の時代に与えられた神の唯一性や信仰の光。
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わたしは自（１）分自身の中にわが身を引き込んでいました

あ（２）なたの光で自分の立場が確認できました

この偶（３）像寺院の中での夜（４）明けの嘆きで

愛（５）と陶酔の世界が創造できました




◎52イクバールは預言者ムハンマドのお陰でさまざまなことができたと告白する。

（１）自分の心の中に沈潜すると。

（２）ムハンマドの力を借りてイスラーム教徒として何をすべきか知る。

（３）女、金、土地への欲望の世界。

（４）精神的進歩を促す早朝に行う神への懇願。

（５）苦痛と情熱一杯の詩で現世よりも優れた世界を示した。
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この世界に青（１）々とした天国があります

その枝はわ（２）たしの涙で湿っています

だがその運命にはまだあ（３）の叫びがありません

それは誰（４）かを待つものであります




◎53アッラーが誰か完全人間に革命を命じない限り、革命は起きない。

（１）物質主義から離れたイスラームの信仰に満ちた世界。

（２）わたしの情熱的な詩作のせいで流れる涙。

（３）神の唯一性に基づく革命を起こす叫び。

（４）神の唯一性に目覚めた完全人間。
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そ（１）れにお与え下さい　純潔な若者を

その喜びは自（２）家製の酒から得られるようなものを

その腕はハ（３）イダルのように強力で

その心は両（４）世界より何物をも求めないのを




◎54イスラーム共同体の苦境を救うために良き資質を持つ若き指導者の誕生を預言者ムハンマドに願う。

（１）イスラーム共同体に与えてくれるようにムハンマドに願う。

（２）背教と物質主義に捕らわれていないイスラームの伝統的なもの。

（３）第四代正統カリフ、アリー（在位六五六〜六六一年）の称号。異端・背教に対し敢然と立ち向かい幾度も勝利した。

（４）神の唯一性とイスラームを信頼し、現世や来世で報酬を求めない心。
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さあ酌人よ回せ　酒（１）の盃を

酒（２）でさらに燃やせ　葦笛の悲哀を

もう一度わが胸の中に心（３）を置かせてくれ

捩ねじ曲げられるように　ケ（４）イ・カーウース王の手を




◎55預言者ムハンマドを恋する者は世界のどんな権力にも威圧されない。

（１）愛の酒。

（２）ムスリムの心を鼓舞するため、わが詩にさらなる影響力を。

（３）情熱を起こさせる力を懇願。

（４）古代イランの暴君の、カヤーニー朝の王の称号。

　そのような者に対しできる限りの武力を備えなさい。クルアーン第８章60節参照。




56




この世の創（１）造は愛からで愛はあなたの胸と関係があります

その喜びはあなたの古（２）い酒のお陰であります

ジ（３）ブリールについては次のことを除きわたしはわかりません

そ（４）れがあなたの鏡の一つの輝きであることを除き




◎56一般的には預言者ジブリールが最初に預言者ムハンマドに啓示を伝えたとされているが、ここではその反対で、ムハンマドの存在により預言者ジブリールが生まれたとする。

（１）神による創造。

（２）ムハンマドのイスラームや神の唯一性の教え。

（３）大天使の筆頭。最初にムハンマドが啓示を受けた時、天空から彼のもとに来た。クルアーン第81章19〜23節参照。

（４）ジブリールの存在はムハンマドの光のお陰である。




57




わたしの中にある悶（１）えはあ（２）なたの息のお陰であります

わが葡ぶ萄どうの木の蔓つるの中の酒の波は

　あ（３）なたのザムザムの泉のお陰であります

ジ（４）ャムの王国も恥じています　わが托鉢僧の生き方ダルヴィーシーに

わが胸中の心　それはあなたと親しきものであります




◎57その心に預言者ムハンマドへの愛を持つ人はペルシア神話に出てくるジャムシード王よりもずっと幸せである。

（１）愛の気持ち。

（２）ムハンマドの厚情。

（３）ここでは世界中を青々と潤わせたムハンマドの恩恵の意。

（４）ジャムシード王のこと。




58




その偶（１）像寺院ではわが心は誰にも魅せられませんでした

しかしそ（２）の場から自分自身を離しておりました

今日あれはわたしに跪拝を望みます

昨日までわたしが打ち負かしていた神が




◎58どんな民族もいったん尊敬されなくなると誰もがその民族の人を尊敬しなくなる。

（１）物質主義の世界。

（２）現世の利害が神の唯一性とイスラームからわたしを遠ざけさせてしまった。




59




わ（１）が一握りの土からチ（２）ューリップが芽を出しました

その血はわが脇腹から滴したたり落ちています

どうかこれを心置きなくお受け取り下さい

わたしは心（３）の外に何も持っていませんので




◎59恋する者にとって恋人に贈物として与えられる最上のものは心である。

（１）泥で出来た自分の体。

（２）恋する者の心。

（３）心の中にはあなたへの愛が溢れんばかりにある。




60




輝かしいイスラーム共同体の前でわたしは悶（１）えておりました

わたしは心を蕩とろけさせる旋（２）律を奏でておりました

礼（３）儀は言います　言葉を短かくせよと

そこでわたしは悶え　創作し　安（４）らぎを得ておりました




◎60イクバールは生涯預言者ムハンマドを愛し、その愛をイスラーム共同体の人々に教えてきたと彼に述べる。

（１）ムハンマドへの愛で。

（２）愛の詩。

（３）ムハンマドの廟の前で長々と語るのは失礼であるので。

（４）ムスリムの態度を変えさせられて安心。

　クルアーンが預言者に啓示されたのは人々に警告するためである。クルアーン第６章19節参照。




61




わが破壊者のような献身に対して

わが不安な嘆きの熱情に対して

そ（１）の土に春（２）の雲をお与え下さい

胸の中にわ（３）が種子を抱きしめられますように




◎61イクバールは預言者ムハンマドを愛するイスラーム教徒のためにムハンマドの廟の前で祈る。イクバールの詩作の中に込められているメッセージを彼らが理解できるようにと、そしてそれを実行することで世の中で誇りと名声が得られるようにと。

（１）イスラーム共同体に。

（２）雨を降らしてその土地を肥沃にする。

（３）わが詩作によって与えられたメッセージ。




62




わが心を手の平の上に置きましたが恋（１）する者はいないです

財（２）産を持っていますが略奪する者はいないです

主（３）よ　わが胸の中に来て止まっていて下さい

わたしより孤（４）独なムスリムはほかにいないです




◎62イクバールは預言者ムハンマドの廟の前でイスラーム教徒の怠慢や不注意、物質主義を批判。

（１）わが愛のメッセージに関心を示そうとする者がいない。

（２）愛の宝石を人々は評価しない。

（３）主よ、願いを聞いて下さい。

（４）誰もが神の唯一性、イスラームそしてムハンマドへの愛を忘れてしまい、わたしは孤独である。




63




ルーミーのようにマッカの聖域ハラムで（１）礼拝告知アザーンをしてきました

わたしは彼から命の秘密を学（２）びました

昔の分（３）派の時代に彼がいらっしゃいました

今日の分派の時代にわたしがおります




◎63イクバールは、預言者ムハンマドがもたらしたイスラームのメッセージをルーミーのように世に伝えてきたと言う。

（１）イスラーム教徒の五行の二番目の義務とされている礼拝への呼びかけ。ここではイスラームの布教の意。

（２）イスラームの真実。

（３）ムハンマド没後すぐに、共同体の指導者をめぐって意見の対立が生じ、それが分派を引き起こした。分派は一般に宗派と同義的に用いられ、ここでは諸事情の改革の時代の意。




64




花園をわ（１）が土から作れますように

わ（２）が目の湿りをチ（３）ューリップの血に混ぜられますように

もしア（４）リーの剣に相応しくないなら

アリーの剣のような鋭（５）き視線をわれに与えて下さいますように




◎64イクバールは、自分の存在が共同体にとって有益であるように、少なくともアリーのような賢明さが自分の中に生じるようにと祈る。

（１）わたしの体。

（２）わたしの血の涙や熱情。

（３）イスラーム共同体の血。

（４）アリーが行ったような聖戦ジハード。

（５）誤謬と真理を区別する洞察力を持つ清貧。

　真理に基づき生き、他の私欲に従ってはならない。クルアーン第５章48節参照。




65




ムスリムが海岸で休んでいる

海（１）岸に恥じ　自らに絶望している

この悲痛な托（２）鉢僧以外

誰が隠れているそ（３）の傷を見たか




◎65イクバールは預言者ムハンマドの廟の前でイスラーム共同体の惨めな様子を述べ、気持ちの中に怠惰や物もの臭ぐさな様子がある限り回復はないと言う。

（１）かつては絶頂にあったが今は没落のままなので。

（２）イクバールのこと。

（３）実践や聖戦の放棄。




66




誰がそ（１）れに言ったでしょう　友（２）の香りの来訪を

誰がそれに与えたでしょう　春の新しい希望を

そ（３）の息から古い情熱が消えかけた時

誰が投げかけたでしょう　その破滅に火（４）花を




◎66イクバールは預言者ムハンマドの廟の前でイスラーム共同体に対する自らの奉仕を述べる。

（１）イスラーム共同体。

（２）ムハンマド。

（３）イスラーム共同体からイスラームやムハンマドとの関わりがなくなりかけた時。

（４）ムハンマドの愛を教える詩。




67




ご（１）自身の海からわたしの小川に真（２）珠をお与え下さい

わ（３）たしの富を山地や荒野　谷に与えさせて下さい

わが心はあなたが与えてくれた台（４）風に満足していません

わたしにさ（５）らに別の台風の熱をお与え下さい




◎67恋する者はいつも恋人に特別な厚意を要求する。

（１）預言者ムハンマドよ、あなたから。

（２）ムハンマドの恩恵。

（３）ムハンマドから得たもの。

（４）恵みの眼差しや愛情。

（５）広く広められるような情熱。




68




集会でのわが葦（１）笛奏者の様子をご覧下さい

孤独で溶けるわ（２）が悲しみの様子をご覧下さい

わたしは祖（３）先から清貧の神髄を習得しました

王に対するわ（４）が独立の様子をご覧下さい




◎68イクバールは預言者ムハンマドの廟の前で自分の人生を述べる。

（１）あなたのメッセージを人々に伝え、イスラームの布教に携わる。

（２）ムハンマドを思い出し、彼への愛に浸り、自己をなくしている状態。

（３）ルーミーやジャーミーのこと。

（４）世俗的な王に頼らず神の唯一性を実行する者の様子。クルアーン第39章31節参照。




69




わたしは行くさきざきでよく歌いました

すべての秘密の意味の覆いを外してやりました

わが不安についてお聞きにならないで下さい　愛（１）いとしい人と

ある時は一緒　ある時は一緒でないこともありました




◎69イクバールは「人々にあなたのメッセージを伝え、あなたに従うように勧めた」と預言者ムハンマドの廟の前で語る。だが「あなたからの精神的恩恵の顕現次第でその存在は左右された」とも語る。

（１）ムハンマド。




70




わたしはチ（１）ューリップの苦悶の仲間でした

わたしは人（２）生の良心を明らかにしてきました

わたしはわからないです　愛（３）の言葉を誰に語ったか

というのはわたしは孤独で　独（４）りで歌っておりました




◎70イクバールは預言者ムハンマドの廟の前で共同体の怠慢を嘆いている。

（１）イスラーム共同体。

（２）イスラーム教徒に人生の真実とその高い目的を詩作で明らかにした。

（３）ムハンマドの愛の教訓を共同体に語ったが無視されたので。

（４）詩作にメッセージを込めた。




71




わ（１）たしはあなたの光でわが目を輝かせたいです

太（２）陽や月の中が見えるように

わたしはムスリムだと言う時　わたしは震えてしまいます

「（３）神はなし」のことの難しさを知っていますので




◎71もしイスラーム教徒が「アッラーの外に神はなし」の信仰告白の正しい意味がわかればアッラー以外の存在の前には頭を下げない。

（１）預言者ムハンマドの教えや愛で心の目を輝かすことを望む。

（２）宇宙の秘密がわかるように。

（３）口頭での信仰告白は容易であるが、それを実行することは命を賭ける覚悟が必要である。




72




あ（１）なたへの道での一つの歌の悶えでわたしには充分であります

わ（２）たしにとってこれが始めで最後であることで充分であります

わたしはこの清純な放蕩者の勇気に魅せられております

神コダーに言った者の　自分にとってはム（３）スタファーで充分でありますと




◎72預言者ムハンマドに従う者はアッラーに従う者である。

（１）ムハンマドへの愛に夢中になるだけで自分はよい。

（２）ムハンマドへの愛がわが人生で唯一の首尾一貫した愛であることを望む。

（３）ムハンマドの称号。

　使徒に従う者はアッラーに従う者である。クルアーン第４章80節参照。







12




１




愛よりわたしは叫（１）びを学びました

岩（２）から小川を流れ出させるという

わたしはまさにこの願望を持っております　ジ（３）ャービードが

あなたの愛で色（４）と匂いをつかみ取れますようにとの




12１〜３の詩でイクバールは、息子のジャービードをはじめとする若い世代がよき人生を得られるようにと預言者ムハンマドに廟の前で請願する。




◎１イクバールは息子ジャービードや若者に抱いていた強い愛を表現。

（１）石をも水のようにしてしまう強い愛。

（２）岩の中うちには川がその間から湧き出るものがある。クルアーン第２章74節参照。

（３）新しい世代の若者たちが。

（４）人生における地位や名誉。




２




ちょっと粋な帽子を被る西洋人をご覧下さい

まるで太陽や月のようであり

われらの素（１）朴な若者は熱血漢

それら異端の目より彼（２）らをお守り下さい




◎２イクバールは日夜、西洋美人たちに翻弄されているイスラーム教徒の若者を見ていて、彼らが信仰を失わないようにと預言者ムハンマドに祈る。

（１）ジャービードやイスラーム教徒の若い世代。

（２）ムスリムの宗教や文化から外れることのないように。




３




哀（１）れな者たちの手助けをして下さい

神（２）以外を思う人たちは愛さない人の

わが命を紅潮させた火の

その分け前をお与え下さい　それらムスリムの子供たちに




◎３イクバールはここに到り、すべてのイスラーム教徒のために祈る。

（１）神の唯一性を信じてきたが、今は衰退したイスラーム教徒。

（２）物質主義に染まってしまった人々。







13




１




あなたもその酒を取れ　友（１）の杯から

あ（２）なたが永遠に友の脇にいられるように

跪拝でない　これは　アブドゥル・アズィーズよ

睫（３）毛で友の戸口の埃を掃除しているのだ




13預言者ムハンマドへの請願は終わりここよりアブドゥル・アズィーズ（通称イブン・サウード。サウディアラビア初代国王〈在位一九二五〜五三年〉）に語りかける。同国王はイクバールの晩年に即位してワッハーブ教徒を支持し、ムハンマドへの信仰を多神教と考え、ムハンマドの廟の前での礼拝も多神教の行為とした。




◎１預言者ムハンマドの廟の前での跪拝を多神教としたことに対してイクバールは反論。

（１）ムハンマドの愛の酒。

（２）永遠の生が得られるように。

（３）それゆえ禁止するなとの意。




２




あなたはヒジャーズの王　わたしは（１）托鉢僧ファキール

だが意（２）味の世界ではわたしが富者

「神はなし」の種から生じた世界を

来て見よ　わ（３）たしの心の中にある世界を




◎２イブン・サウードとその弟子たちが神の唯一性を強く主張し、他を疑いの目で見ているので、イクバールは本来の正しい神の唯一性は自分の方にあると言う。

（１）貧者。

（２）イスラームの真実と愛を知っているので。

（３）イブン・サウードの世界よりイクバールの世界の方が優れている。




３




わ（１）たしは治療できない程苦痛に苦しんでいる

あ（２）なたには想像できない　わたしがどれ程無力で惨めで年老いているか

だが今でもまだ弓で射られる矢（３）

共同体の矢筒から取り出され　射られる矢である




◎３イクバールは、自分は年老いてしまったが、預言者ムハンマドへの愛と神の唯一性に基づき今でも共同体の運命を変える詩的メッセージを発せられると、布教の情熱を失ってしまったイブン・サウードに言う。

（１）イクバールのこと。

（２）イブン・サウードのこと。

（３）ムハンマドへの愛と神の唯一性の信仰に支えられた、共同体の運命を変える力のある矢。




４




さ（１）あ一緒に組んで踊ろう

物（２）質世界から心を離して踊ろう

しばらく友（３）の家の路地の辺りで

目から血の涙を流して踊ろう




◎４イクバールはイブン・サウードを介して共同体の人々に踊りを、すなわち預言者ムハンマドへの愛を教えようとする。

（１）イブン・サウードに対し、もしムハンマドに私淑しているなら一緒にイスラームの布教をしようとイクバールは提言。

（２）二人一緒になってこの世に反撃しムハンマドへの愛で生きよう。

（３）ムハンマドの廟があるマディーナ。




５




あ（１）なたの居所は荒野の中である

その夕べは夜（２）明けのような鏡である

あなたが望む所に天幕を張れ

だが綱（３）を他から求めることは禁忌である




◎５イクバールはイブン・サウードに、他から財政援助を受けるとやがて身動きできなくなると忠告。

（１）あなたの支配地域は広く、ヒジャーズも支配下にある。

（２）預言者ムハンマドの廟があるので輝く。

（３）テントの綱。それを他から求めると後々イスラームの屈辱となる。




６




われらはムスリム　空（１）間から自由である

われらは九天の圏の外にいる

われらに教えてくれた　そ（２）の跪拝を

それであらゆる神（３）々の価値がわかる




◎６イスラーム教徒には時空の束縛がない。

（１）イスラーム教徒には世界のどこにも地理的限界がなく、どこに行こうともイスラーム教徒である。

（２）「アッラーの外に神はなし」を念じながら行う礼拝を神が教えてくれた。

　あなたの顔を純正な教えに向けよ。クルアーン第30章30節参照。

（３）自分を神とする者たち。




７




西欧の偶（１）像から離れていよ

その杯には一粒の大麦の価値すらない

視線をフ（２）ァールークの目より借り

新しい世界を大胆な足取りで歩め




◎７イクバールはイブン・サウードに、もしイスラームの奉仕者であることを主張するなら、恐れずに西洋文化から離れていよと忠告。

（１）西欧の文化や政治。悪魔が彼らを支配し、アッラーを念おもうことを忘れさせた。クルアーン第58章19節参照。

（２）第二代正統カリフ、ウマル・イブン・ハッターブ（在位六三四〜六四四年）のこと。預言者ムハンマドの教友で、側近の一人。カリフ在任中、イスラーム国家体制の整備に努めた。ファールークは「真偽を分かつ人」の意でその称号。






Ⅲ　イスラーム共同体の前で






わ（１）たしからスーフィー聖者のような言葉を探すな

わたしは惚（２）れっぽい質たちだから

花（３）のような色の涙をこの花園に

朝露のように零こぼす　一滴ずつ　わたしは




◎この章では、イスラーム共同体が預言者ムハンマドを模範としてイスラーム法に沿っていくためには、自我を育成し、運命を自ら作る必要があることを教えている。というのも神は運命を自らの手で切り開こうとする民族に指導者を与えようとするからである。

（１）イクバールは自分の詩作でスーフィー聖者のような堅苦しい話や哲学者ぶった話はしないとイスラーム共同体に話しかける。

（２）わたしは神の唯一性のことやわたしが惚れているムハンマドに関することをわかりやすく話す。

（３）わたしの詩作の一行一行で、共同体の人々の心や頭にイスラームの喜びやムハンマドへの愛を伝える。









１　心を神ハックに合わせムスタファーの道を行け




１




目（１）的地に新月のように邁進せよ

この青い空で刻一刻大きくなれ

この世で自（２）分の地位を望むなら

心（３）を神ハックに合わせ　ム（４）スタファーの道を行け




１

◎１イスラーム教徒の人生の目的はこの世で神の代理人となることである。その目的は預言者ムハンマドに従うことで果たされる。

（１）新月が毎日大きくなっていくように精神的に進歩せよ。

（２）神の代理となることを望む。

（３）アッラーを自分の目的とせよ。

（４）目的のためにイスラーム法やムハンマドの言行に従え。

　アッラーと使徒に従えば慈悲を得られる。クルアーン第３章１３２節参照。




２




波のように自分の海からわたしは立ち上がった

わたしは自（１）我に真珠のように巻きついていた

それらナ（２）ムルードたちはわたしに対し不機嫌である

マ（３）ッカの聖域ハラムの建設にわたしが努力しているので




◎２イスラームの栄光のために努力する人々に対し権力者は身構える。それらの人々は権力者に対抗するために預言者ムハンマドに従いその自我を強化するからである。

（１）自我に夢中だった。

（２）ここでは今日の圧制者。

（３）カアバ聖殿のこと。わたしがムスリムの栄光のため努力しているので。




３




酌（１）人よ来たれ　大杯を回せ

両（２）世界を袖を振って捨てよ

神は放（３）蕩者に真実を明らかにした

モ（４）ッラーは宗教の秘密を知らないと




◎３デーオバンド派のモッラーがデリーの集会で、イスラーム共同体は郷土を基に成立していると述べたことにより書かれたもの。

（１）霊的認識の酒を放蕩者にもっと多く飲ませよ。

（２）両世界との関係を断ての意。

（３）イクバールのこと。

（４）イスラーム寺院で礼拝を先導する者。イスラーム共同体は地域の境界線で作られているのではなく神の唯一性の信念から成る。それゆえ、祖国愛とは相容れないがそのことを知らない。




４




さあ酌（１）人よ　顔よりベールを外せ

わが目からわ（２）が心の血が流れた

東（３）洋のではなく西洋のでもないメロディーで

「（４）恐れるな」の歌を歌え




◎４イクバールはイスラーム教徒に圧制者と闘うのを恐れるなと忠告。

（１）わたしに霊的認識の酒を飲ませる師よ、それを飲ませよ。

（２）世の人はわたしに反しているのであなたの姿を求めわたしは血の涙を流している。

（３）神の声で。

（４）神が敵フィルアウンと対抗するためにムーサーを立てた時、神は恐れるなと言った。クルアーン第20章68節参照。ここでは、現代の圧制者を恐れるな、勝利はおまえのものの意。




５




胸（１）から「神は偉大なりアッラーフ・アクバル」の叫びを上げよ

自（２）分の体に錬金薬をつけよ

自（３）我を認識し　しっかりつかみ　よく生きよ

誰かの手に自分の運命を任せてはならない




◎５イスラーム教徒は自分の運命を自分で作らねばならない。一つずつの行為が運命を決める。

（１）イスラーム共同体への語りかけ。

（２）神の唯一性を実行し、体である土を金に変えて地位を高めよ。

（３）人間は地上の後継者とされた。クルアーン第35章39節参照。




６




ムスリムは自我で完全人間となる

その体の中で自我が死ぬと奴（１）隷となる

自分自身を自分の資本と考えれば

自（２）分以外のものに目を置くことは禁忌となる




◎６他からの支援で人生を過ごすことはイスラームの教えに反することである。イスラーム教徒は常に自我を強めることに努め、預言者ムハンマドの教えを守っていかねばならない。

（１）イクバールの哲学では、奴隷はイスラームの教えとは反対の姿である。

（２）他に期待すること。




７




自（１）己をはっきりと見たムスリムは

海に対して真珠のように静かだ

もしこの偶（２）像寺院で自己から離れてしまったとすると

命を賭けて言ってもいいが自ら死を買ったと同じと考えよ




◎７隷従の強要はイスラーム教徒にとり死の命令である。

（１）イスラーム教徒としてどんな美点、能力、力があるかを。

（２）この世で、自我を知らない者は生きていても死んだと同然である。イスラーム教徒の真実とはこの世で神の代理になることである。クルアーン第６章１６５節参照。




８




わたしは運（１）命の顔からベールを取った

絶（２）望せずムスタファーの道を取れ

もしもわたしの言うことが信じられないなら

宗（３）教から離れ　異端者となって死ね




◎８イスラーム教徒として人生を送るよい在り方は預言者ムハンマドに従って生きていくことである。

（１）運命の概念を明らかにし、成功の秘訣を語った。

（２）衰退してもムハンマドの言行やイスラーム法に従って生きていけば運命を変えることができる。

（３）イスラームの教え。




９




ト（１）ルコ人に対して閉（２）められていた扉が開けられた

エジプト人の基（３）礎が堅固にされた

おまえも自我の裾に触れてみよ

それなしでは国家や宗教は誰にも与えられない




◎９国家にしろ宗教にしろそれ自身の自我がなければ強固になれない。

（１）神がインドのムスリムにトルコなどの例をあげ、自我の強化の必要性を語る。

（２）トルコ人は自由になった。すなわち一九二三年トルコ共和国が誕生。それ以前はオスマン帝国であり、第一次世界大戦に敗北すると領土や主権が制限されて一九一九年にはギリシャの侵攻もあった。

（３）政治的に強固になった。すなわち十八〜十九世紀に英仏による占領があったが、第一次世界大戦後の独立要求闘争の結果、一九二二年にエジプト王国が誕生した。




10




その春が終わってしまった民族はどれも

飛んでいってしまった匂いと一（１）致しない

その土地からもチ（２）ューリップは生える

だがその衣（３）は色褪せたままである




◎10民族の進歩はその構成員の努力による。

（１）懐古趣味に浸るだけである。

（２）その民族の地に若者は誕生する。

（３）その幸運は一時的で進歩のための努力がない。




11




神コダーは次（１）のような民族に指導権を与えた

運命を自らの手で書いた民族に

神コダーは次（２）のような民族とは取引をしなかった

他のために耕作した民族とは




◎11人間は他に隷従するとどんな益も得られない。

（１）自分の努力で高い地位を得た民族。

（２）自由ではなく、利益を上げていない民族。




12




ラ（１）ーズィーからクルアーンの知を学べ

灯明を彼の灯明で明るくせよ

しかし次のことはわ（２）たしから学べ

愛（３）の情熱と陶酔なしでは生きることはできない




◎12人生を実り多いものにするには理知的な学問だけでは充分でなく、愛や陶酔も必要である。

（１）本名、ファフルッディーン・ラーズィー（一一四九〜一二〇九年）。イランの南レイ生まれの神秘主義者。神学者、法学者でクルアーン注釈者としても有名。「イスラームの師」と呼ばれる。主著は百科全書的なクルアーン注釈書『不可視界の鍵』。

（２）イクバールの詩を通して。

（３）預言者ムハンマドへの愛。







２　自我




１




自我の上に「（１）神はなし」の一撃を加えた者は

死（２）んだ土から視線を生じさせられる

手（３）放すな　このような人の裾を

そ（４）の投げ縄の中に太陽や月が捕らわれているのを見た




２

◎１自我は完全人間マルデ・モミンとの交流によって強化される。

（１）自我を強化した者には新しい力が宿る。

（２）死人すなわち邪教徒の中に信仰の力を生じさせられる。

（３）そのような人と交際せよ。

（４）そのような人には過ぎ去った歳月を呼び戻し、運命を変えさせる力がある。




２




愚（１）かな者よ　おまえは自己に気づき　神を知る心を作れ

祖先のように自（２）己への接近の道を作れ

どのようにして敬虔なムスリムモミンは隠（３）れた秘密を明かすか

「（４）アッラーの外に存在はなし」でおまえは明かせ




◎２この宇宙においてアッラー以外のどんな存在も真実ではないことがわかると、イスラーム教徒は敬虔なムスリムモミンとなり、神を除く誰の前にも頭を下げない。

（１）自我の価値を知らない者よ。

（２）自分自身に真実を気づかせよ。

（３）モミンはアッラーがどこにでも存在し、全知であることを知っていることで神を感じる。

（４）宇宙の万物の粒子の中に神の光があり、万物は神があることで存在し、そして人間の存在も神の光のお陰で存在することを基にしておまえはその秘密を明かせ。




３




おまえの心には隠（１）れた傷口がない

ム（２）スリムのような心の動揺がない

お（３）まえは自我の花園に水を撒まくには撒いた

海からの水を　だが台風のない




◎３預言者ムハンマドへの愛の情熱はただムハンマドを恋する人々との交友の中で生じる。

（１）ムハンマドへの愛の悲しみがない。

（２）敬虔なムスリムモミンの中にあるような威厳がない。

（３）おまえは確かに自我の育成をした。だが自己の霊的認識の育成に必要である愛に欠けていた。







３　われは神なり




１




「（１）われは神なりアナー・アル＝ハック」とは全（２）能の者を除いてはありえない

その罰は十字架かそれともそうでないか

も（３）し誰かが言えば譴けん責せきに当たる

だがもしどこかの民族が言うならそれは不適切とは言えない




３

◎１イクバールは詩的方法でマンスールの言葉を批判。すなわちこの宇宙はアッラー以外の何物でもない。この宇宙は神の顕現であり、神は宇宙であり、他の存在はない。

（１）イランの神秘主義者フサイン・イブン・マンスール、別称ハッラージュ（八五七・八五九〜九二二年）の言葉。絶対的本質（神）と被造物との融合の諸相を語る。その自説の布教によって九一三年に投獄、九二二年に処刑。イクバールは自我＝神と取る。

（２）神だけが言える。

（３）特定の個人に神の顕現があるのではなく、すべての者、すべての民族に神の顕現があるので。




２




「われは神なり」と言う言葉は相応しい　その共同体にとって

そ（１）の血ですべての枝が濡れている共同体にとって

そ（２）の威厳の中に美が隠れている

なぜならその光景は九天の映しである　それにとって




◎２その威厳の中に美が得られる共同体は「われは神なり」と言える。

（１）すべての人間の中に神の顕現があることが確信できる共同体にとって。

（２）「われは神なり」の真実を宇宙の一粒一粒の中に見る。




３




こ（１）のようなものは共同体の中で格が高い

そのような共同体は両（２）世界にとり礼拝の先導者エマームとなっているので

そ（３）れは創造の仕事でも休養しない

そこでは居眠りや休息は禁忌である




◎３「われは神なり」と言える民族は日夜の新しい開発や発明で世界に利益をもたらし、世界の人々に感謝の気持ちを起こさせる。

（１）前の２の詩のように、「われは神なり」と言うことができ、その威厳の中に美がある共同体。

（２）現世においても来世においても案内役をするので。

（３）そのような共同体。




４




その共同体の存在は内的情熱により炎となっている

こ（１）の量と質の世界はその前では枯れ草のようである

その勇気が「われは神なり」の説明をする

それが「（２）有あれ」と言うとそのとおりになる




◎４前の１〜３の詩で述べられているように、「われは神なり」の言葉を口にする民族は力があるので、意図することを何でも完成させる。

（１）投機、思弁、財産などを信頼する現世。

（２）クルアーン第６章73節に従えば、アッラーが何かに「有あれ」と言えばすぐそのとおりになる。神の本体を完全に信頼する民族の中には神意が生じ、神と同じ行為を起こすことができる。




５




そ（１）の共同体は独り離れて大空の広さの中を舞う

だがそ（２）の視線は自らの巣の枝の上にある

月や星々はその投げ縄の虜になっている

時（３）代の運命もその手に捕らわれている




◎５前の１〜４の詩に出てくるような民族は世界の運命をも手にしている。

（１）前の１〜４の詩で述べてきた共同体。

（２）進歩はしているが、他の民族とは違って自らの民族的特性や伝統を忘れていない。

（３）世界の諸民族。




６




そ（１）の共同体は花園で心地よくさえずる夜鳴鶯ナイチンゲールのようである

そ（２）れが荒野では獲物を急襲する鷹のようである

そ（３）の首長は王権の中でも清貧ファキーリーの性格を持つ

そ（４）の托鉢僧ファキールは托鉢僧の生き方ダルヴィーシーの中での首長である




◎６「われは神なり」と広言する民族の特徴を記す。

（１）時代が平穏である時はその共同体は優しい。

（２）時代が不穏である時はその共同体は大胆不敵である。

（３）裕福でありながら清貧。

（４）清貧でありながら金持ち。




７




新（１）しい杯の中に酒壺からの古い酒を注げ

その輝きは宮（２）殿や路地に注げ

もしマンスールの枝にある果（３）実が欲しいなら

「（４）アッラーの外に優越者はなし」を心に描け




◎７イスラーム教徒に向かって、「われは神なり」と言いたいのなら、まずこの世のどんなものもわれわれを圧倒することができないと自分の中で確信せよと語る。

（１）現代の新しい世代にクルアーンに述べられているイスラームの精神を注げ。

（２）上下に関係なく誰にでも恵みを。

（３）もし「われは神なり」と言いたいのなら。

（４）誤った力の前に跪ひざまずく代わりにアッラーだけに夢中になれ。







４　神秘主義者スーフィーと・オ・イスラーム知識人モッラー




１




わたしは思う　モ（１）ッラーは嫌な人だと

その目は脳（２）味噌と頭の皮の区別ができない者だと

でもそれがわたしのイ（３）スラームへの態度で

わたしをカアバから追い出そうとしても　そ（４）れも仕方がないかと




４

◎１イスラーム教徒は今、西洋崇拝などでイスラーム教を忘れ、すっかり余よ所そ者ものとなってしまった。

（１）イスラーム教徒全体。

（２）表面的にしか見ていない者。

（３）イスラーム教から離れてしまったのを見て。

（４）モッラーの行為は正しい。




２




西（１）洋人はカアバと偶像寺院の両方から獲物を取った

スーフィー教団の道場ハーンカーからあれは「（２）余よ所そ者もの」ではないという声がした

わ（３）たしはこの話をモッラーの前で繰り返した

モッラーたちも「どうかご無事でありますように」と祈った




◎２神秘主義者スーフィーもイスラーム知識人モッラーもイギリス植民地主義の奴隷である。

（１）イギリス人は、イスラーム教徒、ヒンドゥー教徒すべてに自己の文化をわからないようにさせ、西洋文化の愛好者にした。

（２）アッラー以外のどんなものにも服従すべきではないという声が消え、イギリス人も仲間であり協力すべしの声がした。

（３）失望してモッラーにこれを話したが反対とか聖戦の声は上がらなかった。




３




おまえは雁がん字じがらめになっている　スーフィーやモッラーの束縛に

人（１）生をクルアーンの知恵で得ていない

おまえはクルアーンの章には関心を示さない　次のこと以外に

その「（２）ヤー・スィーン章」で安楽に死ぬことを願う以外に




◎３イスラーム教徒は、今残念だがクルアーンとも疎遠になってしまった。

（１）現代のイスラーム教徒はアッラーや預言者ムハンマドから教訓を得ることを忘れてしまった。

（２）クルアーン第36章のこと。クルアーンの心臓とも言われ、葬儀や故人の冥福を祈る際にも読誦される。




４




ク（１）ルアーンの鏡を自分の前に吊せ

ずいぶん変わってしまった　おまえは

天（２）秤でおまえの行為を計り

以前のような大混乱を起こせ




◎４もしイスラーム教徒が再びこの世界で栄光を求めることを願うなら、クルアーンを指導者と捉え、行動の指針としなければならない。

（１）自分の行為をクルアーンの鏡で見よ。

　神はすべての事物を解き明かす啓典を預言者ムハンマドに下し信者への導きとした。クルアーン第16章89節参照。

（２）人々が正義を行うために経典と秤はかりを下した。クルアーン第57章25節参照。




５




わたしからスーフィーやモッラーに挨拶

というのはわたしに神（１）のメッセージを話してくれた

だがそれらの秘（２）義的解釈にはびっくり

神コダーやジブリール　ムハンマドなども仰天するばかり




◎５イクバールは、イスラームに反しているスーフィーやモッラーのクルアーンの秘義的解釈を皮肉った。

（１）クルアーンのこと。

（２）これらの宗教的指導者たちは自分の利害関係に沿ってクルアーンやハディースを解釈しているので。




６




邪教徒作りの名人のある説教師ワーエズが地（１）獄について話していた

だが邪教徒のある聞き手が見事に言った

「あ（２）の奴隷のお方は自分の状況がわかっていない

地獄を外（３）の人の行く場所と言っているが」




◎６イクバールは説教師の愚かさを皮肉った。説教師は邪教徒は地獄行きだと決めているが、自分が今イギリス人の奴隷であり、イスラーム教徒でありながら奴隷に満足しているのは邪教徒よりも悪いことだとわかっていないと皮肉る。

（１）邪教徒は地獄に落ちると。

（２）イギリス人の奴隷であるその説教師。

（３）邪教徒。




７




自我を知り経験を積んだ弟子が

師に向かって辛辣な言葉を吐いた

命（１）を不完全な死に委ねることなのですか

墓（２）の土で生計を立てるということは




◎７自分の腕力を使う代わりに墓守職で生計を立てているイスラーム教徒の精神は死んだ状態である。

（１）一挙に死なずに毎日少しずつ死んでいくこと。その魂は死んでいる。

（２）墓守職で生計を立てる。




８




弊衣を纏まとったスーフィーが息子に言った

お（１）まえはこの点を大事にしなければならない

この時代のナ（２）ムルード王たちと親しくなるべきだ

彼らの恩恵でイ（３）ブラーヒームの振りをすることができる




◎８世の人々を欺くために弊衣を纏っているスーフィーが息子に言った。偽りの力であるイギリス人の支配者に従うことでおまえはたくさんの現世的利益を得られるだろうと。

（１）もしもこの混乱の時代に富を得ることを望むなら。

（２）ここではイギリス支配者の意。

（３）ここでは現代のムスリムの宗教的指導者の意。指導体制が確立すると現世的な富の他に、跪拝など心理的支配権も得られる。







５　ルーミー




１




おまえの喉にまたあの古（１）い酒を流し込め

パ（２）ルヴェーズの王国はその一杯程の価値もない

ジ（３）ャラール・ウッディーン・ルーミーの詩より

心の壁にその語句を掛けておけ




５次の１〜10の詩はルーミーについての一連の詩と考えてよい。




◎１今日のイスラーム教徒にルーミーの偉大さを示す。

（１）祖先が得たイスラームの教え。

（２）イランのサーサーン朝末期の君主ホスロー二世（在位五九一〜六二八年）のこと。ニザーミーの叙事詩『ホスローとシーリーン』の主人公としても有名。自分の妃シーリーンに恋した石工ファルハードに岩山ビーストゥーン山に運河を掘れば妃をやると約束したが、約束は守られなかった。

（３）ルーミーの『精神的マスナヴィー』はペルシア語のクルアーンと言われた。




２




そ（１）の杯からチューリップ色をした酒を取れ

その効き目は小（２）石にルビーの風情を与える

羚かも羊しかに獅子の心を与える

チ（３）ーターの背中から斑点を落とさせる




◎２ルーミーの詩は人間の心を変えることができる。

（１）ルーミーの『精神的マスナヴィー』から。

（２）役立たない人間も役立つ人間に変える。

（３）不可能を可能にする。




３




そ（１）の悶えや愛の熱で大いに分け前に与あずかった

わたしの夜はそ（２）の星々で昼日中のようだった

マッカの聖域ハラムの荒野にいる羚かも羊しかを見てみるがいい

そ（３）の唇からは獅子の微ほほ笑えみが零こぼれている




◎３ルーミーの詩は臆病なイスラーム教徒に、敬虔なムスリムに見られるような大胆さと勇気を教える。

（１）ルーミーの悶えや愛の熱。

（２）ルーミーの詩句で。

（３）臆病な羚羊がルーミーの詩句で大胆になる。




４




そ（１）の詩は愛の完全な苦痛と情熱である

そ（２）の合一は別離を知っている

そ（３）の葦笛により　愛（４）の美は

偉大なる威厳の輝きを持っている




◎４ルーミーの詩には愛の苦痛と情熱があり、その愛には威厳がある。

（１）ルーミーの詩。

（２）ルーミーは愛の中に合一と別離を同時に別々に認めている。

（３）ルーミーの詩作より。

（４）ルーミーはその中に、神の性質のような美と共に、威厳と畏怖がある愛を認めている。




５




こ（１）のような駄目な者の問題の結び目を解いた

道（２）の埃を金にした

清（３）純な葦笛奏者の葦（４）笛は

わたしに愛（５）と陶酔を教えた




◎５イクバールは新旧の哲学を研究したが心の安らぎを得られなかった。それを満足させたのはルーミーの『精神的マスナヴィー』であった。

（１）ルーミーの詩は。

（２）価値のないわたしを、思想を持つ人にしてくれた。

（３）ルーミー。

（４）愛のメッセージ。

（５）預言者ムハンマドへの。




６




わ（１）たしの心（２）の扉を開けさせた

わ（３）たしの土から新しい世界を創らせた

その恩恵で尊敬を得させてくれた

わたしに対し　月（４）や星々が応じてくれたような




◎６ルーミーから受けた精神的な指導のお陰で天使界の住人たちまでがわたしを尊敬の眼差しで見始めた。

（１）ルーミー作品の研究の結果。

（２）わたしに愛の情熱と足あ搔がきの感情を生ませた。

（３）わたしの作品を将来の革命のための先遣隊とさせた。

（４）天使たちもわたしの同調者になったような。




７




そ（１）の考えは月や星々の仲間である

そ（２）の目は星々よりも遠くを見る

おまえの不安な心は彼（３）の前に置け

その息は水（４）銀の震えも止めさせる




◎７ルーミーの思考は高く、その洞察力も深い。その恩恵を得れば心の安らぎも得られる。

（１）ルーミーの思考は高い。

（２）ルーミーの洞察力は深い。

（３）ルーミーの詩から恩恵を得よ。

（４）ルーミーの詩は安心を与える。




８




ルーミーより托鉢僧の生き方の秘訣を学べ

その清貧は富者も羨む程のものだ

だが避けよ　こんな清貧や托鉢僧の道は　それで

卑（１）屈の場に行ってしまうような




◎８ルーミーの詩から清貧な生き方を学べと勧めている。

（１）あなたを奴隷にして屈辱感を味わわせるような清貧。




９




自（１）我が神の支配を欠くと

それは清（２）貧に物ごいの仕方を教えた

だがわたしはルーミーの酔（３）った目から

喜びを偉大さから借（４）り取った




◎９ルーミーの詩から自分を元気づける力を得た。

（１）イスラーム教徒が霊的認識を欠き、自我が弱くなると。

（２）他の者に頼る者になった。

（３）愛の酒で。

（４）イスラーム教徒に神の恵みを知らせることができるような力をルーミーの作品から得た。
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輝（１）く酒がわ（２）たしの葡萄の木から滴したたり落ちる

わ（３）たしの裾をつかむ者は幸運である

わたしは今その火で燃え上がっている　最初

サナーイーがルーミーの心に燃え上がらせた火で




◎10イクバールは、わたしが今まで書いてきたものは、すべてサナーイーやルーミーの影響であると言う。

（１）ルーミーらの教え。

（２）イクバールの詩。

（３）わたしの詩句を利用する者は幸運である。







６　ファールークのメッセージ




１




荒野の風よ　アラブから吹け

エジプトのナイルから波を搔き立てよ

フ（１）ァールークにファールークからのメッセージを伝えよ

自（２）ら清貧と王権を併せ持つようにとの




６１〜９の詩でイクバールは、第二代正統カリフ、ウマル・イブン・ハッターブの言葉を用いた自己認識、探求の苦痛、自制心、世界征服などについてのメッセージを、エジプト国王ファールーク（在位一九三六〜五二年）やイスラーム共同体に送った。




◎１イスラームの統治においては統治者に清貧が求められる。もしその中に清貧がないと統治者になれない。

（１）エジプト国王ファールークに、ファールーク（「善悪を区別する者」＝第二代正統カリフ、ウマル・イブン・ハッターブ）の国家体制や国政整備などに関する威厳あるメッセージを伝えよ。

（２）王権の存続のためには神による高い倫理感が必要であると。




２




カ（１）リフ制とは王冠や王座を持つ清貧に支えられる

な（２）んとすばらしいか　この王国は　終わらずにある

幸（３）運な者よ　この清貧を手放すな

それなしでは王権は早急に終わる




◎２エジプト国王ファールークに清貧なくしては王権の存続はないと忠告。

　この詩をイクバールが書いた時、ファールークは国王になったばかりの16歳の若者であった。

（１）イスラームの世界において、預言者のハリーファ（後継者または代理人）を首長とする支配体制。

（２）現世的な統治をしながら清貧も保たれている。

（３）エジプト国王ファールーク。




３




自（１）分自身を深く率直に見る若者は

古い世界を新しくする

数千の世界がその周りを回っている

なぜならばそれは自ら独（２）居を選ぶので




◎３自我の育成なしには清貧の威厳は生まれない。

（１）イスラーム教徒の若者に呼びかけている。

　自我を知る者や、自分の霊的認識を得た者は、古い世界の立て直しができる。

（２）神を思って過ごし、自我の育成に努めているので心が優しい。人々の関心の的にもなる。

　心が荒々しければあなたの周囲から人々は離れ去る。クルアーン第３章１５９節参照。




４




知能と心にす（１）べての扉を開けよ

すべての居酒屋の古老より杯（２）を取れ

「（３）何事にも誠意をもって努力せよ

おまえの裾（４）がきれいになり袖口が濡れるように」




◎４イクバールは、エジプト国王ファールークに、悪を避けて善より益を上げよと忠告。

（１）世界中の学問の扉を。

（２）知識を取れ。

（３）アミール・フスロウの詩より。

（４）世の穢れを避けて清潔を保ち、他に恩恵を施せの意。




５




おめでとう　目（１）的を果たした共同体よ

安心のない探求の苦痛の末に

その輝きはこの青い大空の下もと

鞘から引き抜かれた剣のようである




◎５どんな民族でもその目的を果たさないうちは、他の民族に恐れられない。

（１）一八八二年以降、エジプトはイギリスに占領されていたが、第一次世界大戦後の一九一九年独立要求闘争の結果、一九二二年にエジプト王国として独立。近代的憲法に基づく国家体制が確立。




６




なんとうまく歌ったか　トルコ人の水夫は

赤ら顔で目が紺青色のトルコ人の水夫は

海でわが仕事にもし困難が生じても

収（１）まることを望まないと　台風以外は




◎６民族に不幸や不運を招く勇気や度胸が生じない限り、その民族は世界で栄光を得られない。

（１）トルコ人の水夫は気が動転しないばかりか、さらに七難八苦を与え給えと祈る。

　当時トルコは第一次世界大戦後のトルコ分割の危機にあったが、それを回避して一九二三年、トルコ共和国が成立した。しかし新大統領ムスタファ・ケマルの下では、カリフ制の廃止などさまざまな非イスラームの改革が進められた。




７




世（１）界の統治をわ（２）が土の上に任せた

こ（３）の世の指導者エマームたることをわが額の上に書きつけた

そ（４）の世界を自分の中で見よ

預言者ファールークが心の中に撒まいた種子の




◎７神はイスラーム教徒をこの世の指導者にするために生んだ。だがもし彼らがイギリスの隷従に満足しているなら、世界のどんな力もそれを達成することはできない。預言者ファールークに倣ならえ。

（１）神が。

（２）イスラーム教徒に。

（３）世界の指導者であること。

（４）イスラーム教徒よ。預言者ファールークの足取りに沿って行動すれば成功する。




８




確（１）信の秘密を知る者は

二つを見る目を一つを見る目にする

二つのランプの灯が溶け合って一つの光になるように

国（２）と宗教の分離は心配するな




◎８イスラームにおいては、国すなわち統治と宗教とは神の唯一性により常に一体のものである。

（１）多神教から遠のき、神の唯一性を確信する。

（２）イスラーム教徒の宗教はイスラーム教徒の世界であり、イスラーム教徒の世界はイスラーム教徒の宗教であるので分離はありえない。




９




自（１）我を試したムスリムは

自分たちの道の土埃を大空にまで舞い上がらせた

もしおまえが願（２）望の火花を持つならば大事にせよ

なぜならそれは太陽の役割を果たすから




◎９人間の進歩は愛の火花による。もしこれがないと何もできない。

（１）自我に気づく前のイスラーム教徒は土埃のように道で人々に踏みつけられているだけだった。だが気づくことによって変わり、今では同僚や友人をも、その他の人々の羨望の的になった。

（２）預言者ムハンマドへの愛の情熱。







７　アラブの詩人




１




アラブの詩人たちにわたしのメッセージを言え

わたしは唇（１）のルビーにどんな価値も与えなかったと

わ（２）たしがクルアーンから得た輝きで

百（３）三十年間にわたる夜を朝にしてきたと




７１〜11の詩でイクバールは、アラブの詩人たちに語りかける。




◎１イクバールは、自分は自分の詩で、イスラーム共同体や全世界にイスラームのメッセージを伝えてきたと言う。

（１）女性の唇。イクバールは、自身の詩の中では女性や女性の美しさなど述べなかったと言う。

（２）詩のテーマは、クルアーンから取った。

（３）長い間のイスラーム教徒の伝統を止めて新しい詩作法を用いた。




２




わたしはム（１）スリムの人々の命に騒ぎを起こさせた

わ（２）たしは宮殿や路地を一握りの土つち塊くれと見なした

やがて荒れ狂う海の敵となる日が来るであろう

わたしが小（３）川に与えた台風で




◎２イクバールは詩作によってわが民族の中に預言者ムハンマドへの情熱を生んだ。

（１）わが詩作によって。

（２）他の詩人のように現世主義や金持ちを賛美する詩作はしなかった。

（３）弱小民族であるイスラーム教徒に与えたわが愛のメッセージで。




３




お（１）まえもその美（２）女の描写の詩作を止めよ

自（３）分の良心以外に助けを求めるな

おまえはわ（４）れわれの花園で羽をつけた

ムスリムに与えよ　おまえが持つ情（５）熱を




◎３イスラーム教徒の詩人の務めはその天賦の詩的才能をイスラーム共同体の改革に費すべきである。

（１）アラブの詩人たちよ。

（２）恋人の様子などを書く詩作。

（３）心の声に従って書け。

（４）イスラームの環境の中で育った。

（５）イスラームから得た情熱。




４




わが土の体の中に心が　心の中に悲（１）しみがある

今（２）もこの古い枝には湿り気がある

詩（３）作の呪文でその泉を開け

すべてのムスリムの心にはザ（４）ムザムの泉がある




◎４アラブの詩人の務めはその共同体の人々に預言者ムハンマドの愛を教え、それを読めば共同体の中にムハンマドへの愛の情熱が生まれるような詩を書くことである。

（１）ムハンマドへの愛の情熱がある。

（２）イスラーム教徒は宗教から離れてしまったが今でもムハンマドへの愛の残り火がある。

（３）詩作によって今は閉じてしまった泉から愛を噴き上がらせよ。

（４）ここではムハンマドに対して出る愛の泉の意。




５




ム（１）スリムとは神の性質を持つ僕しもべである

そ（２）の心は神のいくつもの秘密中の秘密である

そ（３）の美は神ハックの光を除いては見えない

なぜならそ（４）の本質は宇宙の心の中に存在する




◎５この宇宙には神の光以外は何もない。それゆえ詩のテーマを神とすることがイスラーム教徒の詩人にとっては必須である。

（１）敬虔なムスリム。

（２）敬虔なムスリムの心には神意が反映されており、それは知能を超えたものである。ここではそれを秘密に喩えている。

（３）神の性質を表すイスラーム教徒の美は、外面的な目ではなく神の光を持つ隠された目を通して見える。

（４）神の光は宇宙の粒子の中にある。クルアーン第24章35節参照。




６




そ（１）の土の体に熱情と輝きを与えよ

そ（２）の夜から太陽が生まれ出るように

次（３）のような曲を演奏せよ　あ（４）なたの恩恵でそれに

再（５）び革命の味が与えられるように




◎６アラブの詩人たちの詩によって、人々の間にイスラームに改宗する喜びが生じるように祈る。

（１）イスラーム共同体に。

（２）その夜が朝に変わるように。

（３）詩人たちよ、次のような詩作をせよ。

（４）あなたの詩作で。

（５）イスラームに改宗する喜びが。




７




ム（１）スリムとは心の悲しみを買うもの

水銀のように友の不安に揺れるもの

自（２）分より共同体を優先し

「（３）われは共同体なり」の叫びを上げるもの




◎７すべてのイスラーム教徒は自分自身をイスラーム共同体に捧げる覚悟がある。

（１）ムスリムには二つの名前がある。一つは預言者ムハンマドへの愛に悶える。もう一つは共同体への愛に悶える。

（２）個人の利害より共同体の利害を優先する。

（３）自分よりも集団を第一とする。




８




霊（１）魂の秘密をはっきり見た者は

自分の目以外の目で世界を見ない

自（２）分の胸の中に自分の声を作れ

秋（３）を春にさせることのできる声を




◎８預言者ムハンマドへの愛によってイスラーム共同体は再びこの世で成功する。

（１）自我に気づいた者は神の光を感じられる内的な目を持ち、それを通して宇宙を見る。

（２）アラブの詩人よ、自分の中にムハンマドへの愛の情熱を作り、その情熱を詩の中にメッセージとして込めて共同体の前に提示せよ。

（３）イスラーム共同体の衰退を栄光に変えさせるために。




９




おまえの体（１）の中にあるもの　それを大事にせよ

喜（２）びや苦悩そして陶酔はおまえのもの

わたしの周りにあるあちこちの酒（３）壺は空からだった

残（４）りの酒はおまえの心の葡萄酒入れの中だけにある




◎９おまえの祖先たちが飲んだイスラームの酒があるのはおまえの所だけである。共同体の他の者にもそれを飲ませよ。

（１）心や愛の悲しみ。

（２）その結果生じる心情。

（３）他の詩人の詩には、おまえの詩にあるような人間について書かれたものはまったくなかった。

（４）おまえの祖先たちが飲んだ酒の残り。




10




心（１）を不安にさせる野山の夜

そこには小鳥はいない　小さざ波なみもない

ス（２）ーフィーの灯では明るくなれない

おまえは知っているはず　太（３）陽が必要であることを




◎10今日は物質主義の時代である。その改革のためには、人里離れてあるいは砂漠の中に隠れて、ただ神よ神よと念じているだけでは役に立たない。

（１）今は物質主義の暗雲が覆う。

（２）人里離れて生活し現実の社会と闘わない神秘主義者では。

（３）初期イスラームの時代に存在した実践と信仰の一致の精神。




11




よ（１）く読め　自分の額の皺を

手で支えよ　自（２）分の明日の血管を

わ（３）たしのようにマッカの聖域ハラムの野に足を踏み入れよ

その中で見られるように　自（４）らの広さを




◎11イスラームの教えは人間にその隠れた力を教える。もし人間がイスラームの原理に沿ってそれを実行するなら限りなく進歩する。

（１）アラブの詩人よ。どんな目的で詩人となったかを考えよ。

（２）自らの目的に従って将来を作れ。

（３）わたしがイスラーム教徒を正しい方向に導くようにおまえも行動せよ。

（４）神がどんな力を与えたかを。







８　砂漠の息子たちよ




１




夜明け　谷や荒野が明るくなると

棗なつめ椰や子しの枝から小鳥たちのさえずりがした

天（１）幕を捨てよ　砂漠の息子たちよ

旅の楽しみなくしては生（２）きられないので




８１〜３の詩で砂漠の若者に呼びかける。そこは町の生活のように汚染されていないので。




◎１旅に出よと呼びかける。

（１）天幕を捨てて旅に出よ。

（２）同じ所に止まっていることは怠惰を生み出すことになり個人にとっても共同体にとっても死の前兆となる。人生とは前進にある。

　大地は広いと行動を促す。クルアーン第39章10節参照。




２




神はア（１）ラブの人を隊商の道案内にした

彼らは清貧で自らを律したからだった

もしも物を持たない人々でも清貧で気（２）概があるなら

世（３）界を転覆させることができる




◎２もしイスラーム教徒の若者が清貧を保ち、イスラーム教徒としての気概を生じさせられるなら世界征服も不可能ではない。

（１）預言者ムハンマドや正統カリフたちは清貧に従って統治をした。

（２）神は気概ある人の行為を疎かにしない。

　彼に仕え、彼を信頼せよ。クルアーン第11章１２３節参照。

（３）ムハンマドの教友にそれが見えた。




３




砂漠の夜に明日を告げる夜明けのざわめきがある

それはシ（１）ナイ山の顕現より明るい

体や命は谷や荒野の風のせいで強い

共同体の勃ぼっ興こうはこれらの山や砂漠のせいである

◎３歴史が示すように荒々しい自然の中で育った民族の構成員は、肉体的にも精神的にも強く、よく生き残る。

（１）シナイ山でムーサーは神の顕現を求めたが神は落雷となって現れた。クルアーン第２章55節、第４章１５３節参照。







９　「おまえは何を知っているか　この埃にも乗り手がいる」




１




も（１）う一度神コダーに対し服従と同意の所作をとれ

もう一度　誠心と誠意　忠実な道を取れ

おまえは言うな　おまえの詩はこうだとかああだとか

その代わり賢（２）い狂気をわたしから学び取れ




９このタイトルはペルシア語のある詩からの引用。この世の人間は無力だからといって人間を軽蔑の目で見るなの意。この一節が次の１〜10の詩の共通テーマである。




◎１イクバールは、わたしの詩から賢い狂気を学べと言う。

（１）イスラーム教徒の人々に呼びかけ、かつての態度を取るようにと提言。

（２）わが詩作の目的である、預言者ムハンマドへの愛の狂気。




２




花園はその狂気で荒廃する

騒ぎを知らない狂気で

わ（１）たしが町で上げる叫びで

狂気が残り　賢明さとなる




◎２預言者ムハンマドへの愛によりイスラーム教徒の中にイスラーム式の革命を起こす能力が生まれる。それゆえムハンマドへの愛を持たない限りは、イスラームの統治は生じない。

（１）わたしの詩によって人間の中に絶えず新しい情熱が生じ、それは革命を起こす力となる。




３




わたしは春（１）の朝の最初のチューリップである

わたしはわが胸の傷（２）により絶えず燃えている

軽蔑の目でわたしの孤独を見るな

わ（３）たしの傍らには百の花の隊商がある




◎３イクバールは、わたしは今、孤独のように見えるが、やがてわたしと同じ考えの人々がわたしの許にやってくると言う。

（１）インド亜大陸での最初の詩人である。

（２）革命へと導く愛の感情。

（３）やがて多くの人がわたしと同じ考えになる。




４




わ（１）たしは道の埃のように散らばっている

そして風の肩に乗っている

だがなんと幸せで楽しいことか

やがてわ（２）たしのお陰ですばらしい乗り手が現れる




◎４イクバールは、自分の詩作の影響を受けた人が必ず現れ、人々を案内していくと予言する。

（１）疑いもなくわたしは孤独で、誰も関心を向けないが絶望はしていない。

（２）わたしの詩の影響を受けた者が現れ、よき指導者になる。




５




なんと幸せか　四（１）散した民族は

その中から（２）完全人間マルデ・モミンが生まれてくる

そのような者の現れは神秘的な秘密の中の秘密

というのはすべての埃の中より乗（３）り手が現れる訳ではない




◎５完全人間の現れは神の手の中にある。それゆえに待たねばならない。

（１）イスラーム共同体。

（２）イスラーム共同体に栄光を与える人物。

（３）乗り手の出現は神の意による。




６




わたしは自（１）分の海で波のように震えた

わたしは台風に近づくまで震（２）えた

そ（３）れ以上によい　他の色を見なかった

自（４）分の血でその絵を描いた




◎６スーフィー聖者でウルドゥー語詩人のミール・ダルド（一七二一〜八五年）は、人間になることは天使になるよりもよいと述べたが、それには努力が必要。この詩にはその努力の表れがある。

（１）自我に到達するために。

（２）その結果、神を知った。

（３）自分を知るには神を知ろうとする努力以上に有効な方法はない。

（４）神に到達することは容易ではなかったので。




７




そ（１）の目は空からの酒壺を一杯にする

そして願（２）望の蔓つるに酒を巡らせる

ただで与える台（３）風で

小（４）川が海に対抗する




◎７完全人間はその精神的な力でイスラーム教徒に革命を起こさせる力を与える。

（１）完全人間の力が、預言者ムハンマドへの愛がなくなってしまったイスラーム教徒の心を再び満たす。

（２）イスラーム教徒の心を再びイスラームの情熱で蘇よみがえらせる。

（３）聖戦ジハードの熱気。

（４）弱小民族が強くなる。




８




そ（１）れが隊商の手た綱づなを取る時

それは隠（２）れていたすべての欲望を顕現させる

それは天の人々の秘密をこうして明らかにする

九（３）天をその足元に引きずり込んで




◎８完全人間は超自然的な力の持ち主である。

（１）完全人間が。

（２）隠れている能力を発揮させ、目覚ましい業績を達成させる。

（３）天と地の両方を支配する。




９




その清（１）い命におめでとうの言葉を言おう

その隊商の長を生（２）んだ

そのような幸運な母の胸に

天上の天（３）女たちは辱められている




◎９完全人間を生んだ女性は尊敬に値するとイクバールは言う。

（１）母親。

（２）天国の天女たちはこのような幸せを得られない。

（３）天女に較べて母親の地位は高い。




10




わが心が独り言を洩もらす　愛（１）すべき者が生まれる

富（２）は作っておけ　略奪する者がいるから

死の時　大空からわたしに聞こえてきた

花（３）が散ると実が出来る




◎10生とは連続した真実である。若芽が消えると種が作られる。このようにして自分の後に自分より優れた人が生まれると、イクバールは言う。

（１）完全人間が。

（２）心の中に情熱の富を作っておけば完全人間が前進させてくれる。

（３）イクバールの後に必ず第二のイクバールが現れる。







10　カリフ制と王制




１




アラブは自らをムスタファーの光で明るくした

そして東洋の消えた灯を輝かせた

しかしそのカ（１）リフ制は道に迷い

まず信徒に王制を教えてしまった




10カリフ制とは預言者ムハンマドのハリーファ（後継者または代理人）を首長とするイスラーム共同体の支配体制で、王制とは非イスラームの支配体制である。




◎１イスラームには王制の余地はない。王制は祖国愛と同じであり、イスラームに反する。

　すべての事柄はアッラーの大権に属す。クルアーン第５章１２０節参照。

（１）正統カリフ制は第一代アブー・バクル（在位六三二〜六三四年）から第四代アリー（在位六五六〜六六一年）までで、その後はカリフ制とは名ばかりの事実上の王制であった。




２




カ（１）リフ制はわ（２）れわれの立場の証人である

われわれにとり王（３）制は禁忌である

王制とはどんなものであれ狡猾で欺瞞である

カリフ制こそア（４）ッラーの面目の擁護者である




◎２カリフ制とはアッラーの法を守ることである。

（１）正統カリフ時代のカリフ制。

（２）イスラーム教徒の義務はアッラー支配の世界を作ること。

（３）王制とはアッラー以外の者が作ったものでクルアーンに準じていない。

（４）アッラーこそが絶対的な統治者である。クルアーン第５章１２０節参照。




３




王制と格闘した　カ（１）リームのような者が

そ（２）のような托鉢僧はフェルト帽も被らず襤ぼ褸ろも身に着けず

時には運命の戯れで

そ（３）よ風で烈風の役をする者となって




◎３無一文の者が王権をひっくり返した話は歴史の中で少なくない。

（１）預言者ムーサーのこと。ムーサーは当時の古代エジプト王との闘いでアッラーの尽力により勝利した。クルアーン第２章49〜50節など参照。

（２）托鉢僧は普通フェルト製の帽子を被り、粗末な敷物を身に纏まとっている。

（３）権力を持たないイクバールが闘いを挑む様子を示している。




４




今も世の中で人（１）間が人間の奴隷である

そ（２）の体制は未熟でその目的は不完全である

わたしはあ（３）の王の清貧の奴隷

その宗教では王制は禁忌である




◎４イスラームの世界では王制はご法はっ度とである。

（１）王制が敷かれたのは正統カリフ時代の後のウマイヤ朝（六六一〜七五〇年）、アッバース朝（七四九〜一二五八年）以降から。

（２）王制には多くの欠陥がある。

（３）現世でも来世でも王でありながら筵むしろに座る預言者ムハンマドのこと。




５




愛はそ（１）の目で耐久力を得ている

そ（２）の行状が愛と陶酔にとって試金石となる

そ（３）の者の地位は下僕であるが

歓（４）喜の世界では神である




◎５もし誰かイスラーム教徒がこの世にカリフ制を作る願望を持つなら、まず預言者ムハンマドに全身全霊で傾倒する必要がある。それなしではイスラームの名に隠れた支配体制となる。

（１）ムハンマドは他を奴隷にする代わりに愛するようになる。

（２）ムハンマドの行状を試金石としてムハンマドの生涯より学ぶ。

（３）ムハンマドはアッラーの使徒。クルアーン第48章29節参照。

（４）ムハンマドの道を行く者は誰でも愛の担い手となる。







11　オスマン帝国のトルコ人




１




自分の国の中でトルコ人は権限を委任されている

その心は現世事情を知り　その目は明敏である

だが西（１）欧の奴隷から解放されているとは考えられない

今もなおその魔（２）法の虜である




11トルコでカリフ制の名の下にオスマン帝国を打ち立てたトルコ人はそれをオスマン帝国カリフ制と言った。




◎１トルコの非イスラーム化を批判。

（１）名目だけがカリフ制で、西欧文化を取り入れた王権である。

（２）イスラームとの断絶を図るためアラビア文字からラテン文字に変えたのもその一例。




２




そ（１）の魔法を壊した者は幸せである

西（２）欧との契約を信用せず

絶（３）望するな　自（４）分に気づけ

なぜなら以前にもこのような男たちがいて　今もいる




◎２もし今日のイスラーム教徒が自らの中に確信の気力を生み出せば、西欧人の隷属から抜け出すことができる。

（１）西欧文化の魔法。

（２）西欧人は自分の利害のために約束を反故にする。

（３）トルコ人たちよ。

（４）神がおまえを敬虔なムスリムモミンとしたのだから。モミンは誰の奴隷にもならない。




３




トルコ人たちに新（１）しい願望が与えられた

そしてそれらの仕事のために新たな基礎が置かれた

しかしそ（２）のようなムスリムはどこにいるか

運命の顔から覆いが外された




◎３神は運命を自ら変えようとしない者にはなんの手助けもしない。

（１）第一次世界大戦でトルコは敗北し崩壊した。しかし神の力はそれに再び新しい熱情を与え、再生させた。

（２）インド亜大陸で奴隷となっているムスリムの中には新しい世界を打ち立てようとする者はどこにも見当たらない。







12　イスラーム共同体の娘




１




娘よ　その媚態を止めよ

ム（１）スリムには見（２）せかけの飾りは似合わない

赤い頰紅の上辺の美しさを愛するな

代わりに目（３）で魅了することを学べ




12１〜８の詩でイクバールは、イスラーム教徒の女性が羞恥心を持つことや女性隔離パルダをするのはよいと言う。




◎１肉体的な美よりも精神的な美の方が価値がある。

（１）イスラーム教徒の女性。

（２）非ムスリムの西欧の女性がつけるようなアクセサリー。

（３）人格や行状が魅力的になるよう努力せよ。




２




おまえの目は（１）神コダーが与えた一つの剣である

そ（２）の傷で神はわれわれに命を与えた

現（３）代の詐欺師の心がその純真な命を奪ってしまった

それはその剣を恥じらいで鋭くさせるものだったが




◎２羞恥心は女性には必要である。

（１）神はイスラーム教徒の女性に羞恥心を与えた。

（２）恥じらいを持つ女性の目の魅力がこの世に生殖の連続をもたらせた。

（３）女性の本当の美は恋心を抱かせる羞恥心である。だが残念なことに今日のイスラーム教徒の女性の心はそれを知る機会を失った。

　妻や娘たちに長衣を身に着けるよう告げなさい。クルアーン第33章59節参照。




３




今日の心性は目隠しなしである

その見映えは色と輝きの見せかけの中にある

世界を輝かすことを神ハックの光から学べ

そ（１）れは百の顕現を持ち　ベールの中にある




◎３自己を顕示したいなら、その全部でなく一部を出すのがよいとイクバールは忠告する。

（１）あらゆる物の中に神の輝きがあるが、その本体はすべて、隠されていて見えない。

　産児期過ぎの女性も控え目にするのがよい。クルアーン第24章60節参照。




４




世界は母親によって強化される

彼女たちの本性には可（１）能性が負わされている

もしこの点に民族が気づかずにいると

その体制の存続もおぼつかず危ぶまれる




◎４イスラーム共同体の将来は母親となる女性の成熟度や賢明さにかかっている。

（１）立派な子孫を生み、立派に成育させること。

　神はムーサーの母にムーサーを育てる際は大胆になれと啓示。クルアーン第28章７節参照。




５




わたしにこの知性ある狂（１）気を与えてくれた

清らかさを秘めた母親の視線が

学（２）校では目や心は得られない

魔（３）法や呪文を除き学校には何もない




◎５新しい教育制度の一環であるカレッジなどのせいでイスラーム教徒の若者の知性が壊された。

（１）イスラームと共同体への愛の情熱。

（２）西欧式の学校教育では霊的認識や神の光を知る目や心は得られない。

（３）外面的には魅力的だが内面は暗い。




６




その民族は幸運である　その出来事で

宇（１）宙がたくさんの終末の日を迎えたような大混乱を見られる

何が起きるか　何が起きたか

それはそ（２）の母親の額から見て取れる




◎６諸民族の進歩・発展は女性の行状の清潔さによる。

（１）変革のために奮闘する民族は無益に座っている代わりに、毎瞬努力に没頭し、新しい革命をもたらす。

（２）母親の姿のように民族も母親のようになる。

　神はムーサーの母に、子のムーサーに危険を感じた時にも大胆になれと啓示。クルアーン第28章７節参照。




７




も（１）しおまえがこの托（２）鉢僧から忠告を得れば

たくさんの民族が消えてもおまえもおまえの民族も消えはしない

聖（３）ファーティマとなってこ（４）の世から隠れよ

その脇腹からシ（５）ャッビールのような子供が生まれるように




◎７もしイスラーム教徒が現世に十二イマーム派第三代イマームのイマーム・フサイン（六二六〜六八〇年）のような性格を持つ若者が生まれることを望むなら、自分の姉妹や娘たちに聖ファーティマを見習うように教えるのがよい。

（１）イスラーム教徒の女性よ。

（２）イクバールのこと。

（３）預言者ムハンマドの娘で、シーア派（十二イマーム派など）初代イマームのアリーの妻（？〜六三三年）。

（４）物質主義で欲望追求の時代。

（５）イマーム・フサインの呼称。カルバラーの悲劇で壮絶な死に方をしたことにより「殉教者たちの長」とも呼ばれる。




８




わ（１）れらの夜から夜明けを出せ

クルアーンで見識ある人を呼び戻せ

おまえは知っている　おまえのクルアーン読誦の情熱が

ウ（２）マルの運命を変えたことを




◎８イスラーム教徒の女性が立派な教徒になれば共同体の姿を一変させられる。だが今日の女性はクルアーン読誦よりも、詩会ムシャーイラを好む。

（１）イスラーム教徒の女性よ、社会の零落状態をクルアーン読誦で救え。他の者と一緒に。

（２）ウマル・イブン・ハッターブのこと。最初はイスラームの迫害者であったが姉妹のクルアーン読誦を聞き改宗、熱心な信徒となった。







13　現代




１




現代はどんな時代か　宗（１）教が嘆いている

そ（２）の自由の中でもた（３）くさんの束縛がある

人間の顔から色（４）艶を奪ってしまった

その絵画制作の誤った絵が




13ここでの現代とは西洋人の思考や行動の影響を受けた後の時代。




◎１イクバールは人間性の喪失を悲しんでいる。

（１）無宗教で物質主義になってしまった社会を嘆く。

（２）物質主義で、外面的には自由に見えるが。

（３）以前は神を除く誰の前でも頭を下げる必要はなかった。

（４）人間性。




２




そ（１）の目は魅力的な絵を描く

その技の完璧さはア（２）ーザルのよう

その（３）競せり売うりの場は避けよ

これらすべての取引は賭博である




◎２現代は人間を神から遠ざけている。このような社会に捕らわれず、超然とあれとの忠告。

（１）現代は背教と非宗教を広める。

（２）預言者イブラーヒームの時代の有名な偶像彫り師。

（３）現代社会には王制、社会主義、民主主義、祖国愛などの偶像が作られ、人々は神の唯一性に代わりそれらに頭を下げている。だがそれは西欧人のペテンであり、インド亜大陸占拠の危険が見える。




３




若者たちに悪いことを教える　この時代は

悪（１）魔の夜が昼間となっている　この時代は

わたしはその裾に炎のように絡（２）みついている

光（３）もなく情熱もないので　この時代は




◎３現代は信仰のなくなった悪い社会である。このような社会の改善のために闘うのはイスラーム教徒の義務である。

（１）神に代わって悪魔の支配となっている。クルアーン第58章19節参照。

（２）まつわりついて闘っている。

（３）神の光がないので詩作をすることで現状と闘っている。




４




ム（１）スリムは清貧に王権を混ぜ合わせてきた

その本性は不滅に消滅を混ぜ合わせてきた

だが助けよ　現代を

王権に悪魔を混ぜ合わせてしまっている　現代は




◎４現代の支配体制は、王権を悪魔すなわち王朝体制、民主主義、独裁制、社会主義、共産主義などと合体させたせいで安定していない。

（１）かつてのイスラームの体制は、不滅なものである清貧に消滅する王権を合体させていたのでバランスが取れていた。




５




わたしはなんと言おうか　お（１）まえの踊りがどうであるか

それは麻薬であって内（２）的な歓喜ではない

西欧の物真似で足踏みをしているだけだ　おまえは

おまえの血管には血（３）の氾濫がない




◎５イクバールは肉体を使った踊りではなく、革命を起こさせる精神的な踊りを求めている。

（１）西洋かぶれしたイスラーム教徒の若者の肉体的な踊り。

（２）預言者ムハンマドへの愛の喜び。

（３）愛の高まり。







14　バラモン




１




お（１）まえは数百の混乱の扉を自らの前に開いた

お（２）まえは二歩進み　そして倒れた

バ（３）ラモンは自分で偶像によって（４）壁へき龕がんを飾った

お（５）まえはクルアーンを壁龕の上に置いてきてしまった




14１〜４の詩でイクバールはバラモン（インドの種姓制度で最高位の司祭階級。ここではヒンドゥー教徒の人々も含む）の心性やその行動の仕方を述べている。

　これらの詩の背景となっているのは一八八七年から一九三七年までの政治や歴史である。




◎１インドのイスラーム教徒が非イスラーム教徒化する様子や馬鹿正直さを説明する。

（１）イスラーム教徒。

（２）イギリス人などを模倣することで自らの立場を失った。

（３）ヒンドゥー教徒は自らの宗教を大事に守った。

（４）飾り物などを置く壁面の窪み。マスジドにもこれと似た窪みがマッカ側にあるが、それは祈りの方角を示すもので別物。

（５）イスラーム教徒は自らの宗教から離れてしまった。

　クルアーンを忌むべきものとして拒否。クルアーン第25章30節参照。




２




わたしはバラモンが役に立たない人間だとは言わない

それは重（１）い石を粉々にする

手や足に力がなくてはできない

岩（２）石から神を彫ることは




◎２イスラーム教徒にとって偶像崇拝はよろしくない。だがヒンドゥー教徒は神々を存在させるために石を彫る。その努力は賞讃に値する。

（１）偶像を彫るために、そして自らの宗教を確立するためにバラモンは石を切り出す。

（２）ヒンドゥー教の人々はそれを彫り勇気と力を得る。




３




バ（１）ラモンは自分の仕事は大事にする

だが自分の秘密は誰にも言わない

わ（２）たしにそれは言う　数（３）珠を捨てよと

自分の肩には聖（４）紐を着けているくせに




◎３イクバールは、インド独立運動指導者Ｍ・Ｋ・ガンディー（一八六九〜一九四八年）の行動を偽善的なものだと言う。

（１）ヒンドゥー教徒を指す。

（２）イクバールに向かって、国民会議派であるバラモンはヒンドゥー教徒とイスラーム教徒は一つであると言う。

（３）イスラーム教徒の象徴。

（４）ヒンドゥー教徒の象徴。




４




バ（１）ラモンは言った　立ち去れ　（２）余よ所そ者ものの戸口から

同（３）胞の者からなら　善以外のどんなものも来ないから

一つのマスジドに二人のモッラーは無理

だ（４）が偶像の魔法で一つの寺院にいさせられた




◎４一つの鞘に二つの剣が収まらないように一つのイスラーム寺院に二人のモッラーは収まり切れない。必ず一方のモッラーがもう一人の上に不信仰を課す。だがヒンドゥー教徒の魔法では、その一つの偶像寺院に二人のモッラーを容易に存在させてしまう。

（１）国民会議派の者がイスラーム教徒に向かって言った。

（２）インド亜大陸はイギリスの隷属下にあるので、インドもインド人たちの国ではない。

（３）イスラーム教徒たちよ、インドの人たちは悪いものは与えない。しかし今はイギリス人の支配下にあるので何も期待できない。

（４）国民会議派のペテンにかけられ、ヒンドゥー教徒とイスラーム教徒が国民会議派の下に共存させられた。







15　教育




１




永遠に存在する白（１）熱

人生の馬への鞭むちの役目をする

その白熱を子供たちに教えよ

本（２）や学習塾は呪文や寓話に過ぎぬ




1514編の詩で西洋教育の影響を受けたイスラーム教徒についてイクバールは語る。




◎１本の知識だけでは預言者ムハンマドへの愛の情熱は生まれない。

（１）イスラーム教への愛の情熱。

（２）西洋教育の影響を受けた知識。それではイスラームに対する情熱が生じない。




２




この世の問題解決には役立つが愛のない知識

それよりもずっと純潔の目の方がよい

だがその純潔な目よりももっとよいのは

両（１）世界を欲しがらない心




◎２神の愛に溢れて他に何も求めない心より高価なものはこの世にない。

（１）このような心は西洋教育では得られない。




３




神コダーは何の関わりも持たない

その体の中に　目覚めた精神を持たない敬虔なムスリムモミンとは

そこで友（１）達の学習塾からわたしは逃げる

そこには自（２）我に目覚めた若者がいない




◎３西欧の影響で出来た教育機関で学ぶ者は生き生きしている。だが実際は死んだも同然である。西欧人の息を借りているので。

（１）西洋の影響で出来た現代式の教育機関。

（２）イスラームの歩みを自分のものとして人生を送る若者。




４




わたしからこのことを聞いてくれ　目の不自由な人は

間違って見る目明きよりずっとよい

わたしからこのことも聞いてくれ　善良なる無知の人は

無（１）宗教の賢人よりずっとよい




◎４献身の基準は敬虔さである。だが敬虔さはカレッジなどで教えられるものではない。

（１）今日の教育はイスラーム教徒の若者を宗教から遠ざけさせている。




５




天まで届くと言われる思（１）想で何が得られるか

恒星や惑星の周りを回っているだけでは

雲の切れ端のようである

空（２）の大気の広さの中を回っているだけでは




◎５人間をその目的地に到達させない学問や知識は役立たない。カレッジでは学問や知識は教えるが人生の目的は知らされない。

（１）敬虔さや信心が生まれず人間の内なる輝きを欠いた思想。

（２）雨も降らせずなんの目的もなく。




６




礼節とは愚かな人にとっても賢人にとっても衣装である

礼節で自らを飾れる人は幸せである

わたしはこういうムスリムの若者は好きでない

知（１）恵は進んでいるが礼節を欠くような




◎６イスラーム法に関しての礼節を尊重することはイスラームの最初の教えであり、信心の最初の条件である。

（１）今日、カレッジなどで教育を終えた者の多くがこの状態である。

　本当に魂を清める者は成功し、それを汚す者は滅びる。クルアーン第91章９〜10節参照。




７




若（１）者に対するあなたの失望は正しくない

何が心配か　もし彼らの頭が真実の底まで達していなくても

語れ学習塾マクタブの先生　もしあなたがわかるなら

彼らの胸の内に心（２）があるかないかが




◎７イクバールはカレッジの先生に、若者たちの心の中に預言者ムハンマドへの愛があるなら心配はないと言う。

（１）新しい世代の若者たち。

（２）ムハンマドへの愛。真実はその心を輝かす。その輝きがあれば自ずと頭も輝き出す。




８




自（１）分の息子たちに宗教と学問の両方を教えよ

その指輪が月や星々のように輝くように

もしあなたがその手に技（２）能を与えるなら

その袖口の中に輝（３）く御手が現れるだろう




◎８宗教や学問と共に科学的知識も必要である。それをここではムーサーの輝く御手に喩えている。

（１）両親や学校の先生への忠告。

（２）科学的知識の意。

（３）見た者の目が眩くらむ程の預言者ムーサーの奇跡の輝く手。クルアーン第７章１０８節、第26章33節、第27章12節など参照。




９




花（１）園の鳥たちからさえずりが奪われた

チ（２）ューリップの血からその古い情（３）熱が奪われた

そんな学習塾マクタブでそんな学問で何が誇れるか

それは手にパンを与えず　体から命（４）を奪った




◎９西洋式の新しい教育制度の下でイスラーム教徒の若者はパンも得られず宗教も失った。

（１）新しい教育制度の影響を受けたイスラーム教徒の若者たち。

（２）イスラーム教徒。

（３）預言者ムハンマドへの愛。

（４）宗教の精神が奪われた。

　アッラーだったら信仰する者や知識を習得する者の位階を上げてくれる。クルアーン第58章11節参照。




10




神コダーよ　この托鉢僧の時代が幸せになりますように

そ（１）の息吹きでわれわれの心が蕾つぼみのように開きますように

われわれの学校の子供たちのためにはこ（２）う祈った

パンのために誰かの心の奴隷になりませぬように




◎10パンを得るために良心を売るような行為をしてはならない。

（１）新教育で。

（２）イスラーム教徒の若者は今日の西洋式の教育の結果、宗教を知らず、ムハンマドへの愛の情熱を欠いてしまったので。




11




「（１）神はなし」をしっかりと覚えた者は

学習塾マクタブやモッラーの束縛より免れた

そ（２）れらの宗教や学問の獲得を急ぐな

われわれから奪い取るぞ　目（３）や心　手を　それらは




◎11イクバールは、カレッジの教育を受けた若者は性格の潔白さ、預言者ムハンマドへの愛の情熱、物を作り出す腕力を失うと言う。

（１）イスラーム教の根本的な考え方である神の唯一性。

（２）イスラーム教徒の若者よ、モッラーの宗教や西欧式の教育からの知識の獲得を急ぐな。

（３）賢明な光、神を知る心、努力で生計を立てる方法を。




12




おまえが見る時　追おい剝はぎが隊商を略奪したのを

おまえは尋ねるか　隊商をいかに略奪したかを

い（１）いか呑のん気きにしていても忘れるな　自分が学ぶ学問で

おまえはおまえの民族の精神が略奪されていることを




◎12追剝が隊商を強奪や殺害してもその損害には限度がある。間違ったカリキュラムで若者を教育するのはその民族を破滅に導くことである。

（１）自分の虚むなしい願望を神として崇あがめている者を神はご承知の上で迷わせ、その耳や心を封じ、目を覆われた。クルアーン第45章23節参照。




13




若者はハンサムで華やかな帽子を被っていた

その目は獅子のように素早かった

だ（１）が学校で雌羊の知識を教わった

木の葉一枚すら得られない知識だった




◎13神はイスラーム教徒をこの世界の統治のために生んだのに、若者はカレッジの教育の結果、ひ弱にさせられてしまった。

（１）学校教育は若者を臆病にした。




14




親駱駝に子駱駝が言った　砂漠の中で

四方八方どこを見ても（１）神コダーが見えない

親駱駝は言った　息（２）子よ足が滑ると

駱駝は自分を見るし神をも見る




◎14幸せでいると人は神を思い出さない。何か不幸に遭うと神を思い出す。だが幸せの時も思い出すべきである。

（１）イスラーム教では神はあらゆる所にいると教えられている。

（２）幸せだと人間は神を思わない。だが何か災難に見舞われると神に関心を向ける。







16　日ごとの糧を求める




１




こちらの屋根から向こうの屋根に飛ぶことは

大鷹に鷹の威厳を示させない

一握りの羽以外　何も得られない狩猟より

巣の中で飢死にする方がずっとましだ




16自ら働くことへのメッセージ。




◎１一切れや二切れのパンを求めて戸口を回ることはイスラーム教徒に相応しくない。




２




自（１）分自身を見極める目で自分を見詰めよ

われわれの目はわれわれにとって鞭である

糧を求めることがわれわれに与えられた

われわれにとって羽（２）を開く口実となるように




◎２神は人間や動物など、あらゆる生き物に対して食糧を求めるために努力するように仕向けた。

（１）一匹の鷹が他の鷹に向かって言う。

（２）努力をする口実となるように。すなわち自らの生をよりよくするために。

　地上の生き物でアッラーの恵みを頂いていない者はいない。クルアーン第11章６節参照。







17　鰐が自分の子供に対して




１




鰐は子供になんとよい話をしたか

われらの宗教では岸（１）辺は禁忌である

波（２）と闘い海岸から離れていなさい

海（３）全体がわれらの居所である




17鰐を通してのイスラーム教徒への教訓。




◎１イスラーム教徒にとっての居所すなわち故郷は限定された地域でなく世界中である。

（１）海岸で安逸に過ごすことはタブーである。

（２）人間は困難にめげず闘わねばならない。

　神は人間を労苦させるよう創った。クルアーン第90章４節参照。

（３）全世界がイスラーム教徒の故郷であり、イスラーム教徒はどこに行こうとイスラーム共同体の構成員である。




２




お（１）まえは海の中にいない　海がおまえの脇腹の中にある

台風と闘うことこそおまえの本性である

一瞬間でも荒海から安らぐと

まさしくおまえの海はお（２）まえの略奪者となる




◎２イクバールは鰐を通じて人間にとっては生存競争も重要であるとの考えを示す。

（１）鰐を指すが、ここではイスラーム教徒の若者の意。おまえが世の奴隷なのではなく、この世がおまえの奴隷である。

（２）おまえを壊滅させる。







18　結論




１




わたしは酌人や杯については話（１）さなかった

だが愛（２）のことは大胆に話した

わたしがイスラーム共同体の長老から聞（３）いたこと

それをおまえに破壊者のようになって話した




18

◎１イクバールは自分の詩作を省みて、普通の詩人とは違い、自分はイスラーム共同体の長老の言葉に基づいて詩作をしてきたと言う。

（１）普通の詩人たちのようには。

（２）預言者ムハンマドへの愛の伝言。

（３）最高の人生を送れるようになる愛の情熱。




２




自（１）分の方に戻れ　そして心の裾を支えよ

自分の胸の中に居（２）所を定めよ

その畑に自らの血を撒まき

わ（３）たしが撒いた種子より収穫せよ




◎２イスラーム教徒よ、おまえの畑を自分の血で灌漑せよ。

（１）人生の道に迷ったイスラーム教徒に、自分のいる場所を見極めよと忠告。

（２）自我に気づけ。

（３）わたしの詩の中のメッセージに従って行動すれば収穫を上げられるとイスラーム教徒に忠告。




３




カアバ聖殿は心と目にとって（１）礼拝の方向キブラを示す以外の何物でもない

その周りを回る儀式タワーフは屋（２）上や戸口の周りを回ることでない

われわれとカアバ聖殿の間に秘（３）密がある

信頼あるジブリールでさえ知らない秘密が




◎３敬虔なムスリムモミンの心とカアバ聖殿の間には唯一性がある。モミンの人生の目的は、この唯一性の近さを心の目で見て、それをひたすら信じることである。そしてこれこそ自我の強化に繫つながる。

（１）イスラーム教徒が礼拝する方角。すなわちマッカのカアバ聖殿の方角。

（２）アッラーの座の光と顕現がある所、すなわち精神的中心を回ること。

（３）この世界に神の家（カアバ聖殿）があるようにモミンの心の中にも神の家がある。神の家の中に神の顕現があるようにモミンの心の中にも神の顕現がある。そしてこの秘密の関係は誰か心正しき人との交友の中で得られる。






Ⅳ　人間世界の前で






人間性とは人間の尊重である

人間の地位につきよく弁えよ

『永遠の書ジャービード・ナーメ』




◎イクバールのペルシア語詩集『永遠の書ジャービード・ナーメ』（一九三四年）より。

　イクバールは人間の優秀性を強調する。

　人間の優秀性とは人間が人間性を持っていることであり、出身や宗教に関わらず人間を尊重し、他を卑しむべき者と考えないことである。

　クルアーンの中では人間は最も尊い被造物として扱われ、地上でのアッラーの代理人とされている。









序１




１




酌（１）人よ　さあ持ってきてくれ　あ（２）の古い酒を

そして秋（３）の老いを春の若さに変えてくれ

わたしに曲（４）を与えてくれ　わが息で

葦笛が松たい明まつのように輝けるように




１

◎１イクバールは人類に、膚はだの色、人種、宗教などで差別をしないで愛することを教えている。その方法は全世界にイスラームを伝えることである。

（１）神よ、再び恩恵を賜い給え。

（２）愛の情熱やイスラームの教え。

（３）荒廃した人間性が元に戻り再び春の園のようになるように。

（４）詩作の方法。




２




孤（１）独の部屋から外に出よ

朝の風で胸を広げよ

色と匂いのあるこの世での騒ぎを

鳥（２）の鳴き声のように大きくせよ




◎２この世界のすべての人が騒ぎを起こし、愛の情熱を増加させねばならない。

（１）一人で部屋に閉じ籠もっている人間よ、詩人よと語りかけている。

（２）詩人よ、夜明けの鳥がその鳴き声で朝を騒がしくするように、あなたの詩によって人々の心の中に愛の熱気を生まねばならない。







２




１




時代は争いを生んで過ぎた

卑しい者たちを傍らで育てて過ぎた

そのチ（１）ンギス・ハーンは二百のバ（２）グダードを

不幸な人々の墓のように廃墟にして過ぎた




２

◎１人間は時代の変転に影響されるべきでない。いかなる時代となっても愛の義務を果たさねばならない。

（１）モンゴル帝国の創建者（在位一二〇六〜二七年）。その軍の殺戮と略奪は各地を恐怖に陥れた。ここでは圧政者たちの意。

（２）現イラク共和国の首都。かつてはアッバース朝（七四九〜一二五八年）の首都。一二五八年、モンゴル軍によりその王朝は滅亡。ここでは民族、国家の意。




２




多くの人は明（１）日の悲しみに苦しんだ

そして昨（２）日死に明日を見なかった

幸運な人は　今日の裾の中で

よ（３）り新しい数千の混乱を経験した




◎２イクバールはイスラーム教徒に、もし明日を渇望するなら現代、つまり今日を大事にして口論などして無駄に過ごすなと忠告。

（１）来たるべき困難の心配に。

（２）努力を忘れ自分の力を使わなかった。

（３）今日、一層の利益を上げ、明日のための財を作った。







３




１




鶯（１）のような嘆きの呻うめきをおまえは持っていない

なぜなら体の中に目覚めた命をおまえは持っていない

この花園では花を摘むことは許されている

だが刺（２）のささった傷をおまえは持っていない




３

◎１人間は困難を克服すればこの世で栄光を得られるが、その困難に立ち向かう気力に往々にして欠ける。

（１）人間よ、おまえは感動を欠き、自らの能力に気づいていない。

（２）刺をさした経験がなく、刺が恐ろしくて花を摘む勇気がない。

　人間を労苦するように創った。クルアーン第90章４節参照。




２




さあ自（１）分自身と争うことを学べ

爪（２）で胸を搔かき毟むしることを学べ

もし神コダーをはっきり見たいなら

ま（３）ず自我をよりはっきりと見ることを学べ




◎２神を見たいならまず自我を知る必要がある。すると神が現れる。

（１）自分を探求して自我を得ることを学ぶ。

（２）愛の情熱を持って自我を得ることを学ぶ。

（３）もし自己を得れば神を得る。

　神を忘れた者は自分自身の魂を忘れた者である。クルアーン第59章19節参照。




３




日々の苦しみから来る不（１）平はそのままにしておけ

苦しみに耐えられない人は未（２）熟な者である

おまえは知らないのか　小（３）川の水は

石の上を転がるときれいになるということを




◎３問題と衝突するたびに自我は強さを増していく。

（１）自己欺瞞の一つなので。

（２）自我が強くない。

（３）困難に耐えてこそ人生は心地よいものになる。




４




鳩は自分の子鳩になんとうまく言ったか

絹（１）のような性格では生きられない

もしおまえがアッラーへの酔いで「（２）神よヤー・フー」の叫びを上げるなら

鷹（３）の頭からその鶏と冠さかを取れるだろう




◎４どんな圧制者もやがて「神は偉大なり」を心の底から言う者の前で頭を下げるようになる。

（１）贅沢で怠惰な性格の者。

（２）「神は偉大なり」の叫び。

（３）どんな圧制者も頭を下げる。




５




お（１）まえは偉大な地位から陥かん落らくした

そしてく（２）だらない人の前で自分の顔を磨すり潰つぶした

おまえは鷹（３）である　だ（４）が自らの力が

わからない　罠に陥らない限り




◎５人間は自我を得て初めて地上で神の代理となれる。

（１）人間は地上の継承者としてこの世に生まれた。クルアーン第35章39節参照。

（２）卑しい人間の奴隷となった。

（３）神の代理としてこの世に送られてきた人間である。

（４）良心に従っての行動により自我が強くなり自らの地位もわかる。




６




おまえが自（１）らに気づく日は幸せである

こ（２）れこそおまえを高貴にする清貧の神髄である

永遠の人生は確（３）信の中にある

臆（４）測と疑惑の道は死（５）に到る




◎６人間の精神的な進歩は確信による。

（１）自我に気づき、優れた人間性を身につけられる日。

（２）この世の物を欲しがらない人間の前には宇宙が跪ひざまずく。

（３）神を確信することにある。

（４）真理に対しては臆測は役立たない。クルアーン第53章28節参照。

（５）敬虔な人もそうでない人にも死がある。ここでは信仰がない結果、精神的な面で永遠に消滅するの意。




７




お（１）まえもわたしのように自分で作ったベールの中にいる

だがおまえが自（２）分を認識する日は幸せである

日々の糧の心配がわたしを邪教徒にする

本（３）の知識がおまえを邪教徒にする




◎７神への愛に酔うためには、人々の中に不信を生む思想や現代教育も避けることが必要である。

（１）神との間に作ったベールのせいでおまえは自分の霊的認識を知らない。

（２）おまえがこの世にどんな目的で送られてきたかを認識する時。

（３）哲学や現代教育。

　だが主はすべてを知る。クルアーン第６章80節参照。




８




なんとうまいことを親駱駝は子駱駝に言ったか

自分の義務を知っている者は幸（１）せである

おまえは野をさまようわれわれ老齢の者から学べ

自（２）分の背中で自らの荷を運ぶことを




◎８自分の義務を知りそれを負える人は幸せである。

（１）そのための努力や試練を驚かなくなる。

（２）自分のことは自分でするという生き方をしていれば他に頼って自我を失うことがない。

　重荷を負う者は外の者の重荷は負わない。クルアーン第６章１６４節参照。







４




１




わたしは覚えている　西洋の学者が

存（１）在や非存在について語った多くの秘密を

しかしそれとは別（２）の一言を言いたい

非（３）アラブの年老いた賢人がわたしに言った




４

◎１次の２の詩と対になって意味をなしている。

（１）この宇宙の存在や非存在。

（２）次の２の詩を指す。

（３）東洋の賢人。




２




いいかよく聞け　浅（１）はかな者の教えで殺された者よ

おまえは自（２）分の心のせいでたくさんの悲しみを買った

モッラーたちによるクルアーンの秘（３）義的解釈を聞くよりずっといい

自（４）我に気づいた人たちの所に数秒間止まる方が




◎２いい加減な学者との十年間の交流よりも、確かな導師との十日間の交流の方がずっとよい。

（１）人間性や宇宙の真実を知らない者による教えを受けて。

（２）間違った見解のせいで。

（３）妄想や思いつきによる解釈。

　自分の欲望に従う者以上に道に迷う者はいない。クルアーン第28章50節参照。

（４）自分のことや神の霊的認識を知る托鉢僧ファキール。







５




１




おまえが見るものは存（１）在しているだけか　見（２）えるだけか

わが学者たちはそれらの難問を解明してきたか

潜水術についての本を書くには書いたが

海（３）の中に入ったことがない




５

◎１神や宇宙についての正しい議論をすることは、すでに霊的認識を得ている者だけに可能である。

（１）この宇宙の存在は真実なのかそうでないのか。

（２）存在の反対の意。ただ見ているだけでは存在しているとは言えない。

（３）そのような人の見解は正確かどうなのかわからない。




２




斧の一撃でビ（１）ーストゥーン山をさっさと崩してしまえ

なぜならまごまごできず空（２）も二色だから

哲（３）学者には考えさせておけ

火花は斧から出るか石から出るか




◎２イクバールは実践は哲学よりもよいとする。哲学は往々にして答えを出さず空論に終わる。成功には実践が必要である。

（１）石工ファルハードはホスロー二世に運河を掘るように命じられた。

（２）変わりやすいの意。

（３）空論は時間の浪費である。

　真理に対し臆測は役立たない。クルアーン第53章28節参照。




３




希（１）望の灯を手から離すな

叫（２）び声を上げる場を生み出せ

おまえはこの世（３）界の隅に消えてはいけない

自分に戻り四（４）方の世界の方をこそ壊してしまえ




◎３もしおまえが自我についての霊的認識を得れば、この宇宙はおまえの僕しもべとなるだろう。そしておまえはその支配者となるだろう。

（１）自我と霊的認識を得るため。

（２）その願望を実らせるために愛のときめきを作れ。

（３）世俗的な力に負けるな。真の目的は霊的認識を得ることなのだから関心をその上に注げ。

（４）この世の縺もつれから自由であれ。クルアーン第53章28節参照。




４




海（１）の心はおまえのせいで安息を知らない

そ（２）の懐にはおまえのための高価な真珠がある

波（３）よ自らの不安の番人となれ

なぜなら海（４）の家の富はおまえのためにある




◎４神はこの世界に人間のためにたくさんの恵みを隠した。それゆえ、努力してそれらを探し出すのは人間に課せられた義務である。

（１）この宇宙のすべての輝きや騒ぎは人間のせいである。

（２）その中にある美や輝きはおまえの努力によって得られる。

（３）おまえは自分の霊的認識を得て高い地位に到達せよ。

（４）この世に埋没してその霊的認識を失うことはおまえの輝きに反する。




５




両（１）世界を自分の方に引き寄せねばならない

自分の所から逃（２）げるべきでない

昨日の明かりで今日の自分を見よ

昨日から今（３）日を奪うことはできない




◎５今日の人間の様子は過去の状況の結果である。

（１）この世で成功するためには現世や来世を考慮する努力が必要。

（２）自我の育成を怠るべきでない。

（３）自分の今日を過去から離すことはできない。

　過去より現在への教訓については。クルアーン第12章１１１節参照。




６




チューリップよ　おまえはわれわれに自分をはっきり見せた

ベールをおまえはその美しい顔から取った

おまえが花開いた時みんながおまえをチューリップと呼んだ

茎（１）の中ではおまえはどうであったか　何であったか




◎６チューリップの花と花になる前のチューリップを例にして現象一元論を述べている。

（１）茎の中に花があったか、あるいは苗であったか。真の存在はただ一つで、残りは真の存在の虚像である。







６




１




完全人間マルデ・モミンは世の苦悩や悲しみ　痛みで泣かない

世相の埃はその心（１）の上に積もらない

泣くのはそ（２）のせいだとは考えるな

なぜなら完全人間の涙は神への熱情と陶酔からである




６

◎１臆病な人は不幸で泣く。完全人間は神を思って泣く。

（１）完全人間には世の埃は重要ではない。彼らの関心事はアッラーの霊的認識である。

（２）世に対する嘆きや苦痛。




２




試練を積んだ人が死ぬとは考えるな

この空の下で死（１）んだとしてもその人は死んでない

お（２）まえにとり相応しいのはそのような死だ

さ（３）もなければおまえは好きな死に方で死ねる




◎２永遠に生きることは難しい。死んで消えることは難しくない。苦労や努力をしなければ自然に死んでしまい永遠に消える。

（１）試練を積むような人生を過ごせ。そして死んでも死なないように自我を強くせよ。

（２）普通の死は完全人間の威厳に相応しくない。

（３）努力をしないのなら。




３




もしもおまえの土（１）の体の中に命（２）がないなら

おまえの枝も春（３）の雨に濡れないだろう

悲（４）しみから離れて　自分の息を見張れ

なぜなら元気な胸には悲しみは宿れない




◎３もしもおまえが意気軒昂なら落下の心配はない。

（１）人間の意。クルアーン第７章12節参照。

（２）生を得ようとする足あ搔がき。

（３）シリア暦の第七月（この月の雨の滴が貝の口に入ることで真珠が出来ると伝えられる）。

（４）それゆえこの世で金や女、土地などへの欲望を捨て、唱名に勤め、自我を強化せよ。




４




われわれの息（１）はたくさんの悲しみで混乱している

われわれの悲（２）しみを分かち合える者が見当たらない

しかしこれらに明日の基礎を置くことができる

もしもおまえがこれらの息の価（３）値をはっきりと知るなら




◎４もし現在の困難を重んじることを学ぶなら、人間は将来の人生をよりよくすることができる。

（１）いつも心配している。

（２）時々われわれ以上に惨めな人々に助けを求めてしまう。

（３）高い目標達成のために努力することの重要性。

　預言者ユースフの物語には思慮ある人々への教訓がある。クルアーン第12章１１１節参照。




５




心（１）をしっかり自分に結びつけている若者は

海や川で釣（２）り針から安全である

目のために眺めを楽しむことは許されている

だがし（３）っかり心や手を監視していなければならない




◎５人間は自分の心や手が悪に染まらないよう心掛けねばならない。すなわち悪の考えを心に持って、他の人に苦痛を与えるべきでない。

（１）自我を強化した者。

（２）あらゆる困難や恐れから守られている。

（３）人間の高貴さに反することはしないという条件を守りながら。




６




われわれの心はこれらの悲しみで痛い

その本質がこ（１）の卑しい土と関係があるので

だがわたしもおまえも知らない

その本質が高（２）い思想と関係がある甘（３）い悲しみを




◎６世には二種類の悲しみがある。一つは生活の悲しみ、もう一つは共同体で暮らす悲しみ。賢人は後者の悲しみの中で人生を送る。

（１）生命を維持しなければならない人間の体や世界。

（２）人生の高い目標達成に向けた努力や実践。それにより人間がこの世の苦しみから救われる。

（３）つらく難儀であるにもかかわらず人に愛される悲しみ。




７




おまえはわたしに言うな　わ（１）れわれの神コダーがこのようにしたと

なぜならおまえはそ（２）の裾から埃を洗い落とすことができる

こんな世界はひっくり返してしまえ

賭博で不正な者が正しい者に勝つような




◎７おまえのすべきことは、神に不平を言い続ける代わりに勇気を出してこの残忍な世界の現状を変えることである。

（１）神がわたしを壊滅させたという不平。

（２）よく見れば自身の悪行がおまえを壊滅させたことになっているのがわかる。




８




恨（１）みはその胸から出してしまえ

なぜなら家の煙は通風孔から外へ出すのがいい

心（２）の畑から誰にも貢物を出すな

村長よ　村の破壊者になるな




◎８神以外のどんなものにも心の中に場を与えるな。神があなたの人生の目的になれば、間違った思いも生まれず、誰に対しても恨みや妬みは生じない。

（１）恨みや妬みは家の中に滞留している煙と同じ。煙を外に出さないでいるといつまでも胸の中に止まっている。

　恨み心を持たせるなと願う。クルアーン第59章10節参照。

（２）神以外の者の支配を受けなければ貢物を出す必要はない。心は神だけの住み処とすべきである。




９




た（１）くさんの朝がその夜の襟元に隠れている

両世界はそ（２）の星々で輝いている

神の人マルデ・ハックの目（３）印をさらになんと言おうか

死が来てもそ（４）の人の唇には微ほほ笑えみがある




◎９完全人間は生涯、真実に基づいて過ごす。それゆえ、完全人間は死を恐れる現世主義者とは異なり、世を去る時も間もなく神に会えると微ほほ笑えみをもって死を待つ。

（１）完全人間はその努力によって夜の暗闇を夜明けの光にすることができる。

（２）完全人間の誇りで輝く。

（３）完全人間の証拠。

（４）来世での安息と神に会えることを思って。クルアーン第53章43〜44節参照。







７




１




朝のそ（１）よ風に露（２）が訴える

おまえから目の恵みをもらいたい

わが心は花（３）との交友が嫌になった

だから草（４）の上に落ちられるように吹いてくれ




７

◎１富に酔い貧しい者を忘れているのは金持ちである。だがイスラームを輝かせているのはこれら貧しき者たちである。

（１）詩人であるイクバール。

（２）イスラーム。

（３）富める者。

（４）貧者や労働者の上に。







８　心




１




心は岸辺を持たない海である

鰐もその荒波の轟音に震え上がる

百の荒野を飲み込んでしまう洪（１）水に較べれば

天（２）はその一つの泡の価値すらない




８11編の詩で心についてのさまざまな面を明らかにしている。心は単なる肉塊ではなく神の住む所であるとしている。神は心の中に隠れている。イスラーム教徒の目的とはその神を見ることである。




◎１心の世界は限りなく広く、外的世界はその前では真実味を持たず宇宙全体もその一隅に収まってしまう。心は神の創造物である。

（１）心の海の洪水。

（２）心とは宇宙のどんな物も較べることができない神の偉大なる創造物である。




２




わ（１）が心は火　体はその煙の波

絶えず聞こえる息の音はその存在の調べ

夜半の（２）唱名ズィクルでその安らぎがあり

水（３）銀のような足あ搔がきをウードが終わらせる




◎２恋する者の人生は心のときめきにある。もしそれがなくなると愛は終わる。絶えざるときめきを持つためにはエネルギーが必要である。その力は唱名ズィクルによって得られる。

（１）人間の存在は心で成り立ち、心の不安は体を不安にする。

（２）神秘主義者スーフィーが神の名を唱えてする神の賛美。心の安らぎのため唱名は恋する者に必要。

　夜間でも少しだけ眠り。クルアーン第51章17節参照。

（３）心の足搔きを、唱名で終わらせる（ウードは楽器のリュート。ここでは唱名の意）。




３




時代はそ（１）の仕事を前進させる

なぜなら托（２）鉢僧は自制心を持つ人である

これこそ清（３）貧であり王（４）権である　心を

海がその真珠を育てるように見張って育てるので




◎３清貧と王権は一つの真実の二つの解釈である。そしてこの真実は自我の訓育によって獲得できる。

（１）托鉢僧の計画を。

（２）現世の諸関係に清く、物を欲しがらない。

（３）神秘主義的に見れば。

（４）現世的に見れば。「神はなし」の状態で心の平静を保つには王権の威厳が必要である。




４




自（１）我を試すには値しない

自分の手足から鎖（２）が解ほどけない

知（３）恵は鎖になってしまう　人間にとっては

もしその胸に心（４）がないと




◎４心は人間を理性への隷従から解放する。なぜなら理性は恋する者の奴隷となるからである。

（１）胸の中に心がないなら。

（２）この世の束縛。

（３）愛の情熱を欠き、物質主義の虜になる。

（４）愛がないと。




５




おまえは言う　心は土（１）と血で出来ていると

カ（２）ーフとヌーンの呪文に魅せられていると

わが心は胸の中にあるとはいえ

だがわれわれの世（３）界の外にある




◎５心とは肉体のように物質で出来ているのではなく魂のように形なきもので、この世の物に対する法則の束縛は受けない。

（１）肉体のように形ある物。

（２）カーフとヌーンの二文字を続けるとクンとなり、「有れ」の意味となる。ここでは心が形として表れるの意。

　神がこの語を発するとどんなものでも創られる。クルアーン第２章１１７節参照。

（３）愛と情熱の形のない世界。




６




太（１）陽や月の世界は心の聖（２）紐である

すべての困難の解決はそれの嘆（３）きに始まる

わたしのメッセージを伝えよ　インドの人々へ

心（４）の覚醒で隷従からの解放が得られるとの




◎６一九三〇年代のインドはイギリスからの独立運動の真っ最中であった。イクバールは、どの民族であれ隷属から放たれるためには心の覚醒が必須であると言う。

（１）この世は正しい心の人に従って作られる。

（２）ヒンドゥー教徒が首や脇の下に巻く紐。ここでは崇拝者の意。

（３）正しい心の人が嘆くと神はその困難の解決に応じる。

（４）アッラーを完全なる支配者と認めれば他の何物かの前に頭を下げる必要はない。




７




わたしもおまえも神（１）の田畑であるなら　その収穫物は心である

それは人生の花嫁にとり駱駝の背の上の駕（２）籠である

秘（３）義を知る人は道の埃となった

だがそれを知能のお陰などと考えるな　それは心のお陰である




◎７敬虔な人はその存在を神の愛の中に隠して永遠の生を得る。しかし知識人はこの恵みを得られない。

（１）神は、人間がアッラーの喜びに従った人生を送れるようにと、その心を創造し訓育する。

（２）乗り手が乗る所。

（３）心が覚醒した人間は自らを神の存在の中に隠して永遠の生を得る。




８




時々そ（１）れは絶対の美を持つ者の探求者

時々説教者　だがその説（２）教壇が処刑台に早変わり

時々騎兵隊や歩兵隊を持つ王

だ（３）が自分の出費への見返りを求めず




◎８真に恋する者は何事も恋人の喜びのために行い、自分の利益は考えない。その例として、最初に「われは神なり」を唱えたハッラージュと、後に十字軍と戦ったザンギー朝第二代君主ヌールッディーン（在位一一四六〜七四年）をあげている。

（１）心は神の探求者である。

（２）あるいは説教者となり、「われは神はなり」と唱えたせいで処刑される。

（３）十字軍に乗り出し、聖戦ジハードを呼びかける。




９




心の世界は色（１）や匂いの世界ではない

その中では身分の上下　宮殿や路地もない

地（２）も空も四方もなく

こ（３）の世界の中には「神よアッラー・フー」以外の何物もない




◎９神秘主義者スーフィーの目が輝くのは、「アッラーの外に存在はなし」の存在一性論が語られる時である。

（１）物質の世界。

（２）時空の虜ではない。

（３）心が愛の感情に酔って覚醒すると、アッラーを除く他の何者をも自分の神とせず、悪の力の前に頭を下げない。クルアーン第22章12節、第28章88節参照。




10




わが目は見（１）た　そして知（２）恵が升ますを持ってきた

四方の世界を量ろうとして

だが呼び名が心である酒（３）飲みは

自分の中にこ（４）の色と匂いの世界を引き入れた




◎10才気走った知識人はこの宇宙の広さの中に消え去るが、心の人である敬虔な人の場合には、宇宙がその人の中に消える。

（１）物質の世界を見た。

（２）知能や知恵、五感によりこの宇宙の秘密を知る努力をしたが理解できずその中に消える。

（３）「神よ」と唱えて神に酔っている者、すなわち心。

（４）宇宙。




11




愛（１）とは何か　目の効き目

なんと甘いか　視（２）線の矢の傷は

心の獲物に何が効くか　矢（３）筒は捨てよ

目の狩りなので　この狩りは




◎11恋に対して効果を発揮する矢は矢筒の矢でなく視線のそれであり、その矢は優れた師との交わりで得られる。

（１）神の愛について。クルアーン第３章１５９節、第６章54節参照。

（２）恋人の視線は恋する者の心に愛を生むので。

（３）物質的な矢ではなく恋人の視線の矢が効き目を持つので。







９　自我




１




自（１）我は神の偉大さの光で輝いている

それへの接近とは接近不可から始まる

別離とはその合一の場から始まる

その合一とは別離の場から始まる




９

◎１自我は神の光によって得られる。創造とは、恋人を獲得する努力である。しかし決して成功しない。その努力の中に合一が隠されている。別離の中に合一があり合一の中に別離がある。もし合一があると、話は終わってしまう。

（１）自我は物ではなくどんな物もそれを輝かすことはできない。それができるのは神の光だけである。自我も光である。すなわち神が存在しなければ自我も存在しない。




２




民族が議論を止めると

その土から願（１）望が生じる

自我は願（２）望に基づいて剣となる

その刃は芳（３）香から色を切る




◎２願望は自我を刃や剣にする。刃や剣になった自我はこの世のすべてを断ち切って征服する力を持つ。

（１）大きな理想が生じ、その実現のための努力が始まる。

（２）高い志は人間の中に行動するための力を生む。

（３）色と匂いの世界、すなわち宇宙を征服する。




３




自（１）我の存在は神ハックの存在のお陰である

自我の出現は神ハックの出現のお陰である

わたしにはわからない　この輝く真（２）珠が

どこにあるのか　もし海（３）がないなら




◎３神がいなければ自我もない。

（１）自我はその存在と出現のために神の存在と光を必要とする。すなわち自我だけでは存在しえない。

（２）自我の意。

（３）神の意。神の存在がないなら自我の存在もない。




４




心が泥（１）と交わると

それは眠（２）りの美味を貪る

それが自我を生むと　それは目覚める

そしてこの自我が体（３）に支配されると死ぬ




◎４心が物質的な享楽に捕らわれると神と自我を忘れてしまう。

（１）物質的世界の歓楽に溺れると。

（２）生きてはいるが精神的に死に到る。

（３）物質的な享楽に。




５




わ（１）が合一は別離の中での合一である

こ（２）の困難さの解決は視線を除いては成しえない

真（３）珠は海の胸に抱かれて消える

しかし海の水は真珠の輝きではない




◎５自我は神の存在に基づいて得られる。だが自我は神ではない。

（１）わが神との合一と別離は同時に起きている。

（２）別離の状態の中で合一の状態を理解することは知能ではなく見通す力のある視線でしかできない。その力の習得は完全な師との交わりからしか得られない。

（３）海の水は真珠の輝きの原因である。しかし真珠の輝きを海と言うことはできない。ここでの真珠とは自我、海とは神の意。




６




わ（１）が土の体はその入口からある

わが花と芳香はその濡（２）れた雲の恩恵である

わたしは「自分自身マン」を認識しない　わたしは「（３）それウー」をも認識しない

しかしわたしはわかっている　「自分自身マン」がその傍らにいることを




◎６存在一性論を述べている。すなわちわが存在は神の存在の反映であり、わが自我もその反映である。

（１）わが存在は神の存在の反映であり、自分一人であるのではない。

（２）神の恩恵。

（３）神。

　神は信心深い者たちへ種々の恩恵を施すがそれを人々は見ようとしない。クルアーン第51章20〜21節参照。







10　暴圧と権限




１




わたしは確信する　ある日そ（１）のお方の前で

宮殿や路地が天（２）秤に掛けられるだろうと

わたしは恐れる　明（３）日の審判の日は

わ（４）れわれに相応しくないのではないかと　そのお方にとっても




10

◎１最後の審判の日、人間を創った神も人間の罪の多さに恥じ入る。

（１）神の面前で。

（２）最後の審判の日、人間の行為の貸借勘定がされる。

　そのため公正な秤が設けられる。クルアーン第21章47節参照。

（３）現世の終末の時、すべての人が受ける神の裁き。

（４）人間は罪の多さを恥じ、神は罪深き人間を創ったことを恥じる。クルアーン第99章７〜８節参照。




２




ローマでわたしに経験深い神父が言った

わたしはある大事なことを知っている　わたしから学び給え

す（１）べての民族は自らの死を用意するものだ

お（２）まえを運命が　そしてわ（３）れわれを方策が殺したのだ




◎２イスラーム教徒の崩壊の原因は運命に対しての間違った信仰による。西欧の諸民族の衰退の原因は、自らを神と考え、神を蔑ないがしろにしてしまったことによる。

（１）アッラーは人が自らを変えない限りその運命を変えない。クルアーン第13章11節参照。

（２）ムスリム共同体は努力が足りず、イスラームの崩壊を運命のせいにして自らの責任を問わなかった。

（３）西欧のキリスト教徒は世俗的には栄誉を得たが来世に関して自らを破壊し、高い人間性の価値を享受しなかった。







11　死




１




わたしは聞いた　死が神ヤズダーンにこう話しているのを

なんと潤（１）いがないことか　土（２）から生まれた者の目は

わたしはそ（３）の命を取る時　恥じ入ってしまうくらいなのに

しかしその者は死ぬことを恥じもしないのだ




11

◎１人間が永遠の生を得るには努力が必要。そうすれば死後も永遠の命を得られる。

（１）涙がない。情熱の欠如の証拠。

（２）人間の意。

（３）自我や霊的認識を得る努力をせずに生きながら死んだ者の命。




２




永（１）遠を与えよ　六（２）方向の長なので

その手には宇（３）宙の手綱もあるので

死の不面目を恥ずかしがらない

なぜなら生（４）の価値を知らないので




◎２人間は永遠の生を得る方法を知らず、永遠の死を甘受してしまう。永遠の生は、その獲得のために努力している者だけが得られる。

（１）人間が神に言う。

（２）神は人間を自分の代理者としてこの世に送り出したので。クルアーン第２章30節参照。

（３）人間はこの世の支配権を持つ。

（４）人間は永遠の生を与えてくれる情熱を知らないので。







12　悪魔に言え




１




わたしのメッセージを悪魔に伝えよ

いつまでおまえはこ（１）の罠の下でもがいているのかと

わ（２）たしはこの世が好きでない

そ（３）の朝は夜の準備以外の何物でもない




12

◎１この世では誰もが安楽を得られない。喜びの中に悲しみが隠されている。

（１）この世界で神の創った人間をいつまで迷わせているのか。

　悪魔は終末の日まで人々を惑わし、悪徳を唆そそのかす存在。クルアーン第７章14〜18節参照。

（２）わたしは天国からこの世に来たことを後悔している。

（３）朝は一瞬のことで、喜びの中に悲しみが隠されている。




２




こ（１）の世界が無から外に引き出された時

その心は落ち着いていて混乱の様子はなかった

われわれの命を除きど（２）こに賑にぎわいがあったか

お（３）まえはわれわれの火から創られた




◎２悪魔は神の被造物で人間を騙す存在とされているが、イクバールはそのように取らず、悪魔は人間の残虐性が外に表れたものとしている。

（１）神がこの世界を創った時。

（２）人間の中に隠されていた悪徳や暴虐がいたる所で火となって現れた。

（３）悪魔よ、おまえは人間の悪徳の所産だ。だがクルアーン第７章12節によると、悪魔は火で創られている。




３




別（１）離は愛の気持ちを輝かせた

別離は愛（２）の気持ちをさらに深化させた

わたしはわからない　お（３）まえの様子がどんなだか

ただわかるのはこ（４）の水と泥の体がわたしに自我を知らせた




◎３人間が神のいる天国からこの世の物質界に来た時、すなわち心が体の中に捕らえられた時、体の中に自我の意識が生じた。

（１）人間は天国ではその才能に気づかなかったが、神から離れたらそれへの愛の情熱が生まれた。

（２）神との別離で自らの能力や霊的認識に気づき、自我を手に入れる努力を始めた。

（３）悪魔の様子。

（４）神と別離したわたしが。




４




神（１）はおまえを謁見の場から追い出した

「呪われ者」「邪教徒」「マッカの異教徒」などと呼（２）んで

わたしは世（３）の始まりの朝より混乱し続けている

心にささるそれらの（４）刺とげで




◎４悪魔であれ人間であれ、誰もが皆何かの苦しみに捕らわれている。

（１）悪魔よ、おまえは至高神に不服従のせいで追い出された。クルアーン第７章13節参照。

（２）このような呼ばれ方をされ、おまえはいつも不安に捕らわれている。

（３）神がわたしをこの世に送り出した時以来、すなわち悪魔に唆そそのかされ禁断の実を食べ地上に落とされた時以来。クルアーン第７章19〜25節参照。

（４）人間だけが持つ愛の熱情。




５




お（１）まえは知っている　わが美点や美点でないことを

わ（２）が荒れた田畑から穀物の収穫がないことも

おまえは跪（３）拝をしなかった　今その穴埋めとして

わがたくさんの愚行を自分の責任としてくれている




◎５人間は生まれながらにして弱く欠陥がある。罪も犯す。そして悪魔が自分に罪を犯させたと悪魔のせいにもする。

（１）悪魔よ、わたしが天国より追放される時はおまえもいたので。

（２）残念なことに、わたしに美点があっても、悪行の方が多い。

（３）神が天使に、人間アーダムに対して跪拝をするようにと命じた時、悪魔だけが反抗した。クルアーン第２章34節参照。




６




さ（１）あ王のような仕方で人生のチェスをしていこう

四方の世界を和（２）らげていこう

そ（３）の干し草の葉での技芸の呪文で

大空のこの方に天国を創っていこう




◎６もし人間が悪魔をムスリムにしたらこの世は天国に変えられる。悪魔とは人間の心の中に隠れているもので、クルアーンに従っていけばその悪魔はムスリムになれる。

（１）悪魔よ、おまえの中にもわれらと同じように苦悶や熱情がある。だから一緒に闘っていこう。

（２）憎悪や妬みの代わりの恋の悶えで。

（３）学問や学芸で楽園を作ろう。







13　土の悪魔と火の悪魔




１




現（１）代の堕落は明らかである

天もその醜さを恥じている

もしおまえが目の楽しみを作るなら

二（２）百の悪魔がおまえを助ける




13前者は悪魔の性質を持つ人間。後者はクルアーン第７章12節で示すように火で出来た悪魔。




◎１堕落の除去は清貧の威厳によってのみできる。今日は、真偽を見極める目を持つ人だけが成功裡に人生を送れる。

（１）今日の西欧社会は世界にさまざまな不名誉をもたらしている。

（２）清貧の威厳を示すならすべての悪魔が服従する、あるいは、すべての悪魔がおまえを迷わせることに荷担するの意。




２




路（１）地や小道に目や耳の強盗がいる

心の略奪に全力をあげている

安値で高価な罪も商われている

こ（２）れら商人たちは安売りをする




◎２今日、西洋文化の影響で高価な罪が只ただ同然で買えるようになった。この詩が作られた一九三七年の社会状況を述べている。

（１）西洋文化の影響でヌードや音楽などで目や耳だけでなく心も奪われた。

（２）西欧の商人はその学芸や文化、社会生活、共同生活を示し、悪魔主義を広めた。




３




な（１）んたる悪魔か　その行いは曲がっており

そ（２）の呪文でおまえの目を曇らせる

わたしはそれを死（３）んだ悪魔と考える

おまえのような下等な動物をかどわかすとは




◎３現代社会は完全に欺瞞やペテンに基づいている。それゆえ、悪魔も力の代わりに欺瞞やペテンで事をなす。ここで言う悪魔は土の悪魔、すなわち人間。

（１）その行為は正しくない。

（２）西洋文化という呪文で善悪の区別ができないようにする。

（３）生きた悪魔はその力や勇気を使い、人間を籠ろう落らくしてきた。今日、悪魔は傷ついている者を自分の獲物としている。




４




そ（１）の杯にあるものはなんと毒入りの酒

魂を殺やるが体はそれに気づかない

お（２）まえは目に映る罠の輪は見ているが

その穀粒の中にある罠は見ていない




◎４西洋の学術、文化、社会、思想、哲学などは魅力的である。しかしそれらの中には人間的価値を崩壊させる原因も隠れている。

（１）人間よ、今日の悪魔の行動様式を注意して見よ。

（２）西洋人の猟師はなんと賢明で抜け目がない罠を用意したことか。




５




人間は自（１）らの地位より落ちた

そ（２）の再起には自我の強化がいる

罪（３）も味がなく魅力的ではない

もしおまえの悪魔が土（４）の性質を持つものなら




◎５悪魔には土で出来た人間の悪魔と神の創った光で出来た悪魔の二種類がいる。自我は、その人の中に隠れている悪魔を征服した時に強化されるとイクバールは言う。

（１）神に不服従の態度を示し自らを卑しめることになった。クルアーン第７章24節参照。

（２）悪魔に対抗するためには。

（３）自我が強くないので。

（４）人間の悪魔だったら。




６




今日の悪魔の獲物になるな

それらの甘言は卑（１）しい者には合っている

高貴な者には真（２）の悪魔がよい

それは神ヤズダーンを見たことがあり完璧なペテン師である




◎６悪魔に隷属することは人間性の侮辱である。人間の威厳に相応しい悪魔とは神の前で自説を述べた悪魔である。クルアーン第38章71〜83節参照。

（１）喜んでそれらの罠にかかる。

（２）今日の人間に似た悪魔は神を見たことがない。真の悪魔に較べて悪魔性も劣っている。




７




そ（１）の者の一撃に耐える人は（２）完全人間マルデ・モミンである

それは火の生まれで位が高い者である

土（３）で出来た人間はその獲物として相応しくない

痩（４）せた獲物はそれには禁忌である




◎７イクバールは「人間よ、生まれが火で身分が高い本当の悪魔に反抗せよ。それは弱い者は獲物にせず、信仰篤き者に挑んでくる。邪教徒はすでにそれに隷従してしまっている」と言う。

（１）火から生まれた真の悪魔の一撃。

（２）今日の人間は人間に似た悪魔に跪拝してしまうが、完全人間はそれに対抗する力と能力を持つ。

（３）普通の人を相手にすることは真の悪魔には侮辱である。

（４）本当の悪魔の獲物。




８




これは本性の劣った者には理解しづらい

だがこの点は述べない訳にはいかない

こ（１）の新生の悪魔では相応しくない

その性質が気概ある罪人には




◎８気概があり高貴な人は、罪人であってもなくても、今日の卑しい悪魔とは決して付き合わないし、一緒にいることさえ好まない。

（１）人間に似た悪魔は何か罪を犯しても、本当の悪魔に較べて劣っており、味がない。






Ⅴ　同じ道を行く友へ






さ（１）あ　このイスラーム共同体の状況を正そう

人生の賭博を男らしくしよう

町のイスラーム寺院マスジドで訴えよう

モ（２）ッラーの胸の中の心が溶けるように




◎Ⅴの詩全体を要約する詩で、鍵となる言葉は、最初の行にある呼びかけの「さあ」と、最後の行である。

（１）わが支持者よ、同じ考えを持つ者よ、さあ一緒になって。

（２）ここでは宗教指導者全般を指す。今日彼らはその責任を放棄してしまっているが、再びその感覚が戻り、壊れた共同体の再生に労を取ってくれるようにと。









１




１




世（１）を捨てたスーフィーカランダルは空を飛ぶ白（２）鷹である

そ（３）れはその翼で重きを軽くする

この青い空が白鷹の狩猟場

そ（４）れは自分の巣の周りは飛び回らない




１

◎１イクバールはイスラーム教徒たちのそれぞれに、カランダルの威厳が生まれることを願っている。

（１）社会との関係を断って、ひたすらにアッラーを人生の目的とする者。イクバールはこの語をその諸著作の中で敬虔なムスリムモミンの意味で使う。彼らには清貧の威厳があるので白鷹にも喩える。

（２）その精せい悍かんさ、気品、眼光の鋭さは鷹の中で随一である。勇気ある者の意もある。

（３）鷹の翼、すなわち腕には大空の高さや広さは何の障害にもならない。

（４）死肉は食べず、飛ぶ鳥を獲物とするので。




２




わが命から「（１）神よアッラー・フー」のメロディーが出ると

四（２）方の世界が埃のようにわが衣服から落ちて散らばった

わ（３）が手からおまえもこの楽器を取れ　今その弦が

琴こと爪づめの激しさでわが涙のように落ちて散らばった




◎２存在一性論を述べている。

（１）「アッラーの外に存在はなし」。

（２）その語句が出るとアッラー以外すべて無価値となり、アッラー以外との関係は終わる。

（３）今わたしはカランダルのような清貧の立場にある。友よ、おまえもこのような立場を得よ。楽器は詩人の様子、弦は詩人の心の意。




３




わ（１）たしは涙をもってして自然の心の中でもがいた

も（２）がいてもがいてその目まで達してしまった

わ（３）たしの輝きはその睫毛の中に見られる

わ（４）たしは草の葉の上に涙を流さないので




◎３人間はアッラーの創造の奇跡である。それゆえ人間は神と共にあり、離れられない。

（１）涙は恋する者の心の表れであり、わたしという人間は神の創造力の表れである。

（２）自然の数千年来の努力の後、人間が出現した。

（３）もし人間の魅力の輝きを見ようとするなら神の創造力を見よ。

（４）草の中にあるような劣った露ではないので。




４




論理学には未熟さの匂いがした

その論拠は未完の論拠である

わたしに対し閉（１）じた門を開けてくれた

師ルーミーやジャーミーの対（２）句が




◎４人間は理性では宇宙の問題を解くことはできない。愛をその案内としなければならない。

（１）人生の真実を得ることを妨げる門。

（２）理性の代わりに感知力に重点を置く対句。




５




さあわたしから取れ　古（１）い酒を

杯（２）の土にも魂を与えるあの酒を

もしおまえがわ（３）たしのグラスの水を与えるなら

人間の背丈程にも成長する　チ（４）ューリップの茎が




◎５イスラーム共同体の人々の頭脳の成長はわが作品の研究によるとイクバールは言う。

（１）われわれの祖先が飲み、心をアッラーの輝きで輝かせたイスラームの愛の酒。

（２）愛する者の心臓。

（３）イクバールの詩。

（４）イスラーム共同体の人々。




６




わ（１）が手元にあの古き弦楽器チャングがある

その中にさまざまな嘆きがある

し（２）かしわたしは獅子の爪で搔かき鳴ならす

その弦は石の血管で出来ている




◎６イスラームの宗教は実践や聖戦、自己犠牲を要求するもので、その困難の中で、生命を投げ出す覚悟のある者だけが完全なイスラーム教徒になれる。

（１）わが詩の中には預言者ムハンマドが人類に示したようなメッセージがある。

（２）わたしは自分の詩を、巻き髪の美しさを述べるような仕方ではなく民族が失った力を取り戻すような仕方で書いた。




７




今日のパ（１）ルヴェーズたちにわたしからのことを伝えよ

わたしは手に斧を持つフ（２）ァルハードではない

わが胸に突きささっている刺（３）で

傷つけることができる　たくさんのビーストゥーン山の心を




◎７個人のためではなく全体のために奉仕するイスラーム教徒の心理を述べる。

（１）君主ホスロー二世のこと。ここでは支配者、権力者の意。

（２）石工ファルハードは自らの目的達成のため斧を使う。

（３）預言者ムハンマドへの愛から生じた刺。




８




わたしは托鉢僧ファキール　わが持ち物は目（１）だけである

わが目には友人にとっての山も干し草である

わたしのことから理解せよ　沈（２）黙の塔の烏の方がずっとよいと

王の手飼いである鷹よりも




◎８他に隷属するよりも沈黙の塔で屍肉を食べる方がよい。もちろんそれは悪いことであるが。

（１）それは托鉢僧との交友と預言者ムハンマドへの愛より生まれた。

（２）鳥葬が行われる拝火教徒の墓。屍体は禿鷹などに食べられる。




９




心（１）の扉を誰にも閉ざさなかった

親類縁者や友人との関係も断たなかった

だ（２）が住み処は自分の胸の中に作り

大（３）空の下もとで喜んで日々を過ごした




◎９人間はこの世ですべての人と関係を持つのがいい。しかし誰にも期待はするな。ただ神だけを頼ればよい。そうすれば人は絶望したり落胆することはない。

（１）自我を保ちつつも、他の人々との関係を持ち続けた。

（２）誰にも期待をせず神だけを思い、自分の力を信じていた。

（３）托鉢僧のように安楽に過ごした。




10




この花園でわたしにはどんな地位も威厳もない

わ（１）たしには輝かしい衣服も貴族のような帽子もない

庭（２）師はわたしを悪いことを教える者と言う

わたしが水（３）仙の目に視力を与えたので




◎10イギリスはイスラーム共同体に反逆した人に官職や称号、給与地を与え、日夜、人々にイギリスへの隷属を教えた。

（１）わが運命にはイギリスからの賞讃はなかった。

（２）イギリスは植民地主義を批判するわたしを犯罪者扱いする。

（３）水仙は目が見えないと考えられている。ここでは、目が見えなくなったイスラーム教徒の解放の意。




11




たくさんの学者がこの宴で語った

ジャスミンの葉より優美に語った

だが言ってくれ　わたしに　洞察力ある者は誰か

刺を見て花（１）園の様子を語ったのは誰だったか




◎11今日のイスラーム教徒の状態は悪い。だが祖先たちはこの世界ですばらしい人生を送った。もし彼らのように努力すれば、荒廃したこの世に再び春を呼び戻せる。

（１）かつて繁栄した社会を示し、努力の必要性を語ったのは誰か。




12




わたしは学芸の繊細さなど知らない

だがわたしは詩作に他（１）の価値を与えた

隊商の中でわたしの情（２）熱と喜びは

老齢の師たちも急（３）かせることとなった




◎12イクバールは、わたしは詩作で民族を覚醒させてきたと言う。

（１）普通の詩の中にある巻き髪や頰の美しさではなく、重要なメッセージを。

（２）詩作への情熱。

（３）失ってしまった目的や栄光の獲得のための熱気を老齢の大家にも与えた。




13




思わないでくれ　わたしが朝（１）さえずるだけの鳥だとは

嘆（２）く以外何も知らない者だとは

わが裾から手を離さないでくれ　そうすれば見つけられる

わたしの巣（３）の中にある花（４）園の鍵を




◎13イクバールは、自分は詩のヴェールの中で再び栄光を得る仕方を語っていると言う。

（１）気晴らしのために詩を書く詩人。

（２）不安や悲しみだけを書く詩人。

（３）詩の中に与えたメッセージ。

（４）わが詩の中に再び栄光と幸せをもたらす鍵がある。




14




わたしの目にはこの世は一（１）つの道以外の何物でもない

たくさんの旅人がいる　だが同（２）行者はいない

わたしは親類縁者から離れていく

なぜなら親（３）類縁者程知らない者はいない




◎14この世では真の友や仲間は得難い。

（１）消滅の方へ行く道。

（２）わが共同体に対してわたしが考えるように考えてくれる者はいない。

（３）確かに多くの人々と関係がある。しかし彼らはわが状態とメッセージを知りながらも見ぬ振りをし、行動を共にしない。




15




そ（１）の衰弱から脱して存在の世界に入ることを学べ

自（２）らの価値を増大させることを学べ

わたしの歌の海に飛び込み

わ（３）が台風の中で真珠のような安らぎを学べ




◎15自我の訓育に熱中している人の心の安寧は、世の台風といえども壊すことはできない。

（１）ムスリムよ、努力と勇気をもって状況の悪さを変えよ。

（２）自我を強化せよ。世の中でのおまえの価値が増すように。

（３）わが作品がおまえに混乱を起こすものだとはいえ、自我の訓育があれば心配はない。




16




わたしは長らくこの世で育てられてきた

だが自（１）分の家でのことで気が重い

この土地の湿（２）り気のお陰で開花したとはいえ

こ（３）の土地を自分の空と考えない




◎16敬虔なムスリムモミンは飲食を人生の目的とはしない。飲食を人生の高い目的達成のための手段の一つと考える。

（１）わが意図は普通の人の意図とは違っているので。

（２）この土地の食料のお陰で。

（３）この限られた土地での生活を人生の目的とは考えない。クルアーン第45章13節参照。




17




完全人間と親密にならない限り　おまえにはわからない

完全人間により心が生き返るということが

それは自らを嘆きから救（１）う

完全人間の悲（２）しみは勇者のように自制心があるので




◎17完全人間は運より遠ざかっていても文句は言わない。絶えず努力をし、困難に打ち勝つ。

（１）災難や不幸でも勇気を失わず断固として闘うので。

（２）完全人間の悲しみは自尊心をもって表現されるので。




18




目を作り体の中の魂（１）を見よ

枝の上に咲（２）き出ていないジャスミンの花を見よ

さもなければ弓（３）に番つがえられた矢のようである

矢（４）を放つ人の目で的を見よ




◎18物を見る目を養わないなら、人間は他の隷属から解放されない。

（１）魂は外面的な物体を見る普通の目では見えず、それを見るには霊的認識の訓練が必要。

（２）まだ咲いていない花を見るのにも霊的認識の力が必要。

（３）矢の飛ぶ先は射手の意による。

（４）自分で判断する目を持たないと人間は他の人の意のままに生きる者になってしまう。




19




理性は確信の味を欠く

知（１）識や知恵の賭けは悪事を引き起こす

二百人ものガ（２）ザーリーやラーズィーでもお手上げ

そ（３）の目が真実を見ている愚直な者の前では




◎19神に近づくには理性でなく愛を持つことが必要である。

（１）理性や学問などでは人生の真実は獲得できない。霊的認識も得られない。

（２）アフマド・ガザーリー（？〜一一二六年）のこと。イランのスーフィズムの思想家で神の愛を唱える。

（３）アッラーはすべてを見て熟知している。クルアーン第58章11節参照。
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絹（１）地　銀　ルビー　真珠とは何か

美しく　金の腰ベルトをしている奴（２）隷とは何か

神ヤズダーンのように両世界に何も求めない

一（３）芸に秀でた人たちの持ち物とは何か




◎20神のような人にとっては、この世での高価な物はなんの価値もない。その人の最高の持ち物は何も求めない心であり、世の人が財を誇るようにそれを誇る。

（１）清貧の威厳を持ち人生の真実を知る神のような人にとって。

（２）インド亜大陸北部などを支配したガズナ朝最盛期の君主マフムード（在位九九八〜一〇三〇年）の奴隷で、君主マフムードの恋人アッヤーズのこと。

（３）神との交流の仕方を知っている人の持ち物は何も求めない心である。
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わ（１）が酔いは自我にとり完全に正気である

それでわが居酒屋には騒ぎがない

わが酒は澄（２）んではないが　まあ飲め

これは昨日（３）の胡こ瓶へいの滓おりである




◎21イクバールは友に、自分は詩作によってイスラームの初期の様子を呈示したと言う。

（１）わたしが詩作で述べたことは人を正気にする一種の酒である。それに基づき行動すれば進歩がある。

（２）西洋の酒のように蒸留酒ではない、すなわち詩の美はないが。

（３）わが祖先たちが飲み、栄光を生んだ酒の滓。
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お（１）まえは托鉢僧の弊衣やターバンと関係を持つ

わたしが自（２）分で恋人の匂いを見つけたのに

わが財産はまさに葦（３）笛の木

わたしは説（４）教壇の木や絞首台の木と関係がなく




◎22もし神と会うことを望むなら預言者ムハンマドを愛せ。

（１）今日のムスリムは宗教を売り物にする者や世事に長たけたスーフィーのペテンの獲物である。

（２）自我を通して神を認識した。

（３）神への愛と陶酔。

（４）説教壇で説教をするウラマーでもなく、「われは神なり」を唱えたスーフィーのマンスールでもなく、愛の詩人ルーミーの信奉者である。

　アッラーは現世でも来世でも信仰する者の味方である。クルアーン第14章27節参照。




23




自分の鏡（１）の宝石を見た時

わ（２）たしは自分の胸の中に独居を作った

これら無（３）知で味のない学者たちから

わたしは逃げた　自分の古（４）い悲しみを持って




◎23沈思することで自分を得、その結果、神を得て独居を始めた。

（１）人生の根本原理となる自分の自我の能力。

（２）自我の育成のために自分のすべての関心を独居に向けた。

（３）イスラーム寺院にいるモッラー。世事を大事にし過ぎて、イスラーム法を忘れ、愛の力に無知な学者たち。

（４）わたしに自我と神を与えた預言者ムハンマドへの愛と悲しみ。
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わたしがこの世より旅立とうとした時

みんな言った　彼（１）はわたしの知り合いだったと

だが誰もわからなかった　この人が誰か

何を言ったか　誰に言ったか　どこから来たか




◎24イクバールは死去の数カ月前にこの詩を書いた。イクバールは晩年、自分の詩の真意が人々に理解されていないと強く感じていて、その思いがこの詩に表れている。

（１）イクバールを指す。







２




１




もし賢（１）明で澄んだ心を持つなら

その托鉢僧ファキールは素手でも富者である

それに較べ宗（２）教を持たず学問なしの金持ちが

肩にしているガ（３）ウンは驢馬に付ける絹（４）の腹巻のようだ




２

◎１イスラーム教徒であるには、イスラームと預言者ムハンマドへの愛の二つを持たねばならない。

（１）ムハンマドへの愛の心。

（２）アッラーの許で最悪の罪人は不信心の者である。クルアーン第８章55節参照。

（３）貴人などが着用する前開きの長衣。

（４）馬や駱駝、驢馬が背中や腹の保護のために付ける腹巻。







３




１




ダ（１）ーラー王やジャムシード王におまえは跪拝する

愚か者め　聖（２）域を辱めるな

イ（３）ギリス人の前におまえの願いを持っていくな

心の壁へき龕がんからそんな偶像は退どけて降ろしてしまえ




３

◎１神でない者の前に物ごいの手を出す者は多神教者で偶像崇拝者である。

（１）ペルシア帝国のダレイオス一世（在位前五二二〜前四八六年）。英名ダリウス一世。ここでは、二人の王は今日の支配者、統治者の意。

（２）マッカの聖域。ここではイスラーム教徒の魂の意。

（３）アッラー以外の者の前に。




２




わたしは年取った聖者から一つの詩句を聞いた

老齢だが賢明で良心的な聖者から

もし貧しくとも自（１）らを持しているなら

その托鉢僧ファキールは両（２）世界を得るだろうと




◎２どんなに貧しくともイスラーム教徒は他の人に願いの手を差し出すべきではない。

（１）自我の保護を行い、誰か他の者に支援を求めない。

（２）現世においてだけでなく来世でも支配者となれる。




３




二つの語の中に本当の秘密が隠されている

愛の強弱は説教壇ではなく絞（１）首台による

イ（２）ブラーヒームたちはナムルード王たちを恐れない

なぜなら生の（３）沈香ウードの木にとっては火が試金石である




◎３愛の強さは、説教壇での説教をするかどうかではなく、その高い目的獲得のために喜んで絞首台に上るかどうかで量られる。

（１）高い目的を達成するためには十字架も恐れない。クルアーン第90章４節参照。

（２）ここでは圧制者から虐待されるがそれに果敢に抵抗する者たちの意。

（３）これを火の中に入れると芳香を発する。イブラーヒームが火の中に投げ入れられた時、火が花になったことによる。




４




チ（１）ューリップよ探すな　誰かからの憐れみを

わたしのように自（２）分の中に助けを求めよ

来（３）る風に対し胸を開けて

おまえが持つ古（４）傷は大事にせよ




◎４イスラーム教徒はいかなる場合でも愛を持って人生に対処すべきである。

（１）イスラーム教徒たちよ。

（２）自我を強化して。

（３）喜びであれ悲しみであれ。

（４）愛が心の中に生んだチューリップの花の中にある黒い花芯のようなものを。




５




わたしはある導師からの二つの忠告を覚えている

一つは自（１）分の命の力以外で生きるべきではないとの

もう一つは卑しい人間から逃れていよとの

自らの命（２）を抵当に入れ　ただ肉体のために生きるような




◎５人は自分の魂のために生きるべきであり、魂を売って生きるような仕方はよくない。

（１）誰か他の人の支えで人生を送るべきではない。

（２）外面の飾りとなる勲章などのために魂を売ってしまうような愚かな人々との交友。




６




落（１）ち着きのない波は岸（２）辺に向かって言った

わたしはフ（３）ァラオで自分の運命を試す

時々わたしは蛇（４）のように体をくねらせ

時々わたしは待（５）つ楽しみで踊ってみる




◎６敬虔なムスリムモミンは、戦場では不信者たちと戦い、家に戻ると心の敵と闘い、生きている限り聖戦で忙しい。

（１）敬虔なムスリムモミン。

（２）行動しないイスラーム教徒。

（３）古代エジプトの支配者の総称。

　イスラームでは非情な専制君主でムーサーを虐待する。クルアーン第２章49〜50節、第７章１０４節参照。

（４）常に自我を育成しイスラームの敵と対抗するために働いている。（５）も同じ。




７




もしこの威（１）厳や地位がイギリス人からのものなら

そ（２）の門口以外には額ぬかずくな

尻（３）もその前に置け　結局

驢馬の腹に布（４）を付ける者が驢馬に権利を持つように




◎７当時のイギリス崇拝に対してイクバールは強い嫌悪感を示した。

（１）イスラーム教徒が得た給与地や官職、称号や勲章など。

（２）イギリスから何かを得た人の道義的義務はイギリス人を神と考えることである。

（３）鞭で打たれるための尻。

（４）腹や背中の保護のために付ける布。




８




西（１）欧人は指輪の宝石の下に心がない

そのすべての元手は国であり宗（２）教ではない

タワーフを行う者の中のうち

百人が（３）悪魔イブリースで一人の（４）天使ルーフ・オル・アミーンもいない




◎８西欧の諸民族は悪魔に従う者で悪魔の弟子であるので、われらにとって慶事にはならない。

（１）心の中に慈悲がない。

（２）その結果、自らの欲望のままにインド亜大陸を簒さん奪だつした。クルアーン第28章50節参照。

（３）火から創られ（クルアーン第７章12節参照）、終末まで人間を唆そそのかすことを仕事とする。

（４）大天使ジブリール。







４




１




わ（１）たしとおまえは心と宗教に絶望している

花の芳香のようにわれわれは自（２）分の本体から逃げ出した

わが心は死に　そして宗教はその死で死んだ

われわれは二つの死を一つの取引で買った




４今日のイスラーム教徒と礼拝の関わりについて。




◎１人間が預言者ムハンマドへの愛をなくした時にその心も死んだ。そして宗教も死んだ。あたかも一つのものを買いながら二つの死を買う破目になるがごとく。

（１）イスラーム共同体の人々。

（２）イスラームから離れ、他の思想と行動の体制を取り入れた。




２




宗（１）教の秘密を知っているムスリムは

非（２）アッラーの前には額ぬかずかない

もし天（３）が思いどおりにさせないなら

自分の意に合うよう自ら大地を揺り動かす




◎２敬虔なムスリムモミンは天に支配されず自ら宇宙を統治する。

（１）神の唯一性に従い、完全な信仰を持つイスラーム教徒。

（２）偽りの力の前には。

（３）天は人々の運命を変えると言われている。




３




非（１）アッラーに無関心である心は俗世と関係がない

そ（２）の日夜は天の動きと関係がない

おまえは自分で自分の（３）直立礼キヤームの時を決めよ

愛や陶酔の礼拝には礼拝告知アザーンは必要ではない




◎３礼拝には礼拝告知アザーンがある。しかし真の礼拝ならばその必要はない。同様に聖戦での殉教でも自ら行えばよい。

（１）アッラーを信じない者に関心を示さない心。

（２）敬虔なムスリムの心は。

（３）礼拝の中の五番目の動作で、「われらの主よ、あなたに称讃あれ」と唱えながら直立。




４




愛（１）の人生は誠心や確信なしではありえない

確信は（２）大天使ジブリールルーフ・オル・アミーンとの交流なくしてはありえない

もし誠心や確信の分け前が得られたら

大（３）胆に足を上げよ　誰も待ち伏せてはいない




◎４イスラーム教徒の人生の目標は神の代理となること。それは宇宙の征服による。その征服は愛による。その愛は神への誠心とその確信による。

（１）愛の人生を望むなら確信を生むことが必要。だが心に誠心がないと確信は生じない。

（２）アッラーの言葉すなわちクルアーンの言葉を預言者ムハンマドに伝えた天使。確信はクルアーンの研究や朗誦で得られる。

（３）クルアーンの研究で誠心と確信が得られたら恐れずに宇宙の征服に出るのがよい。




５




ムスリムにはそ（１）の神秘的認識と理解で充分である

ムスリムは自らの中に「（２）もしもおまえが」の秘密をはっきり見よ

神コダーはわれらの推論の中に収まりきれない

「（３）われらが神を知る霊的認識の力を主張しなかった」ことを認めよ




◎５神は偉大過ぎて人間にはつかみきれない。それゆえ神と人間の間を仲介する預言者ムハンマドを霊的に認識し理解すれば神を認識し理解したことになる。

（１）心と知性でムハンマドを知ること。

（２）もしもおまえ（ムハンマド）がいなければわたし（神）は天を創らなかった（ハディースより）。「おまえが」の部分は人間のこととも言える。

（３）ハディースより。




６




おまえは西（１）欧の偶像に自らを預けてしまった

おまえは臆病風に吹かれてその偶像寺院で死んでしまったか

おまえの知性は心を欠き胸は熱情を欠き

なぜならお（２）まえは祖先たちの葡萄の蔓から出てくる酒を飲まなかった




◎６もしイスラーム教徒が祖先の道を歩んでいたら、その命を共同体に捧げてイギリスへの隷従に甘んじていることはなかっただろう。

（１）神の唯一性の力を忘れ、イギリスへの政治的隷属に身を任せてしまった。

（２）祖先がたどった道を行かなかったので預言者ムハンマドへの愛と情熱を欠いてしまった。




７




誰もが自我を鍛え自己を和（１）らげられる者にはなれない

誰もが謙（２）遜や懇願に酔える者にはなれない

「（３）神はなし」のガウンは血のガウンである

それは臆（４）病な者の背丈には長過ぎて似合わない




◎７神の道に身を捧げる覚悟のある者だけが神の唯一性を主張できる。

（１）神や預言者ムハンマドの愛で。

（２）神の霊的認識を得て。

（３）「アッラーの外に神はなし」で神の唯一性を主張。クルアーン第２章１６３節、第５章73節など参照。

（４）物質世界に価値を置く者。それはムーサーの言葉に応じられない。クルアーン第18章60節参照。




８




敬虔なムスリムモミンは燃える　その存（１）在の情熱で

解ほぐれないどんな結び目も解ほどいてしまう

その（２）直立礼キヤームでも偉大さに威（３）厳があり

跪（４）拝においては信徒たることの美がある




◎８敬虔なムスリムモミンの人生には威厳と美がある。

（１）神から得た真の愛で。

（２）礼拝の基本動作の中で三番目のもの。両手を体の前で組み、クルアーンの開扉章及び任意の三節以上を唱える。

（３）神の威厳。

（４）礼拝の基本動作の中で六番目の平伏礼。額を床につけて平伏し、「至高なるわが主に栄光あれ」と三回唱える。




９




おまえは何を尋ねるか　恋（１）する者の礼拝につき

その（２）屈折礼ルクーは跪拝のように密ひそやかである

一度の「神は偉大なりアッラーフ・アクバル」の語句は力強く

一日五回の礼拝すらそれには及ばない




◎９敬虔なムスリムモミンが口にするただ一度の「神は偉大なり」は、われわれが生涯を通じてする礼拝全部を合わせたものよりも効果がある。

（１）敬虔なムスリムモミンの礼拝。

（２）礼拝の基本動作の中で四番目のもの。両手を膝頭につけて腰を曲げ、「至高なるわが主に栄光あれ」と三回唱える。




10




ク（１）ルアーン読誦の呼び声は世界中である

ム（２）スリムはその一連の礼拝ラクアで不滅となる

情熱のない今日の殺された者にはわからない

そのタ（３）クビールの中に隠されている大惨事が




◎10情熱のない現代に生きるイスラーム教徒は敬虔なムスリムモミンによる礼拝の真実が理解できない。礼拝の意図は、イスラーム教徒はアッラーを除き誰の前にも頭を下げないということである。

（１）敬虔なムスリムモミン自身だけでなく全世界の人々をクルアーンの方に招く。

（２）礼拝の中で神を目撃する場があるので。

（３）礼拝の基本動作の二番目のもの。立ち上がって「神は偉大なり」と唱える。







５




１




イギリス人は日々の糧を与える仕方を知っているのだろう

こ（１）ちらに与え　向こうから取り戻す

悪（２）魔にこのようにして糧を届ける

神ヤズダーンもそれを目にすると驚くような仕方で




５

◎１イギリス人はアッラーの僕しもべたちに暴虐を働き、悪魔の僕しもべたちに賞讃の雨を降らす。

（１）植民地支配に協力する者には官職や土地などを与え、イギリス人に反抗する者たちからは仕事の口などを取り上げる。

（２）神の僕しもべたちを餓死させ、イギリス人の僕しもべたちを育てる。




２




話（１）を長引かせるどんな必要がある

隠れている秘密をわたしは一ひと言ことで述べられる

そ（２）の世界を商人に引き渡してしまったのだ

家（３）のいらない者に家の価値がどうしてわかる




◎２神の仕業に誰が口出しできるか。神は、単に商人として入ってきた西洋諸国の人々の監督下に、東洋の人々をなぜ置いてしまったのか。

（１）西欧の諸民族の東洋における植民地化の三百五十年の物語。

（２）十七世紀に商人としてやってきた者たちに東洋諸国を渡してしまい、十九世紀にはそれらの地の統治者にしてしまった。

（３）神を指す。神への皮肉。




３




天国はマッカの聖域の清（１）い人のためにある

天国は勇（２）気ある人々のためにある

インドのムスリムには言え　喜んでいいと

天国は神（３）のためにもある




◎３インドのイスラーム教徒は努力を嫌がり聖戦からも遠ざかっている。そのことをイクバールは次のように言って慰めている。終末の日、アッラーの力添えで一つの案が提示され、神と預言者ムハンマドへの賛美の後には、あなたたちも天国に行けるようになるだろうと。

（１）日夜礼拝し、神の唱念に没頭する人々。

（２）聖戦に参加する人々。

（３）何もしない人々。







６




１




世を捨てたスーフィーカランダルには長話の癖くせはない

だ（１）から次の言い方以外には錬金術の役を果たす言葉はない

これら荒廃した畑には収穫がない

シャッビールの血が灌漑用の水にならない限り




６

◎１イスラーム教徒に神のための聖戦なしではいかなる進歩もないと語りかけている。イクバールは断食、礼拝、喜捨そして巡礼も聖戦の一段階としている。

（１）それゆえわたしも自分の考えや思想を一つの対句で述べるとイクバールは言う。






ヒジャーズの贈物（ウルドゥー語）









１　悪魔の協議会




悪魔




この世は地水火風の長きにわたる戯れで成り嫌悪の世となった

最（１）高天の玉座に座する者たちの願望は血塗られてしまった。

そ（２）の壊滅を今日覚悟している　造物主は

カーフとヌーンの世界とそれに命名していたが。

わしは見させてやった　西欧人に王（３）制の夢を

わしは壊（４）してやった　イスラーム寺院や偶像寺院　教会での呪文を。

わしは貧乏人に運（５）命の教訓を教えてやった

わしは金持ちに資本主義への熱（６）愛を与えてやった。

誰が冷ませるものか　燃え上がる火では

その炎に含まれているので　悪魔の情熱が。

わしの遣り水で生い茂っている　その枝振りが

誰がその老木の棗なつめ椰や子しの木を倒せるものか。




１この詩には、世界でもし何かの行動体系が悪魔が作る体制を負かすことがあるとすれば、それはイスラームであるとの考えが示されている。




◎悪魔の協議会は悪魔の代表による開会演説に始まり、代表は自分が作った体制は世界のどんな力でも覆くつがえせないと誇る。

（１）最高天にいる天使たちは神によりアーダムに跪拝をさせられ、さらに天使ではない人アー間ダムが地上の後継者となり、その地位は人間より下にさせられてしまった。クルアーン第２章34節、第６章１６５節、第10章14節など参照。

（２）第一次世界大戦が勃発。

（３）世界中の資本を占拠する夢。

（４）新しい哲学によって壊した。

（５）貧困に耐えることを。

（６）人々から搾取することを。







第一の協議員




疑いがあるか　この悪魔の体制が強固であることに

それで大衆はそ（１）の隷従にますます習い性になっている。

これら貧者の運命にこの世の始まり以来跪拝スジュードがある

だがその礼拝は（２）直立礼キヤームのない礼拝だ。

願望はい（３）かにしてもまず生まれない

生まれるとしても　死んでしまうか未熟なままだ。

これこそわれらの絶えざる努（４）力の奇跡　今日では

神（５）秘主義者スーフィーやモスクでの礼拝先導者ムッラーのすべてが王制の奴隷だ。

東洋の人々の気持ちにとりこれら阿（６）片は最適だったか

もしそうなら神（７）学もカ（８）ッワーリーに劣らずだ。

カ（９）アバ聖殿を回る儀式タワーフやマッカ巡礼ハッジの騒ぎが残っていても　それがなんだ

敬虔なムスリムモミンの抜き身の剣は鈍なまくらだ。

この新（10）しい教令は誰の絶望を証するものか

この時代　イスラーム教徒に聖戦ジハードは御法度だ。




◎第一の協議員は悪魔の代表の開会演説を聞き、その考えに賛同して悪魔主義の優越性をさらに宣伝する。

（１）王や領主、地主や独裁者への。

（２）礼拝の中でマッカの方に向き礼拝の意思表示をする動作。これを欠く礼拝は為政者へ服従することを意味する。

　悪魔と人間を創ったのは、われに仕えさせるため。クルアーン第51章56節参照。

（３）死んだ心では。

（４）人々を迷わすための努力。

（５）スーフィーやムッラーはかつては王と対等に接し、どんな恐れも抱かなかった。

　アッラーと使徒を信じる者は、それらを信じない者と親交を結ばない。クルアーン第58章22節参照。

（６）堕落したスーフィズムや信心があるように振る舞うムッラー的性格はわれら悪魔にとって好都合である。

（７）神の唯一性を頭で考えるようになった神学もカッワーリー以上に好都合となった。

　アッラーの外に神はなし。クルアーン第28章88節参照。

（８）スーフィーの中に精神的興奮を作り出す音楽であったが、現在では単なる音楽に変質。

（９）本来の目的はムスリムの中に一致団結を生むものであったが今では不和と混乱を生む。

（10）ジハードを精神的なものだけに限定するアフマディーヤの教令。創始者はミルザー・グラーム・アハマド（一八三五〜一九〇八年）。







第二の協議員




民（１）衆による統治の騒ぎはいいことなのか悪いことなのか

あなたは世界の新しい暴動がわかっていないようだが。




◎第二の協議員は第一の協議員の言葉を聞き、その意見は正しいが新しく起こった民主制についてはどうかと問う。

（１）民主体制の意。







第一の協議員




わかっているとも　世界を見てきたわが経験が語るさ　わたしに

王制を隠すベ（１）ールであるもの　そんなものに何の危険があるものか。

われらは自ら王制に　民（２）主制の衣服を着せてやった

人間が多少とも自己を知り自意識を持つようになった時に。

王権の営みの様子は別なのだ

そ（３）の存在は長官や王に依存しないのだ。

国の議会であれ　パ（４）ルヴェーズの宮廷であれ

統（５）治者とはその目が他の者の田畑の収穫物にある者だ。

あなたは見なかったか　西洋の民主体制を

顔は輝いているが心の内はチンギス・ハーンより暗いのを。




◎第一の協議員は第二の協議員の民主体制についての質問に答え、その不安の解消を図る。

（１）西洋流の民主主義。

（２）王制が我慢できるように。すなわち民主体制に見えるが中味は以前のまま。

（３）民主制は個人ではなく複数による運営。

（４）君主ホスロー二世のこと。

（５）王制であれ民主制であれ、大衆は常に酷ひどい扱いを受けている。







第三の協議員




王制の魂（１）が残っているなら何が心配か

だがそのユ（２）ダヤ人の悪（３）戯に対する回答はどうなるか。

彼（４）は　神の顕現なくしてムーサーカリーム　十字架を得ずしてイエス

預言者ではないが小脇に本（５）を抱えているぞ。

なんと言おうか　この邪（６）教徒のベールを焼き尽くすような目付きは

東洋と西洋の民族にとり最後の審判の日の混乱を起こすようなもの。

こ（７）れ以上　他のどんな大暴動があるか

奴隷が主あるじの天幕の綱を断ち切ったとは。




◎第三の協議員は民主体制に危険はないとする第一の協議員の説明に納得するが共産主義に懸念を示す。

（１）搾取の目的が健在ならば。

（２）マルクス（一八一八〜八三年）のこと。共産主義の学説と運動の発展に貢献する。

（３）共産主義に基づき王制に対した陰謀を破壊できるか。

（４）マルクスは神を拒否するが、神と話をする人カリーム（ムーサー）となり貧民を助け、十字架には上らなかったがイエスのように弱者に手を差し伸べる。

（５）『資本論』。この行はペルシア語。

（６）マルクスの鋭い視線は。

（７）一九一七年のロシア革命。







第四の協議員




そ（１）の崩壊なら古（２）代ローマ帝国の議会で見るがいい

われわれは再びシーザーの夢をシ（３）ーザーの子孫に見させてやったぞ。

誰（４）が地中海の波と遊んでいたか

時に樅もみの木のように聳そびえ　時に弦楽器ラバーブのように奏でて。




◎第四の協議員は第三の協議員の不安を解消させるために、共産主義を崩壊させるファシスト体制を作らせたと言う。

（１）マルクスの共産主義の崩壊。

（２）イタリアのファシズム運動。

（３）ムッソリーニ（一八八三〜一九四五年）のファシズム政権による一九三五年のエチオピア侵略を指す。

（４）対岸のアフリカ諸国を占拠するために作られたムッソリーニの船団。







第三の協議員




わたしは彼の先見の明など認めるものか

西（１）洋の政治をそのように裸にしてしまっては。




◎第三の協議員は第四の協議員の主張を否定する。

（１）帝国主義の醜い姿を顕わにさせたので、ファシズムではなく、共産主義の力をさらに強めて、人々をその方に向かわせてしまった。







第五の協議員




われら悪魔の長よ　あなたの息の熱さでこの世の事柄は進む

あ（１）なたが望んだ時　すべての秘密が世の人々に明らかになる。

あなたの熱意で水と土の世界が賑やかとなった

あなたの教えで天（２）国の愚かな者が知（３）恵者となった。

あなた以上には誰も人間の本性を知ってはいない

無邪気な僕しもべたちの中で有名である神パルヴァルディガールでさえも。

その務めがただ浄めの儀式タクディース　神の賛美タスビーフ　カアバ聖殿を回る儀式タワーフ

である者も　あ（４）なたの気概に最後の日まで頭こうべを垂れ恥じ入っている。

西洋人の魔（５）術師たちすべてが　あなたの弟子であるとはいえ

今わ（６）たしは彼らの洞察力が信じられない。

内乱好みのそのユ（７）ダヤ人はマ（８）ズダクの精神の転生だ

そ（９）の狂気ですべてのガウンは切れ切れとなる。

荒（10）野の烏が白鷹や隼はやぶさの仲間だ

なんという速さで変わるか　時代の風潮が。

天の広がりの中に狂気となって広がった

無（11）知のせいでわれらが一握りの土と考えていたものが。

明日の争いで恐怖の世界は　今日

震えている　山（12）や草地　川までが。

わが長よ　その世界がひっくり返っている

その回転軸があなたの指揮のもとに動いてきた世界が。




◎第五の協議員は第三の協議員を支持して、悪魔の協議会の代表の能力を褒め称たたえ、それに共産主義こそわれわれの体制を一番混乱させているものだと訴える。

（１）政治家などによって企てられていた陰謀を時機到来となった時にあなたが命じると。

（２）天国から追放された人間。クルアーン第７章19〜25節参照。

（３）人間は天国で悪魔に唆そそのかされ、禁断の実を食べた。しかしもし食べていなければ、人間はこの地上でも生命の味やイブの価値を知らなかった。

（４）天使は悪魔とは違い、神に言われるままアーダムに跪拝をした。クルアーン第２章34節参照。

（５）政治的な狡猾さで世界の諸民族を奴隷にしてきた者たち。

（６）悪魔の体制が敗れてしまうのではないかと心配する。

（７）共産主義を主張するマルクス。

（８）六世紀頃にイランでマニ教の影響を受け、所有権を悪の根源と見なした人。その主張は共産主義に類似。

（９）共産主義体制はわが長が作った悪の体制も終わりにする。

（10）共産主義を指す。

（11）初期においては。

（12）世界のそれぞれの国が共産主義に危険を感じている。







悪魔（協議員たちに向かって）




１




色（１）と匂いの世界はわが思いのままである

地球　太陽　月　七天が。

東洋や西洋の人々はこの眺めを自分の目で見るだろう

わしが西欧の諸（２）民族の血を燃え滾たぎらせる時に。

政治家のリーダー　教会の司祭たち

それらすべてを惑わせることができる　わ（３）が一つの叫びで。

だがそれをガ（４）ラス工場と考えている愚かな者よ

壊してみ給え　その文化の杯と瓶を。

自然の手が切（５）り裂いた襟

マ（６）ズダクの理論の縫い針でも縫い合わせることはできない。

いつわしを共産主義に取り憑かれた者たちは怖（７）がらせられるか

不安な人生を送り　狂気の脳味噌を持ち　主義主張をがなり立てて。

もしわしが何か恐れるとすればこの共（８）同体だ

その灰の中に今でも願望の火花が残っている。

その民族には今でも点在して見えている

夜明けの涙でするわが脅威の（９）小洗浄ウズゥーが。

時代の内幕が明らかである者にはわかるはず

明（10）日の反乱はマズダク主義でなくイスラームであることが。




◎悪魔の五人の協議員がこのように各々の意見を述べると、悪魔の長は立ち上がり、彼らの意見を整理して自説を述べる。




◎１われわれには恐れるものはないが、特にあげるとすればイスラームであると自説を主張する。

（１）皆さん、心配はご無用。われには事物を動かす力がある。

（２）この言葉の三年後の一九三九年に第二次世界大戦が始まる。

（３）思想的な魅力があるので。

（４）西欧の文化。上辺は美しいが内面は醜い。中の酒は人間の理性を失わせる。だが壊せるのは自分だけだと悪魔は誇る。

（５）階級分化やそこから生まれた嫌悪感。

（６）富の公平な分配や階級のない社会理論。

（７）共産主義を恐れる必要はない。

（８）われわれが作らせた王制や民主制、共産主義のようではないイスラーム共同体。

（９）礼拝の前に手足や頭などを水で洗う儀礼。

　明け方起きてイスラームの再興を祈願する人々こそわれらにとり脅威。クルアーン第73章６節参照。

（10）この詩の一番重要な所。明日悪魔の体制に反乱を起こすものと指摘。




２




わしは知っている　この共同体はクルアーンの担い手ではないことを

敬虔なムスリムモミンの宗教は資（１）本主義であることを。

わしは知っている　東洋の暗い夜に

輝く白（２）い手ではないことを　その老師たちの袖口が。

だ（３）が今日の諸要求のせいで畏怖がある

預言者のイスラーム法シャリーアトが明らかになりはしないかとの。

ご用心ご用心　預（４）言者の法アーインに百回ご用心

女性の貞節を守り　男気を試し真の男にさせるもの　それは。

あ（５）らゆる隷属に　死のメッセージ

誰も皇帝ではなく　誰も君主ではなく　誰も道で物ごいをする者ではなく。

富をすべての穢れより清浄にする

富（６）の所有を神からの委託とする。

これ以上のどんな思考と行動の変革が他にあるか

この土地は王のでなく　ア（７）ッラーのである。

世（８）の人々の目からうまく隠されているが　この決まりが

幸せなこと　敬虔なムスリムモミン自身　確（９）信を持たないので。

さらによきことは今　神（10）学に巻き込まれている

ア（11）ッラーの本の秘義的解釈に今　巻き込まれている。




◎２将来、悪魔の体制を脅かすのはムスリムであるとの指摘に皆驚くが、悪魔の長は言う。

（１）敬虔なムスリムモミンも拝金主義に変わってしまった。

（２）手が白く輝くムーサーの奇跡の一つ。クルアーン第20章22節、第28章32節など参照。

（３）諸情勢の解決を求める人々がイスラームに向かうのではないかと悪魔の長は仲間に注意を促す。

　あなた方は最良の共同体である。クルアーン第３章１１０節参照。

（４）世の中のどんな体制もわが作り物であるので恐れるには及ばない。だがイスラーム法はそうではなく危険物である。

（５）イスラームは平等を重視。

（６）富は個人の所有ではなく神からの委託。クルアーン第４章５節参照。

（７）天と地の大権は神のもの。クルアーン第57章５節参照。

（８）これこそわれら悪魔に都合のよいことだ。

（９）自分の宗教や教義に対しての確信。

（10）真のムスリムの人生を過ごす代わりに。

（11）クルアーン。




３




その「アッラーは偉大なりの叫びタクビール」が全世界の魔（１）法を壊すだろうが

その神クダーを認める者の暗い夜が明るくならないように。

マ（２）リアの子は死んでしまったか　それとも永遠に生きているのか

神ハックの属性は神ハックから離れているのか　それともその一部か。

復活の前にイエスが来るのか

あるいはマリアの息子のような者で宗教を再び生き返らせる人が来るのか。

アッラーの言葉の語句は新しいのか古いのか

どの信仰で共同体の救いがあるのか。

イスラーム教徒にとって充（３）分でないか　この時代

神学のラ（４）ート神とマナート神を探すことで。

皆（５）さん　そ（６）れに行動の世界は知らせないままにしておこう

人生のチェスの中でその駒が全部敗北となるように。

望（７）ましいのは終末の日まで敬虔なムスリムモミンが奴隷のままでいることだ

他の者にとり無（８）慈悲な世界はそのままにして。

そのためにこういう詩や（９）スーフィズムタサウウスがよい

その目より人生の眺めが隠されているような。

いつもわしは恐れている　こ（10）の共同体の覚醒を

そ（11）の宗教の宇宙の考察は真実を明かすので。

夜明けの唱（12）名と瞑想でそれを陶酔させておこう

スーフィー教団の道場の気分にそれを浸らせておこう。




◎３悪魔の長は次の仕方で人々を混乱に陥れてやろうと他の者たちに結論として言う。

（１）われわれ悪魔がムスリム全部を罠にかけ神から遠ざけた魔法。

（２）ムスリムが宗教を実行する代わりに宗教論争に巻き込まれていることはわれわれにとり好都合である。次に述べるように。

（３）イスラーム教徒の崩壊にとって充分。

（４）イスラーム以前の古代アラブの時にカアバ聖殿の中にあった偶像。

（５）悪魔の長は協議者たちに命令。

（６）イスラーム教徒たちに。

（７）われわれに好都合なことは。

（８）神の恵みや進歩、幸せのない世界。

（９）完全なスーフィズムでなく、修道院でのような劣化した状態のスーフィズム。

（10）今は怠慢で眠っているがその覚醒を。

（11）全宇宙に目を配り、常に悪い所は除こうとしているので。

（12）実行の伴わない唱名で陶酔し、堕落したハーンカーの気分に浸ることは、真実をわからなくさせ、悪魔の体制には有利となるので。







２　息子への年老いたバローチ人の忠告




おまえの荒野の風はおまえに心地よいに違いない

デリーもブ（１）ハーラーもこの荒地よりもよい所ではないぞ。

思（２）い思い行きたい方に行く奔流のように流れていけ

この渓谷も　その砂漠も　われらのものだぞ。

気（３）概は努力の世界で重要なもの

それは托鉢僧にダーラー王の王冠を被せるものだぞ。

その隠（４）れた技を完（５）全人間から獲得せよ

それはガラスを花崗岩に変えると言われるものだぞ。

諸（６）民族の運命は個々人の手の内にある

それぞれ個人は共同体の運命の星となるものだぞ。

そんな潜水夫では海（７）の幸は享受できないぞ

海岸との接触が断てない潜水夫のようでは。

宗教を捨てて共同体が自（８）由になるようでは

そんな取引はイスラーム教徒には赤（９）字となるものだぞ。

世界で再び精神と肉体の争いが前面に出ているが

文（10）化が再びその獰猛性を高めているぞ。

神は敬虔なムスリムモミンの勇気を信頼しているが

悪魔は西欧の機械に支援を求めているぞ。

諸（11）民族の運命とは何か　誰も答えられないが

敬虔なムスリムモミンの洞察力があれば　その指示で充（12）分であるぞ。

かつての長（13）者より誠意の黄金律を学べ

「（14）何が驚きか　これら王のような人々が貧しき者を厚遇することが」




２年老いたバローチ人とはバローチスターンに住むバローチ族の老人の意。彼らは定住の地を持たないムスリムのような遊牧民で、質素で質実剛健な生活を送る。イクバールは彼らの中に真のムスリムの精神を見ている。




（１）ウズベキスタンの都市で八世紀頃より栄える。

（２）自由奔放な性格の育成を進言。

（３）人間にとって重要なのは自尊心。それで隷属から救われる。

（４）ダーラー王でさえ跪ひざまずく人生の過ごし方。

（５）神秘主義を会得している托鉢僧。

（６）集団の善し悪しは個人の善し悪しによる。クルアーン第１０３章１〜３節参照。

（７）真珠を得るには岸辺から離れて海に潜らねばならない。

（８）政治が宗教から自由になる。

　導きと交換に迷悟を買う。クルアーン第２章16節参照。

（９）ムスリムの本当の元手はイスラームである。だが一九三七年に国民会議派がムスリムに仕掛けたように、昨今は政治と宗教を分離させる傾向がある。

（10）西洋文化は魂を欠いている。

　主の賜物こそ至上。クルアーン第20章１３１節参照。

（11）勝利は精神主義か物質主義かのどちらか誰もわからない。

（12）運命を変えることができる。今イスラーム教徒はそのような完全人間を切望する。かつては多数いたが。

（13）彼らの行為はすべて神のためで、個人のためではない。

（14）ペルシア詩人ハーフィズ（一三二六？〜九〇年頃）のガザルより。







３　絵と画家




絵




絵は画家に言った

わが表れはあなたの腕前による。

だがなんという不（１）公平

あなたはわが目から隠れている。







画家




見（２）る人の目は見る人に重い

世界を見ようとすると何（３）が起きたか　火花に。

視線はいつも苦痛　悲しみ　熱　不安　動揺に巻き込まれる

愚か者よ　聞（４）くことで満足せよ。







絵




聞（５）くことは知能と知恵の衰弱である

目（６）撃とは心に永遠の生を与えることである。

こ（７）の時代の奮闘努力には適さない

「（８）あなたは決してわれを見ることはできない」の言葉は。







画家




おまえはわが名人芸の傑作である

この造物主に絶（９）望するな。

わが顕現には条件がある

お（10）まえがおまえの視線から隠れていることである。




３絵は人間、画家は神の意。どんな絵も自ら誕生したのではなく画家の制作による。人間も自ら誕生したのではなく神の創造によるので、人間は造物主の神を見ることを望む。




（１）わたし（絵）をみんなが見るがわたしは画家（制作者）を見ることができない。

（２）見る人の願望は。

（３）火花が上がって消えた。

（４）わたしについては、預言者たちにわたしのせいで起きたことを聞くことで満足せよ。クルアーン第98章２節参照。

（５）真理に対して臆測は役立たない。クルアーン第53章28節参照。

（６）あなたの姿を見ることは。

（７）現代は奮闘努力と新しい発明の時代であり、その言葉は時代の要請に合致しない。

（８）クルアーン第７章１４３節より。

（９）おまえはそれを見ることができる。

（10）まず第一に自分自身を見よ。そして真実を認めよ。おまえがそのようにしてから再びわたしを見よ。すると見える。すなわち神と人間は別々の二つではなく一つである。







４　死んでから復活までの期間バルザックの世界




⑴自らの墓へ死者の言葉




どういうものか　どういう今日の明日か　復活とは

長い間馴染んできたわが寝室よ　どういうものか　復活とは。




４墓穴と死者、陰の声の三者の対話で、隷属により自らを卑しくしてしまった民族は復活によっても生き返れないとしてイギリスの支配を非難し、それから脱することを望む。




◎⑴死者が、復活とは何かと墓に聞く。







⑵墓




百年死んでいる者よ　おまえにはわからないのか

すべての死の隠された要求である　復（１）活とは。




◎⑵復活とはすべての死の隠れた要求であると墓は答える。

（１）死んだ者すべてが最後の審判での計算のために生き返る日である。







⑶死者




復活とはその死の隠された請求である

そ（１）の死の罠に捕らわれていない　わたしは。

死んで百年が経つが

土の中の暗闇が嫌にならない　わたしは。

万が一また魂がか弱いこの体に乗ってくるようなことがあっても

そ（２）のような復活の買い手にはならない　わたしは。




◎⑶残念なことに、わたしにはその隠れた要求が復活であるような死が来なかったと死者は答える。

（１）わたしは奴隷であったので再び生き返ることがない。

（２）生き返れば再び世の苦しみがあるのでこのままの方がよい。







⑷隠れた声




蛇や蠍さそりの運命にも四足獣の運命にもない

ただ被支配の人々にだけ永遠の死がある。

それらはイ（１）スラーフィールの合図でも生き返らない

生きている時もそれらの体は魂が空であった。

死んで生き返ることができるのはただ自（２）由人だけ

命ある者の最後の行き場は墓の胸の中であるとはいえ。




◎⑷墓は死者の答えを聞くと驚き、心配した。死には隠れた要求が復活でない死もあることを知らなかったから、すなわちその後の人生がない死もあることを知らなかったからである。そのため隠れた声は死者が本当のことを言っていると言う。

（１）終末の到来時にラッパを鳴らす天使。ラッパの音で死者は墓より出る。クルアーン第18章19節、第36章51節参照。

（２）生前に奴隷でなかった人々。

　善行の徒には最善の報いがある。クルアーン第53章31節参照。







⑸墓（死者に向かって）




な（１）んという忌いま々いましさよ　おまえは現世で隷従の奴隷であったか

どうしてわが土が灼熱状態だったか今までわからなかった。

おまえの死体でわが暗闇はさらに暗く

おまえの死体でわが地面の名誉も丸潰れ。

くわばらくわばら　奴隷の死体から百回遠ざかってやるぞ

あ（２）あイスラーフィールよ　宇宙の神クダーよ　清（３）なる魂よ。




◎⑸墓はこれを聞くと、土が今までなぜ灼熱状態であったかがわかったと言い、その不浄なる者から逃れようとしてイスラーフィールを呼ぶ。

（１）奴隷だったくせにわが膝元で眠っているとは憎い。

（２）この死体がなくなるように早くラッパを鳴らせと哀願する。

（３）隷従の汚れを清くするような、何か清らかな魂を与えよと願う。







⑹隠れた声




この世の体制は復活でひっくり返るが

そ（１）の騒ぎで存在の秘密もベールなしになる。

地震で山々は雲のように飛び散り

地震で谷間ごとに新しい泉が湧き出し。

新しい建設にはすべての破壊が必要

その中にこそ人生の困難の解決がある。




◎⑹隠れた声は、安心せよ、復活はそれぞれ決められており必ず来ると土に警告する。

（１）この世ですべての人々がなしたこと、その様子が明らかになる。







⑺地面




残念　こ（１）の永遠の死よ　残念　こ（２）の戦いよ

この宇宙の混乱はいつか終わるのだろうか。

知（３）能はその偶像より解放を得られない

賢者も愚者もすべてラート神とマナート神の虜。

な（４）んと堕落したか　神ヤズダーンのような人間が

このような世界では心や目にその荷は重い。

　ど（５）うして夜明けにならないのですか　人間の夜は。




◎⑺地面は死者、墓、隠れた声の問答を聞きその時が来るように願い、さらに人間が他の人間から解放されるように願う。

（１）これをもたらすものは隷従。

（２）強力な民族による弱小民族への攻撃。その結果が隷従。

（３）神のない科学、哲学、論理学の姿で自分のために作った偶像から抜けられない。

（４）そのような偶像崇拝の結果。

（５）絶望と不安から、地面は造物主に質問している。







５　退位した国王




このすばらしい結（１）論を出した国王に祝福あれ

自らを犠（２）牲にして王朝体制の秘密を暴露させた。

国王はイギリスという寺院の中で一つの土（３）偶に過ぎない

祭司たちが望めばすぐに粉々にできる。

こ（４）れはわれら隷従民にとり麝じゃ香こう入りの阿片だ

イ（５）ギリスの魔術師たちよ　われらのために新しい主人を彫ってくれ。




５イギリスの国王エドワード八世は、離婚経験のあるアメリカ人の女性との結婚を望んだが、閣僚や他の多くの人の反対にあい、一九三六年、王位と王冠を返上してその意志を貫徹した。

　イクバールは王の行為に感銘を受けたがその結婚への反対の中に王制の秘密を見てとった。




（１）離婚歴のある女性との結婚。

（２）王位と王冠を捨てて。

（３）結婚さえ自由にできない権限のなさ。

（４）イギリスの王制は、麝香入りの香水で隷従民を酔わせ、隷従民を支配するために作られた。

（５）王制を終わらせることが目的だったら、その後すぐにジョージ六世を王位に就かせなかったはず。それゆえ皮肉交じりに隷従民のためによき国王を作ってほしいと懇願。







６　地獄にいる人の神への祈り




こ（１）の古寺院に　利己的な祭司がいる

偶像で望みが適かなわないと神クダーを思い出す。

偶（２）像礼拝も無益　イスラーム寺院の礼拝も無益

貧しい者たちの運命である　呻うめき声や悲嘆だけが。

建（３）造物はどれも天に聳そびえる程の高さ

だがそれぞれの町は実に廃墟。

鶴つる嘴はしの運命の巡りを見よ

パ（４）ルヴェーズは喉を潤わせ　ファルハードは喉を乾かさせ。

この学問　この知恵　この政治　この取引

今（５）あるこれらすべてが　王の思考の発明品。

だがアッラーに感謝　この苦しみに満ちた所でも

西（６）欧商人の隷従よりはましで自由。




６西欧の諸民族の互いの対抗は人間生活を苦しくさせた。地獄にいる者の意見では、現実世界での隷従の生活は地獄より悪いと言う。




（１）現世の人間は利己的である。

（２）現世の人間は神を見放し、隷従の鎖だけが強くなるばかり。

（３）征服民が建てた建造物。

（４）ここでは、パルヴェーズは資本家、ファルハードは労働者の意。

（５）すべてが王制強化のため。

（６）多くの困難はあるが地獄にいる者はイギリスの隷従からは自由である。隷従の天国より自由な地獄の方がよい。







７　故マスウード




これら太陽と月　これら星　この紺碧の空

だが誰にわかるか　こ（１）の世界はあるのかないのか。

道や目的地の考えはおとぎ話や呪文なのか

人（２）生が目的のない旅である時。

残念　時という手から免れられなかった

名高きア（３）ハマドやマハムードの遺児も。

その突然の死は学問や芸術の衰退

隊商の限りなく高価なもの　そのマスウードは。

わたしを泣かせる　世の人々の薄情は

夜（４）明けの鳥の嘆きを歌と考えている　世の人々は。

友の悲しみの治療は我慢に隠れてあると言うな

死の難問の解決は我慢だと言うな。

「（５）恋する者で我慢する者である心は石

　愛から我慢までは千（６）ファラングの距離」




聞かないでくれ　わたしに　早急に過ぎる寿命とは何か

誰がわかるか　この早業やペテンとは何か。

土から生まれた者が　土に隠される

これは（７）一時的に目前から隠れたことガイバか　それとも永遠の消滅か。

道（８）の埃に与えられている　美の興味が

だが知能は述（９）べられない　目的は何か。

心（10）や目もこの水や土の奇跡である

そうでなければ人間の能力の極限は何か。

この世の基本的精神が「アッラーの外に神はなし」であるなら

イ（11）エス　釘　十字架の事件とは何か。

願いの（12）血の代償キサースを誰から求められるか

誰が罪人か　そして血の代償は何か。

悲しむな　世の束縛に捕らわれているが

魔法を壊す　わ（13）れらが持つ心が。




自我が生きているなら死は一つの生の休憩所

愛（14）は死で　それを試す。

自我が生きていると　あなたの海には岸辺がない

あなたとの別れでナイルやユーフラテスの波も落ち着かない。

自我が死んでいるとそよ風の前の干し草のようである

自我が生きていると全世界の支配者となる。

もし視線が神の顕現に恵まれなかったとしても

さ（15）らに二千もの顕現が損害の償いとなるだろう。

敬（16）虔なムスリムモミンである者の高さは天を越える

地（17）面から昴すばるの高さまで　すべてがラート神やマナート神である。

それの住み処は神ザートの家である

墓の暗い土の中ではなくア（18）ッラーの姿の顕現の場でもない。

土（19）のこの世界より飛んで高くなると

太（20）陽や月　星々の魔法を壊してしまう。




７恩人であるサル・ラース・マスウード追悼の詩。彼はアリーガル運動の指導者であったサル・サイヤド・アハマド・ハーン（一八一七〜九八年）の内孫で、アリーガル・ムスリム大学の副学長をし、その後ボーパール藩王国の文部大臣となる。イクバールの心酔者で、イクバールが晩年病気になるとボーパールに呼び寄せ、その回復と財政的援助を図る。

　詩は二十一の対句から成り、前半の十三の対句は悲観的だが、後半の対句には一変して力強いメッセージ性がある。




（１）確かに存在して見える世界。

（２）すべての旅人が生の道を歩み、死という目的地に着く旅。

（３）サル・サイヤド・アハマド・ハーンと、その息子（サル・ラース・マスウードの父）で裁判官であったマハムード。

（４）世の人々はわが詩を単なる歌と考えている。

（５）辛抱と悲しみの関係を明らかにするため、ペルシア詩人サーディー（一九一〇頃〜九二年頃）の詩を引用。

（６）非常に遠い。

（７）死んではいないが直接の接触が不可能なイマームの状態。シーア派の思想ではガイバの状態であったイマームが終末時に再臨し、地上に正義と公平の世を築くとされる。

（８）造物主は人間の中に自らの美を見る興味を置き、死後にも生を与えた。

（９）知能では目的はわからない。

（10）心や目も物質で作られてない。

（11）キリストの信仰や三位一体はイスラームの神の唯一性に反する。それがなぜはやるのか。

（12）加害者に対して被害者と同程度の報復を科すイスラームの刑法。神が殺人者ではその報復は誰にも求められない。

（13）神から得た心が美の興味で内面的に働けば魔術を壊せる。

（14）愛の人にとっては死は一つの試練であり、その後永遠の生を得られる。

（15）失望するな。自我さえ生きていればつぎつぎと起こる神の顕現を目にすることができる。

（16）以下で自我が強化された敬虔なムスリムの位置を明らかにしている。

（17）ラート神やマナート神の偶像に邪魔されない高さ。

（18）アッラーの顕現でこの世は終わる。終わってしまってはそれの住み処になれないので。

（19）アッラーの信仰で霊的認識を得てこの世界の外に出ると。

（20）アッラーと関係を持つことで非アッラーを恐れなくなり、土であっても輝く性質を持ち、僕しもべであっても神の性質を持つので。







８　陰の声




明け方　最（１）高天より声がする

どのようにして失われてしまったか　おまえの知（２）恵の宝は。

どのようにしておまえの探求のメスは鈍くなってしまったか

なぜおまえには星々を征服する力がなくなってしまったか。

おまえは外にも内にも地（３）上の代理者としての地位に相応しいか

炎であるべきものが　干し草の奴隷となってしまったか。

太陽も月も星々もどうしておまえに従わないか

どうして七天はおまえの視線に震えなくなってしまったか。

今もおまえの血管には血が流れている

だが思考の熱気　大胆な思想はなくなってしまったか。

そ（４）の目は輝いているが世を見る力がない

瞼まぶたに清（５）い視線がなくなってしまった目では。

おまえのその良（６）心の姿見は残っていない

王（７）やイスラーム学者ムッラー　スーフィー聖者ピールに殺された者よ。




８イスラーム教徒はさまざまな点で衰退してしまった。カリフ制に代わる王朝主義、イスラーム学者ムッラー尊重、スーフィーピール尊重がイスラーム教徒に真のイスラーム精神を忘れさせ、世界で卑しむべき者にしてしまったとイクバールは隠れた天使に言わせている。

（１）空より上の神のいる場所。

（２）宇宙や人間の真実を理解させ、人間を動物でなく人間にさせる能力。

（３）神は人間を神の代理者として地上に送った。クルアーン第６章１６５節、第10章14節など参照。

（４）ここ以降でイスラーム教徒の衰退の原因を隠れた天使が語る。

（５）神の愛で洗われた視線。

（６）かつては悪を止める清貧の威厳があったが今はない。

（７）カリフ制に代わる王朝支配、ムッラーによる精神的な隷従、ピールによる良心の奴隷によって殺された者。







９　四行詩




１




１




わが願望の枝の実は何か

お（１）まえの運命の様子がわたしにわかるか

花（２）の蕾は今日開きたりない

明日の朝のそよ風に何が見えるか




９

１

◎１明日のことは誰にもわからない。不確実な明日を当てにせず今日の様子を見て行動しなければならない。ムスリムは不確実な運命に頼り過ぎている。

（１）自分のこともわからないのにどうしておまえのことがわかるか。

（２）今日そよ風が吹かなければ蕾は萎しぼんだまま、明日のそよ風も絶対に吹くとは言えない。




２




自（１）由にさせてやれ　そ（２）れを世の仕事から

毎瞬の試練から　放免されるように

古（３）い考えの悪魔では役立たなくなってしまったので

どこからかより新しい罪を持ってこられるように




◎２西欧の文化や文明、社会体制はイスラーム教徒の中に、悪魔が生んだような悪を生んだ。そこで今では昔の悪魔の必要がなくなった。古い悪魔の繰り返しに飽きたので。

（１）神に願う。

（２）悪魔の、人々を騙す仕事。

（３）今日の人は自分が完全な悪魔になってしまったので古い考えでは役立たない。




３




朝（１）夕の世界を変えよ

陸と海の世界を破壊せよ

あ（２）なたの御心は傷からきれいであれ

わが魂のない跪拝に気をつけよ




◎３イクバールは神に非イスラーム体制になってしまったこの現状の崩壊を願う。そこでは真の楽しみとなる跪拝ができないので。真の楽しみはアッラー以外には跪拝しないことにある。日常的にアッラー以外にする隷属的な跪拝では神にも傷がつく。

（１）神に祈る。

（２）神意。







２




１




わ（１）たしは貧しくても金持ちに嫉妬される

なぜならばわが清貧には気概がある

だがこういう清貧や托鉢僧の生き方には気をつけよ

イスラーム教徒に他（２）に頭を下げることを教える




２

◎１清貧や托鉢僧の生き方には二種類ある。一つは人里を離れて独居し、時に人々に物ごいの手を差し出すこと、もう一つはすべてを不要とし聖戦の中で生き、ただ神の戸口にだけ願いの手を出すこと。ここでは後者について語る。

（１）わたしとはデリーの聖者廟に眠るニザームッディーン・アウリヤー（一二四三〜一三二五年）を指す。デリー・スルターン朝のスルターンに敬愛された。

（２）人間に隷属を教え、アッラー以外の神に物ごいの手を差し出させる。




２




知（１）能の袋の狭きょう隘あいを嘆く

顕（２）現の過多を嘆く

視（３）線が他の眺めを好む時

それが非イスラーム教徒であることを嘆く




◎２目は物を見る。しかし隠れた真実を見る力は享受していない。それをイスラーム教徒の視線に喩えている。

（１）世界や宇宙の顕現を理解するために知能の助けを必要とするが充分ではない。

（２）この世界の四方八方に神の顕現があるが、つかみ取れない。

（３）目がもし神以外の顕現を見るとそれは目の不信仰である。したがってこれらすべてが嘆くのに相応しい。




３




イクバールはマッカの聖域のシャイフに尋ねた

イスラーム寺院の壁へき龕がんの下で誰（１）が眠ってしまったか

するとイスラーム寺院の壁の方より声が聞こえた

西欧の偶像寺院で誰（２）がいなくなってしまったか




◎３今日のイスラーム教徒は、現実を忘れて宗教に凝っている者と、宗教を忘れて西洋文化に夢中になっている者の二つに分かれている。これは理想的な姿ではなく、宗教と文化の両方に重点を置くべきである。

（１）宗教に凝っている宗教学者ムッラー。

（２）イクバールを含めた宗教を忘れた西洋文化崇拝者たち。




４




願（１）望の古い混乱も冷めてしまい

イスラーム教徒の血（２）が冷めてしまい

偶（３）像よ　わが宗教知らずでおめでとう

今日　「神よアッラー・フー」の叫びも冷（４）めてしまい




◎４イスラーム教徒の衰退の原因を述べる。

（１）剣や財、言葉を使った聖戦ジハード。

（２）アッラーの道のための聖戦に参加する熱気が消滅。

（３）貪欲、背信、富などの偶像によって神の道から迷い出てしまったイスラーム教徒は、恐れを抱かなくなった。

（４）王制などで神への愛を失ってしまい。




５




敬虔なムスリムモミンの話は魅力がある

心に血　息は輝き　視線は鋭くて

それを目にすることを誰が得られるか

その宴の輝（１）きは　人付き合いが少なくて




◎５敬虔なムスリムの生涯と特徴を述べる。

（１）敬虔なムスリムを指す。




６




刺と花の区別を知っている

朝風の輝かしき良心は

花の保護はできない

もし刺に絹のようなところがあるとしたら




◎６一つの枝に刺と花が同時にあることを自然の摂理とし、それにより造物主の存在を論証しようとしている。すなわち朝風が刺と花を区別し、花には花びらを柔らかく開かせ、刺には刺の部分を固く鋭くさせているのは神の仕業であると言う。




７




別（１）離や近づきの話はするな

生の本質は自（２）我を明らかにすることである

海（３）の損失にも真珠の損失にもならない

海の中から真珠を引き上げることは




◎７真の生は自らの表現にある。そのためには自分を保護・庇護してくれる場所から離れることが必須。

（１）生存の場での別離や出会いは重要ではない。

（２）隠れている自我の表現が必要。

（３）海の底から真珠を取り出しても真珠が不足することはない。海の外で真珠が壊れることはなく、かえって真珠のよさが明白になる。




８




おまえの海に台（１）風がどうしてないか

おまえの自我はどうしてイ（２）スラーム教徒ではないか

神（３）ヤズダーンに運命の不平を言うことは無意味

おまえはどうして神ヤズダーンの運命にならないか




◎８もし人間が自分の喜びを神の喜びと同化することができれば人間は自ずと神の運命を得る。

（１）イスラームを世に光栄あるものにする聖戦の熱意。

（２）非アッラーへの怖れでイスラーム法に従わなくなった邪教徒。

（３）ムスリムよ、努力して神の運命となり運命に不平を言う代わりに自らの運命を作る者になれ。クルアーン第31章17節参照。




９




もし知（１）能が心の視線で見れば

「（２）神はなし」の光で明るい　世界は

ただ夜と朝の巡（３）りである

もし太陽と月の回転で見（４）れば




◎９今日に到るまで宇宙の造物主についての議論があるが、イクバールは世界の存在は物質によるものではなく、神の光のお陰で存在すると言う。

（１）知能は諸学や観念を理解するのに役立つが、隠れた真実を知覚する眼識を欠く。

（２）「アッラーの外に神はなし」の意で神のこと。神は天地の光である。

（３）視覚的にはわかるが神の光との関係がわからない。

（４）世界を見れば。




10




時に海（１）から波のように盛り上がれ

時に海の底（２）まで沈んで行け

時に海の岸（３）辺を通り

その自我の場を明らかにせよ




◎10自我や霊的認識の獲得、その強化の表現にはいくつかの段階があり、イクバールはそれを海に喩えている。

　今日のムスリムの衰退は自分の持つ力や神によって与えられた能力に無知であることによる。

　神は信心深い者にさまざまな能力を与える。人々はこれに気づいていない。クルアーン第51章20〜21節参照。

（１）物質世界を征服せよ。そして物質を使って進歩せよ。

（２）物の本質を理解し、物の本質や根本を発見せよ。そして知的に進歩せよ。

（３）物質の世界を超えて精神の世界を巡り、清貧の威厳を作れ。







10　カシュミールのローラーブ渓谷の住人
ムッラーザーダ・ザイガムの覚書




１




おまえの泉の水は悶える水銀

夜明けの小鳥たちはおまえの大気の中で落ち着かず

　ローラーブの渓谷よ。

もし（１）説教壇ミンバルや壁へき龕がんの近くにいる者が騒（２）がなくなると

敬虔なムスリムの宗教に死や眠気が起こる

　ローラーブの渓谷よ。

情熱的な心の声は楽器による

も（３）し弦が緩いと琴こと爪づめは無駄である

　ローラーブの渓谷よ。

イスラーム法学者の視力は洞察力の光を欠いている

神秘主義者の居酒屋の生の酒には熱（４）がない

　ローラーブの渓谷よ。

その夜明けの嘆きで心の覚醒があるが

この民族にはここしばらくそのような托（５）鉢僧が得られていない

　ローラーブの渓谷よ。




10ムッラーザーダ・ザイガムとはカシュミールのローラーブ渓谷に住む架空の住人で、ザイガムは獅子の意。イクバールはその人の覚書として、獅子のように闘う姿を描いた十九の詩を綴っている。その意図は、カシュミールの住人に対してヒンドゥーのカシュミール藩王からの解放闘争とその意義を語り、また、覚醒を促すことである。




◎１ムッラーザーダ・ザイガムは渓谷の住民の中に真のイスラーム精神を語る指導者の消滅を悲しむ。

（１）礼拝の先導者が立つ所。

（２）解放や独立の聖戦の騒ぎ。

（３）正しい感情と踠もがきがない限り宗教は変化をもたらさない。

（４）精神を喚起させる力がない。

（５）神のような特性を持つ托鉢僧。




２




その呼び名が隷属であるものは死（１）よりも厳しい

どうか奴隷の者たちに支配者の策略や企たくらみがわかりますように。

支配者のイスラーム法における命（２）令の斬新さを見よ

ラ（３）ッパの大騒動はイスラーム法に適いハラール　最後の審判の美味は不浄ハラーム。

人間よ　隷従によりあなたの魂は衰弱気味

熱情なき胸の中に　自（４）我の立場を探せ。




◎２支配者に狡猾に痛めつけられている人々に自我の確立を勧める。

（１）どの民族にとっても隷属は。

（２）奴隷たちを隷属に慣らさせる命令。

（３）最後の審判の時、統治者は天使イスラーフィールのラッパの音で死者を目覚めさせるが、彼らはあらゆる方策を駆使して民を隷属に酔わせたままにしておく。

（４）失ってしまった自我。




３




今日　そのカシュミールは被（１）支配地で不本意の地　そして困窮の地

かつて見識ある人々は言っていたが　小イランだと。

天の胸より熱い溜め息が出る

神（２）ハックの人が王や富者に威圧されると。

日々の暴虐の姿を物語る

山麓の古びた農家の荒あばら家やが。

残念　高貴で熟練した明敏な民族よ

賞（３）罰の日はいつ　罰を与える神クダーよ。




◎３抑圧されているカシュミールのイスラーム教徒が、いったいいつまでその残虐な扱いに耐えねばならないのかと憂慮する。

（１）第一次シク戦争（一八四五〜四六年）後に生まれたジャンムー・カシュミール藩王国により、カシュミールの地はイスラーム教徒にとり圧制と残虐の地となった。

（２）アッラー以外は自分の主と認めないイスラーム教徒。

（３）神よ、カシュミールをこのようにした者はいつ罰せられるのか。




４




被（１）支配の民族の血が熱くなると

四方に広がる色と匂いの世界が震える。

推（２）測と疑念から出て人間の良心はきれいになる

願望の灯がすべての道を明るくする。

知能が縫い合わすことができない裂け目

それらを継ぎ当ての糸や縫い針なしで愛（３）が縫い合わす。

休みない打撃でついに粉（４）々になる

支配者の冷徹な　そして鏡のように美しい偶像が。




◎４解放への努力と覚醒があれば、隷属は終わると語る。

　この詩は一九三七年に書かれ、当時この民族の隷属の時代も間もなく終わるように見えた。だが一九四七年のインド・パキスタン分離独立後、カシュミールは二分されイスラーム教徒への抑圧は続く。

（１）自由と解放への気運が高まると支配への抵抗が始まる。

（２）隷属民の中に解放への血が動き始めると推測と疑惑が減る。

（３）知能に反して愛が裂けた襤らん褸るを縫い合わす。

（４）支配者の偶像が隠れていた姿を現すと個々の人々が一つに纏まとまって。




５




鶉（１）うずらの飛翔の中に白鷹の悠然さがある

狩師は驚く　これは白鷹か鶉かと。

すべての民族の思考の中に生まれている　大（２）波が

東洋に（３）最後の審判の日キヤーマトの表れがある　今日この頃。

自（４）然の要求で阿鼻叫喚ハシャルが起きない訳にはいかなくなった

その死人にはイ（５）スラーフィールのラッパの音が必要であったが。




◎５どんな民族も永遠に他への隷従のままということはない。いつかそれから脱しようとする。

（１）鶉のようにか弱いカシュミールのイスラーム教徒が一九三〇年に藩王に対して自由獲得の運動を起こした。

（２）東洋のすべての地で起こった、長い間抑圧者であった西洋への抵抗運動。

（３）現世が終わる時、各人の現世での所業が神により裁かれる。クルアーン第18章49節参照。

（４）人間が他を奴隷にしてはいけないという摂理。

（５）終末時にラッパを吹く天使。だが死人はその音を聞かずに自分で起き騒ぎ始めた。




６




放蕩者もスーフィーの徳の極地を知っている

彼（１）らの奇跡は有名ではないが。

自立　自尊と続き　「われは神なりアナー・アル＝ハック」の叫び

求（２）道者が自由であるなら　これら三つがそれの神（３）への一里塚マカーマート。

求道者が抑（４）圧されているとその存在一性論はこのようになる

それは死人となり墓となり　それは突然死をしたような人になる。




◎６この詩で自由の重要性を語る。すなわち自由に基づけば精神的進歩が可能であり、もし自由を享受しないとスーフィズムや神の霊的認識の叫びには効果や影響力がない。

（１）スーフィーは奇跡で名声を得る必要はない。その行為が他に影響を及ぼすので。

（２）神秘主義の道を行く者。

（３）神秘主義の道で神に到る道程。

（４）隷属や抑圧は求道者の行為をすべて無力にする呪いである。それは肉体的な死でなく精神的な死を起こす。求道者が自由ならその存在一性論は「われは神なり」で永遠性を得る。




７




スーフィー教団の道場を出てシャッビールの仕方をせよ

なぜならスーフィー教団の道場ハーンカーの清貧はただ悲しみと憂鬱だけ。

おまえの宗教や文学には世（１）を捨てる匂いがする

これこそ死に行く民族の老いた様子である。

王制の悪（２）魔の目の中にその魔力がある

獲物の心の中に自然と獲物になる美味が生じるような。

なんと無関心になってしまったか　朝（３）を呼ぶわが叫び声に

カシュミール人の目の黒さから誰が奪ってしまったか　あの騒ぎと陶酔を。




◎７行動と努力を欠いたスーフィー教団の道場に居座るような民族に、外に出て活動せよと忠告。さもないと人生は民族のアイデンティティーを失い、死に到るので。

（１）無感動で実行力を欠き、奴隷として生きる者の匂い。

（２）領主や地主、資本家を指す。

（３）隷属を断ち切るわが詩。




８




もしそれを血の滴りと考えるならそれでいい

だが人（１）間の心は一つの高い感情である。

そ（２）れは月や星の回転を好まない

心（３）は自分で朝夕の絵を描く。

その土地の心の中に（４）鈴掛すずかけの木の火がある

幸運なその土地が冷えたままであることはありえない。




◎８カシュミールのイスラーム教徒たちに心の本質とその価値を述べる。

（１）おまえの中に真の心が生まれれば宇宙もおまえの前に跪ひざまずく。

（２）目覚めた心は運命と天の動きを結びつけることを嫌う。

（３）この世の変革は心から起こる。

（４）カシュミールの地には鈴掛の木が多い。その葉は赤味がかっており、それを火に喩えている。




９




花園の中に花の図書館が開かれても

宗（１）教学者ムッラーには本の知識は役立たなかった。

春（２）風は真面目さを壊すものだった

ア（３）ンドラーブの古老たちも歌わずにはいられなかった。

火のような紅あかい衣装を身に纏まとうチ（４）ューリップは言った

わたしは命の秘密を暴露する者だ。

墓（５）で眠る者を死と考える者は

その心の出来具合に欠陥がある。

日夜の連続が人生ではない

人生とは陶酔や半寝の状態でもない。

人生とは自（６）らの火の中で燃えること

その瞬間がすばらしい　そ（７）のことがわかる時が。

も（８）し心の火から火花が得られるなら

空の下もと　太陽のように輝ける。




◎９宗教学者は本を通しての研究に熱中し、自然の観察に関心を示さない。その結果、思想に広さが生まれず、神への愛が生まれない。また彼らは、宇宙や人生の真実も知らない。

（１）ムッラーは花の図書館を見ても神の顕現だということがわからずに単なる花と考える。霊的認識を欠いている。

（２）大抵の詩人は春には愛と狂気が増すと言うが、これはイクバールの春の捉え方。

（３）中央アジアのバルク近郊。

（４）チューリップの花を見て賢人は神の顕現を目撃する。その赤をイクバールは愛と捉える。

（５）肉体的な死を真の死と考える者は永遠の生命の秘密がわからない。絶えず努力する者は肉体的に死を迎えても永遠の生を得る。

（６）不断の努力の感情で満ちていること。

（７）学問や本、論理学や哲学はその理解や秘密を得る助けにならない。

（８）もしおまえが自我を生かすことができるなら。
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自由民の血（１）管は石のように頑丈で

隷従民の血管は葡萄の蔓つるのように柔（２）らかい。

隷従民の心は死体のように憂鬱　そして絶（３）望的

自由民の心は生き生きとして情熱的で喜びに満ち。

自由民の持ち物は明るい心と熱き魂

隷従民の元手はただ濡れた目。

隷従民は誠意や男らしさを欠き

論理的な話では抜（４）け目がないが。

隷（５）従民は自由人と同等でありえない

前者は天の下僕　後者は天の主人であり。




◎10ムッラーザーダ・ザイガムの言葉を介して、イスラーム教徒の中に自由獲得の気運が生じるよう、自由民と被征服民とをさまざまな角度から比較検討する。

（１）自我の意。

（２）敵に対抗できず攻略される。

（３）願望に従って生きられない。

（４）隷従民には自由民のような目的や願望がないので自ら行動せず無駄な論議で過ごす。

（５）（１）〜（４）の対句のとおり、隷従民は運命のなすがまま、自由民は自ら運命を作るので。
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すべてのスーフィー聖者もそうでない者も自（１）我の認識がない

誰か言ってくれ　こ（２）れはイスラーム寺院かそれとも居酒屋か。

説（３）教者の長はこの秘密を隠した　われらに

カアバの灯明の蛾は　カアバであることを。

学問のない呪術に捕らわれている　邪教徒も敬虔な人も

シャイフやバラモンの話は呪術であり作り話である。

神よ　あの托鉢僧が必要だ　カシュミールの地には

その清貧にム（４）ーサーのような仕方をする。

この世の人々の目からいつまで隠れたままか

ウ（５）ラル湖の真（６）珠はみんなすばらしいが。




◎11カシュミールでムスリムが自我をなくし、ウラマーたちも無目的であるのを嘆き、イギリス人やヒンドゥー教徒の隷属から彼らを解放してくれる聖戦士の出現を待つ。

（１）神がムスリムを世界の諸民族の中で最良の共同体にしてくれたことの自覚がない。クルアーン第３章１１０節参照。

（２）ムスリムが自我の認識と独自性を失い、非アッラーの命令での生活となったために、これら二者の間の差異が消滅した。

（３）カアバは神の意。蛾はアッラーに愛を持つムスリム。それゆえ、アッラーはアッラーに強い愛を持つムスリムを愛する。

　もし導師が隠さず語るならムスリムがアッラーを捨てて非アッラーに捕らわれることはなく、隷属や堕落の生活もない。

（４）ムーサーはイスラエルの民をエジプト王より救った。クルアーン第26章63〜65節参照。

（５）ジャンムー・カシュミール州の夏の州都シュリーナガル近郊にある湖。

（６）カシュミールのムスリム。
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それらの行（１）動力で世界が変わる

生きている民族は大いなる戦いを戦った。

占星術師の明日の星占いは間違っている

古（２）い星々は　空から落ちてしまった。

この世の心に非常な程の火（３）が燃え立っている

海（４）の波で星々が壊れるような。

大地は地（５）震に安心できない

自（６）然のかすかな徴候が表れている。

ヒ（７）マラヤの泉はいつになったら湧き出るか

と　ヒ（８）ズルは考える　ウラル湖の辺ほとりで。




◎12絶えざる変化と革命はこの世界の定めで、この世で進歩を望むなら停滞と安息の生活は放棄しなければならない。さもなければ隷属の呪いを断ち切れない。

（１）現状を変化させるには自らの中に行動力を生む必要がある。

（２）自由な民族は自らの運命を星でなく努力奮闘により決める。

（３）革命や変革に向かう力。

（４）波のような脆弱なものが変革の願望によって運命を支配する星を壊す力になっている。

（５）地震は大地に隠れており、一度起こると大地を一変させる。

（６）自然は地震を起こすことによって人々の中に革命や変革の力のあることを示す。

（７）これらの民族はいつ覚醒して自由を得るか。

（８）預言者の一人で荒野や海などの道案内人。
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時代の中で生きている民族の印とは何か

朝夕ごとにそれらの運命は変（１）わっていく。

それらの生活は誠心さと人間らしさの極地である

それらの誤りを神（２）は許す。

カランダルのような格好　ス（３）ィカンダルのような威厳

これらの共同体は世で抜き身を翳かざしているようなもの。

自（４）らを知る者の美と威厳は自我より生じ

こ（５）れこそ本である　残る他のものはその注釈。

イ（６）ードの壮観さは否定しない　わたしは　だが

神（７）ハックの同意は自由人が唱えるタ（８）クビールだけ。

哲学者はわ（９）が声の秘密を解せるか

理性の人は心を乱している人の仕方を解せるか。




◎13生き生きとして目覚めている民族の特徴は何かを述べる。

（１）高い目標とその完成への努力があるので。

（２）邪心に基づいていないので。

（３）アレクサンドロス大王のこと。

（４）自分自身を知る者は真実の人である。人柄や態度の美、托鉢僧のような生き方の威厳は自我により強化される。

（５）自我が本で、美や威厳はそれを説明する注釈。

（６）断食明けの祭りや犠牲祭などのイスラームの祭り。

（７）今われわれは抑圧者の前に跪ひざまずき隷属の生活を送っているという叫びは見せかけで神の同意は得られない。

（８）「神は偉大なり」の意。

（９）預言者ムハンマドへの愛に満ちているイクバールの詩。
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おまえは邪教徒のように人生の賭博をするのか

お（１）まえは時代と賭博をし己おのれとはしていない。

今　マッカの聖域ハラムの学校でわたしは見ない

ジャニードの心　ガザーリーやラーズィーの目を。

教令を出す宗教的権威者ムフティーの命で

鶉（２）にとって大鷹のような行動は禁忌である。

太初より慧けい眼がんの律法学者は雄の鷹に言った

なぜ空の方に行くのか　地（３）面の方にも注意を向けよ。

わ（４）たしははっきり言うことを断念することはなかった

専制君主に密告されることを恐れて。

われわれの側にサマルカンドはない　ボハーラーもない

だが祈りを上げる　シ（５）ーラーズの恋人に　ファキールの方から。




◎14ムスリムは自民族の存在を理解せず時代に迎合して生きている。また以前のような人物も現れないのでムスリムは生きる勇気もなくしている。だがイクバールはカシュミールの住民にエールを送る。

　この詩の原典はペルシア語。

（１）自分を認識する努力をせず、日和見主義的な生活を送る。

（２）鶉うずらは隷属民、鷹は自由民の意。弱小民族は大事業を行うことはできない。だがこの教令をムスリムは認めない。この世の力を信頼するのは邪教徒。敬虔なムスリムモミンは信仰の力を確信し、剣なしでも闘う。

（３）本当の仕事は人間への奉仕。

（４）厳しいイギリス支配にもかかわらず覚醒の詩を書いた。

（５）美しいカシュミールにこの世で再び栄光が戻るようにと。
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西洋の心は商（１）人的で東洋の心は修（２）道士的である

前者は世界が毎瞬進化し後者は変わらないままである。

ヒズルは川べりで密かにわたしに秘密を明かした

王であれ世を捨てたスーフィーカランダルであれ両（３）者共に魔術師である。

修行場ハーンカーの聖者たちはわたしを自らの敵と考えている

わ（４）たしの嘆きで聖者廟の敷石が粉々になりはしないかと恐れている。

隷属民の学問と神の霊的認識の明らかな秘密はこうである

も（５）し土地が狭くても空の大気は限りなくある。

その言い方が何かわからない　神クダーを欺くものか　自分を欺くものか

ムスリムは行動を止めて　運（６）命の言い訳をする者になっている。

わたしの捕囚に花の枝はこう言って猟師を泣かせた

このような情熱的な歌い手の巣はわが上に重（７）くない。




◎15西洋の利潤追求と東洋の諸民族の不活発、さらにスーフィズムの欺瞞を述べる。すなわちムスリムは奮闘努力で運命を自分のものとする代わりに無為に人生を過ごし、そこに生じる状況を自らの運命のせいにして満足している。

（１）自らの利害だけを考えている。

（２）行動を欠き隷従の人生を送る。

（３）無邪気な大衆を王の威厳と托鉢僧の質素さで隷従と貧困の生活に甘んじさせている。

（４）わたしは詩で彼らの欺瞞を批判したがそのペテンが暴露しないか彼らは恐れている。

（５）隷従民の学問やスーフィズムはこの部分にあるような言葉で、自由獲得の努力をさせる代わりに自らを慰める。

（６）努力を止めたせいでムスリムは隷従の枷かせを自分の喉にかけ、それを運命のせいにした。

（７）その詩は祖国に必要なので。
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花（１）の地帯よ　なんら説明の必要はない

わが心の上の血の絵はチューリップである。

運（２）命とは行為への代償の名である

このメッセージをヒマラヤの聖（３）人が出している。

冬（４）の気候の中でその体は裸である

その技術は金持ちたちに（５）洋毛の外套ドゥーシャーレを与えているが。

世の富に忠誠を期待するな

その性質には牝鹿のような脅おびえがある。




◎16カシュミール人の隷属と経済的困窮を悲しむ。

（１）花一杯のカシュミールの渓谷を見るとそこの隷属と屈辱のさまが思い浮かび、血涙となる。

（２）この世での運命は変わらない。ゆえにカシュミール人は常に奴隷。だが努力で変化は可能である。

（３）ヒンドゥー教の行者、あるいはその宗教のカシュミールの支配者。

（４）カシュミール人の経済的困窮を示す。

（５）富は移ろいやすいのでその所持で一喜一憂する代わりに神に関心を向けるのがよい。
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自（１）己を識ることで体を忘れることを教えた

それゆえそ（２）の聖戦士に鎧を纏まとわせることは禁忌である。




◎17人間生活がイスラームに適応しているかどうかを検討するイシスャラリーームア法トと、その獲得のために師から習う修行の方法タリーカトを同時に述べている。

（１）イスラーム法と修行の方法の両方を指す。これらにより敬虔なムスリムに死を恐れさせず、聖戦士にする。

（２）その目的は殉教であるので。
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あの高潔な意志を取れ　あの情熱を取れ

父親のような剣（１）を望むなら　父親のような腕（２）力を取れ。




◎18カシュミールの住人ムッラーザーダ・ザイガムの言葉を用いて、カシュミールの隷従ムスリムに自由獲得の方法を語る。

（１）統治。

（２）戦いでの勝利。

　アッラーの敵に恐怖を与えよ。クルアーン第８章60節参照。
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わたしは異（１）郷人である　だがわ（２）が嘆きを聞け

あなたの胸にも大混乱が起こるように。

わが悲（３）しみに満ちた声は大事な財産である

この世では悲嘆に暮れた心の富は普通ではないが。

わたしは世間の人の判断の浅薄さに不満を持つ

わが努力をフ（４）ァルハードのと同じと考えている　人々は。

「（５）石の上でする手斧の音とはまったく違う

気をつけて聞いてみよ　それは手斧の音か心臓の音か」




◎19イクバールは一九三八年の死の数カ月前に心の苦痛を表現した。

（１）イクバールの祖父はカシュミール出身。だがイクバールはパンジャーブに移住してきたのでパンジャーブ人で異邦人。しかし心はカシュミール人。

（２）異邦人でないわたしの詩を。

（３）神がわたしに与えてくれた、民族の悲しみを表す詩。

（４）石工ファルハードの意図は利己的なものであり、民族を覚醒させるためのわたしの努力とは違う。

（５）ミルザー・ジャーネジャナーン・マズハル（一七〇〇〜一七八〇年）の詩より。出身地は不明。ナクシュバンディー系教団の師の一人で、ペルシア語詩人。一時期、ムガル帝国のデリーに在住。







11　ハイダラーバード・ダカンのア（１）クバル・ハイダリー首相へ（イクバール・デーに際し国王の手元金より千ルピーの小切手が下されたのに対して）




これはアッラーの命令であった　パ（２）ルヴェーズのような威厳を

カ（３）ランダルに与えよと　なぜならそれには王の風格があるので。

わたしに言った　さあ受け取り　楽しむがいい

大事に使えば足は速いが　かなりの役にも立とう。

わたしはこの委託物を肩（４）で支える

托（５）鉢僧の仕事ではどんな苦いものでもざらめ糖のようになるので。

だが托鉢僧の気概は　それを受け取ることができなかった

これはわが神意の（６）喜捨ザカートであると彼（７）が言った時。




11首相から送られた小切手に手紙が添えられており、この金はデカンの国庫から工面したとの記述を見たイクバールは、その小切手を送り返し、その時の感慨を詩で表現した。




（１）出身はムンバイ。一九一九年ハイダラーバード藩王国の大蔵大臣となる（一八六九〜一九四二年）。

（２）ホスロー二世のこと。

（３）ここではイクバールのこと。

（４）喜んで受け取る。

（５）清貧と満足の境地に到るので。

（６）ムスリムが持つ財産に対し一定率の支払いをする宗教的な税。

（７）小切手に付いていた首相の手紙を見て心を打たれた。そのため、小切手を受け取るのは清貧の気概が許さなかった。







12　フサイン・アハマド




アラブ人でない者は今も宗教の秘義がわかっていない　さもなければ

デーオバンド出身のフサイン・アハマドのような人は不思議な人だ。

彼は説教壇でイスラーム共同体は国ワタンからだと歌った

彼は知らないのか　アラブのムハンマドの高さを。

ムスタファーに自分を近づけよ　宗教はすべて後ろからであるので

もし彼の所に行き着かないと　すべてア（１）ブー・ラハブとなる。




12この詩は、ペルシア語で書かれた。四行詩でないため、ここに収められている。

　フサイン・アハマド（一八七九〜一九五七年）は、十九世紀後半に北インドのデーオバンドに設立された改革派ウラマーで構成されたデーオバンド学院で教え、後に学院長になった学者。一九三八年にコングレスに同調したスピーチで「ムスリムの民族は、イスラームによってあるのでなく地理的限界を持つ国によりある」と表明したことにイクバールは驚き、その思いをペルシア語の詩で表した。




（１）預言者ムハンマドの叔父の一人でムハンマドの敵対者。多神教の信奉者。







13　人間




この世では知能や洞察力の価値がな（１）んと安くなってしまったか

どんなものでも今は隠せない　こ（２）の世界は明るくなってしまったので。

誰（３）もが見ようとすれば自然のベールのなんと薄いことか

天使たちの隠し笑いもはっきりとわかる程。

この世界はア（４）ーダムの息子たちに見にきたれと招く

すべての隠されたものに見せる喜びが与えられているので。

それはアーダムの息子たちのためである　その血の涙を使って

神（５）ヤズダーンが海を大洪水にしたのは。

天はわかるか　こ（６）の土の家は誰の住み処か

誰の寝室の寝ずの番をすることが星々の意図か。

もしわ（７）たしがすべての目的であるなら　わたしを超えるものは何か

わたしの刻々新しくなる混（８）乱の極限は何か。




13イクバールが人間について述べてきたことの要約であり、最後の対句はこの詩の命である。

　すなわち人間は神の最も貴い被造物であり、神の後継者である。クルアーン第６章１６５節参照。

　それゆえ、人間は全宇宙を支配し、自らの中に神の映像を持ち、その進歩は限りがない。




（１）たくさん存在するの意。

（２）宇宙のすべての物が鋭い眼識力の道具となっている。

（３）洞察力のある人は宇宙の粒子の中に神の顕現を見る。

（４）隠されているものすべての中に自己を表現する気持ちがあるので、神は人間に目撃されることを望む。そこに神の美がある。

（５）神は人間に宇宙の体制を変化させる情熱を与えたので。

（６）敬虔なムスリムモミンの体は神の住み処である。

（７）人間を創ることが宇宙創造の目的なら、その結果、人間が神の後継者なら、宇宙は人間への奉仕のために創られている。

（８）人間の行為には限りがない。






詩集『ヒジャーズの贈物』とイクバール









１　詩集『ヒジャーズの贈物』の出版




　長い間、聖地マッカやマディーナにある預言者ムハンマドの廟を訪れることがイクバール（一八七七～一九三八年）の願いであった。永遠の旅立ちを意識するずっと前、その願いをAsrār-e Khodī（《自我の秘密》一九一五年）やRomūz-e Bikhodī（《忘我の秘義》一九一八年）の中で表現した。その後、《自我の秘密》と《忘我の秘義》は一九二三年に合本となり、Asrār-o Romūz（《秘密と秘義》）となった。《　》は未邦訳。

　マッカやマディーナのあるヒジャーズの地については《忘我の秘義》の中で次のように述べている。




あなたの恵みがこの世を厚遇する

わたしはヒジャーズで死にたいという願望を持つ

《秘密と秘義》一七〇頁




　そして預言者ムハンマドの町マディーナ（古名ヤスリブ）を訪れたイクバールの胸中は《自我の秘密》にある次の対句で推測できる。




ヤスリブの地は両世界のどこよりもよい

その地はなんと涼しいか　町の土よ

《秘密と秘義》二一頁




　その死去の日が近づくと彼の願望はますます高まった。預言者ムハンマドとイクバールとの間には恋に喩えられるような関係が生じた。Masnavī Pas Che Bāyad Kard Ey Aqrām-e Sharg（《その後何をすべきか、東洋人よ》一九三六年）にある次の二つの対句からその様子がわかる。




宇宙は預言者ムハンマドの周りを巡っている

わたしは預言者ムハンマドから好意の眼差しを望んでいる

《その後何をすべきか、東洋人よ》五〇頁




わが言及　思考　知識　霊的認識などすべて預言者ムハンマドからである

わが船　わが海　わが台風すべて預言者ムハンマドの製作からである

《その後何をすべきか、東洋人よ》五〇頁




　一九三六年、イクバールは『ムーサーの一撃』を出版し自由になると、もし神が望むなら、健康を回復して必ずマッカとマディーナの両聖地へ赴いてみたいという願望を抱き、自分の全関心をその方に向けた。そしてアッラーと自身の恋人ムハンマドに謁見する時、どのような贈物を献上したらよいか、そこより戻る時、仲間のムスリムにどのようなお土産を持って帰ればよいかを考えた末が、この詩集『ヒジャーズの贈物』の著述となって表れた。

　この詩集は一九三七年の終わりにイクバール自身により纏まとめられたが、マッカやマディーナへの旅はその翌年の彼の死によって果たされないままに終わり、その出版がなされたのは死後六カ月後であった。初版の発行部数は五千であったが、イクバールの他の詩集同様、三、四年おきに二千、三千と刊行され、一九八二年には十三版を数え、三万五千になっている。この詩集の中にイクバールが何を書いたかは次の四行詩が示している。




わたしは酌人や杯については話さなかった

だが愛のことは大胆に話した

わたしがイスラーム共同体の長老から聞いたこと

それをおまえに破壊者のようになって話した

Ⅲ－18




２　詩集『ヒジャーズの贈物』の特徴




　以下に、順を追って特徴を述べる。

　①この詩集は四十年間にわたるイクバールの思想の要約であり、イクバール没後の六カ月後（一九三八年）に出版された。イクバールは、本格的に詩作を始めた一八九七年よりその死の一九三八年まで自身の思想をさまざまな著作で述べているが、それらのエッセンスがこの最後の詩集に表されている。

　この本の中には、神と預言者ムハンマド、自我、知と心の比較、暴圧と権限、運命と確信、人間の優越、悪魔、生と死、カリフ制と王制、イスラーム共同体、教育そしてスーフィズムの理想などが提示されており、イクバールのすべての基本的な思想が綴られている。

　②この詩集は二つの言葉、ペルシア語とウルドゥー語で書かれている。前半はペルシア語で書かれた四行詩ルバーイーで、後半はウルドゥー語で書かれた四行詩や自由詩ナズムである。

　③使用されているペルシア語やウルドゥー語は、単語自体はそれ程難しくないが、詩となって表現されている思想や概念は難解である。その難解さをさらに難しくしているのは四行詩の詩型の使用である。それは詩人に四行の中で意味を表現することを課しており、それゆえ、説明の省略や飛躍が生じる。このような理由で、イクバール研究の第一人者の一人、Ｙ・Ｓ・チシティーはペルシア語の四行詩三百九十一編中、六十編弱を難解としている。

　④イクバールは最初から最後まで隠喩を多用している。すなわち表面的な語句が少なく、隠された意味が別にある。この手法はイクバールのすべての著述に見られるが、この詩集での隠喩的表現は完成の域に達している。

　⑤この詩集にはスーフィズムの色調が顕著で、イブン・アラビー（一一六五～一二四〇年）やルーミー（一二〇七～七三年）、ジャーミー（一四一四～九二年）の詩の引用がある。イクバールは『ヒジャーズの贈物』でもスーフィズム的思想を哲学的に表現している。そのせいでこれらの四行詩には叙情性が少ない。そして美辞・修辞的な語りの要素は見えない。

　⑥既存の諸著作で存在一性論の上にかけられていたベールがここに到って完全に外され、明快な語句で「アッラーの外に存在はなし」を表明した。すなわち人間の思考が行きつくのはアッラーの外にはいかなる存在もないということを明言している。そのことをイクバールは、『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』（一九二四年）では、




だが唇に乗せてはならない　古めかしい秘密は

また始めてはならない　あの首つりの刑とその綱の話は

『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』六〇頁




のように表現していたが、『ヒジャーズの贈物』の中では、はっきりとした語句で次のように述べている。




もし神コダーをはっきり見たいなら

まず自我をよりはっきりと見ることを学べ

Ⅳ－３－２




どのようにして敬虔なムスリムモミンは隠れた秘密を明かすか

「アッラーの外に存在はなし」でおまえは明かせ

Ⅲ－２－２




　⑦高齢化に伴い、イクバールの預言者ムハンマドへの愛も絶頂に達した。一九二三年に出した詩集Payām-e Mashreq（《東洋からのメッセージ》）の中で預言者ムハンマドに対するイクバールの愛は次のようであった。




神に対してこっそり話すがあなたに対しては公然と話す　わたしは

おおアッラーの使徒よ　あの御方は隠れているが　あなたはわたしの見える所にいらっしゃる

《東洋からのメッセージ》一八三頁




　しかし『ヒジャーズの贈物』の中ではこの愛は火となった。




あなたが仰ったのでマッカへの道をたどりました

さもなければあなたの所以外は目的地ではないです

Ⅱ－11－33




ジブリールについては次のことを除きわたしはわかりません

それがあなたの鏡の一つの輝きであることを除き

Ⅱ－11－56




『ヒジャーズの贈物』の最初から最後までのすべての詩において、イクバールの姿に忘我の世界が広がる陶酔の色が見えるのは、この預言者ムハンマドへの愛の結果である。

　⑧「Ⅰ　神の御前で」の２－２の四行詩にアラビア語の対句が借用されているが、それ以外にはアラビア語は他のどの対句にも使われていない。

　⑨自分の友や賛美者の見解の狭さを嘆いている。




友はわたしを単なる歌うたいと考えておりました

Ⅱ－11－24




　⑩諸スルターンに預言者ムハンマドへの愛を忠告している。

　⑪自分の死を確信して書いている。




この托鉢僧の人生も終末に近づいてしまいました

秘密を知る他の者は来るのでしょうか来ないのでしょうか

Ⅰ－４－３




３　詩集『ヒジャーズの贈物』の構成




⑴前半（ペルシア語）




　この詩集の前半の部分、すなわちペルシア語の四行詩三百九十一編は五つの章に分けられている。イクバールはこの詩集を編むに当たり、それぞれの章の冒頭にその章の序論となるような四行詩、あるいは何か詩の中の対句を置き、その章全体を暗示する意味を持たせている。

　Ⅰは十一の節からなり、それぞれの節にはタイトルは付いていないが、神と終生にわたって交わしてきた言葉からなっている。それがある所では神への祈願や懇願であり、またある所では神に対する不平や不満である。だがその中には詩人的ユーモアも見られる。

　Ⅱは十三の節からなり、同じくそれぞれの節にはタイトルが付いていないが、憧れの預言者ムハンマドの廟のあるマディーナへの空想上の旅、マディーナ到着後は預言者ムハンマドの廟の前でする嘆きとなっている。

　Ⅲはイスラーム共同体に対して語るもので十八の節からなっている。それぞれの節には、「心を神ハックに合わせムスタファーの道を行け」や「自我」「ルーミー」などのタイトルが付き、イクバールの基本的な思想の要約となる詩が収められている。

　Ⅳは十三の節からなり、後半の八番目の節以降にタイトルが付いている。この章の詩は全般的に人類全体に語り掛けるもので、全民族に役立つ詩と言える。

　Ⅴは六つの節からなり、それぞれの節にはタイトルが付いていない。章のタイトルが「同じ道を行く友へ」であることが示すように、イスラーム共同体全体に語りかけ、搾取勢力からの解放を促すものである。




⑵後半（ウルドゥー語）




　後半は、イクバールが一九三五年からその死の数日前までに書いたウルドゥー語の詩である。これらのどの詩にも叙情性の色合いはなく、叙情定型詩ガザルはない。イクバールの作品におけるガザルの時代は一八九四年に始まり一九三四年で終わっている。したがって詩集『ムーサーの一撃』にも叙情的な詩や美は少ない。この変化は人生の最後の時代、イクバールの詩に哲学が主要なものとなったことを表している。

　後半の構成は次のとおりである。

①最初に八編の自由詩ナズムがある。そしてそれらのうち六編が寓意性を持つ叙事詩であり、そのうちの一編がイクバールの傑作と言われる「悪魔の協議会」（一九三六年）である。

②これらの叙事詩の後に十三編の四行詩があり、前の三編は神に語りかけているもので、そのあとの十編は人間に語りかけるものとなっている。

③四行詩の後に続くのが「カシュミールのローラーブ渓谷の住人ムッラーザーダ・ザイガムの覚書」である。ザイガムとは獅子の意で、イクバールはその人の覚書として、獅子のように闘う姿を描いた十九編を綴っている。これらの詩の意図は、カシュミールの住人に対してヒンドゥー藩王からの解放闘争を語り、また、覚醒を促すものである。これは『ムーサーの一撃』に出てくるミフラーブ・グルのような架空の登場人物に語る形となっている。

④最後に三編の自由詩がある。前の二編は、イクバールの意に反した当時の二人の人物、すなわちハイダラーバード・ダカンのアクバル・ハイダリー首相と、デーオバンド学院で教鞭を執り、後に同学院の院長となったフサイン・アハマドに対しての思いを書いた論争的な詩である。三編目の「人間」は人間の立場を明らかにするもので、人間は神の最も貴い被造物であり、神の後継者であると述べている。なお、「フサイン・アハマド」と「カシュミールのローラーブ渓谷の住人ムッラーザーダ・ザイガムの覚書」の14は原典ではペルシア語で書かれているが、四行詩ではないために前半（ペルシア語）には入れられず、ここ（ウルドゥー語）に収められている。




４　イクバールの長詩と「悪魔の協議会」




⑴「悪魔の協議会」以前の長詩




　晩年に書いた「悪魔の協議会」の他にも、イクバールには多くの傑作と言える長詩がある。詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』にある「神への訴え」「灯明と詩人」「神への訴えの回答」「亡き母の思い出」「道案内のヒズル」「イスラームの再興」が有名である。さらに『ジブリールの翼』（一九三五年）の中に出てくる「熱意」「コルドバのイスラーム寺院」「酌人の賦」も有名である。これらすべては「悪魔の協議会」と同じく、当時の社会や政治情勢を背景にして書かれた長詩である。これらの詩の究極的な姿として表されたのが「悪魔の協議会」である。そこで「悪魔の協議会」について述べる前に、『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』と『ジブリールの翼』中の長詩の背景を明らかにしたい。

①「神への訴え」（一九一一年）

　イクバールがこの詩を書いた時は、世界中のイスラーム教徒にとっての衰退と混乱の時代であった。かつての大帝国を誇ったオスマン帝国の多くの地域はイギリスの支配下になり、イランも十九世紀後半以降、ロシアやイギリスの勢力下にあった。またアラブは民族運動の混乱の中にあった。インドはイギリスの植民地下にあり、その支配の下でイスラーム教徒はヒンドゥー教徒よりもひどい扱いを受けていた。また一九〇五年のイギリスによるベンガル分割はインドのイスラーム教徒に限りない衝撃を与えた。

　この詩は以上のような状況の下で書かれた。そしてイクバールの意図は、このような現状をイスラーム教徒に示し、覚醒を促すことにあった。

②「灯明と詩人」（一九一二年）

　イクバールは当時のイスラーム教徒の衰退に心を痛め、その苦痛を表現するものとして、この詩を灯明と詩人の会話からなる寓意詩として書いた。ここでは、衰退の原因をクルアーンとその教えからの離脱であるとしている。

③「神への訴えの回答」（一九一三年）

　イクバールはイスラーム共同体の興起、崩壊を論じ、その原因を分析した。そしてその改善策を提示するだけでなく、希望となるメッセージも出した。

　イクバールは「神への訴え」の中で、イスラーム共同体の崩壊の原因を西欧世界の策謀及びイスラーム教徒自身の堕落の二つであるとして、それらを強調した。するとその強い調子に反感を抱く者が現れた。そこでその反感を緩和するため、神からの回答としてこの詩を書いた。

④「亡き母の思い出」（一九一四年）

　母親の死に際して書かれた。イクバールは宇宙におけるすべてのものは神の意思と命令によると理解していたが、母親の死には耐えられなかった。

⑤「道案内のヒズル」（一九二二年）

　第一次世界大戦の終結はイスラーム教徒にとってつらい時代の始まりとなった。トルコのオスマン帝国は破壊され、首都のコンスタンティノープルは連盟国側に占領された。そしてトルコに限らず、インドからモロッコまでのイスラーム世界に不幸と不運が始まった。インドではヒラーファト運動が起こり、多数のイスラーム教徒が投獄された。またアラブはイギリスの三枚舌外交に乗せられてトルコに反逆した。マッカとマディーナの支配者はイギリスの年金受給者になった。このような状況の中でイスラーム世界では新しい問題も生じてきた。イクバールはそれらの問題に対して、預言者ヒズルの言葉という形をとってムスリムの前に明かりを提示した。

⑥「熱意」（一九三二年）

　一九三一年に開かれた第二回イギリス・インド円卓会議に参加した後、イクバールの関心はイスラーム諸国の発展と復興に向かった。そのような中で、イクバールは預言者ムハンマドに対する愛の証しを語った。

⑦「コルドバのイスラーム寺院」（一九三五年）

　一九三二年に開かれた第三回イギリス・インド円卓会議の翌年の一九三三年一月、イクバールはスペインのコルドバにあるイスラーム寺院を参詣し、その豪華さに感銘してこの詩を書いた。

⑧「酌人の賦」（一九三五年）

　この詩が書かれたのは、イスラーム世界で、トルコ、イランの勢力が盛んになってきた時代であった。両者は西欧列強の介入は拒んだがその文化は取り入れ、トルコではイスラームとの断絶を図るための諸政策がとられた。その内の一つがアラビア文字に代わるラテン文字の使用で、イランでもパルダーの使用が禁じられ、近代化が図られた。インドではヒラーファト運動の挫折などにより人々の間に焦燥感が漂っていた。このような状況の中でイスラーム諸国が復興を果たすためには一致団結が必要で、この詩はそれを促すためのものであった。




⑵「悪魔の協議会」について




「悪魔の協議会」はイクバールの死去の二年前の一九三六年に書かれた。当時、西欧の帝国主義的諸勢力は第一次世界大戦で世界を破壊させた後、国盗りゲームのためのさらなる戦争の準備に余念がなかった。ドイツのヒトラー（一八八九～一九四五年）は一九三三年にドイツ首相となり、ドイツは世界の最高人種であることを誇り、日夜軍拡政策に明け暮れていた。イタリアのファシスト独裁者ムッソリーニ（一八八三～一九四五年）も戦争の準備に忙しく、一九三五年にアフリカのエチオピアを攻撃した。さらに共産主義の影響がロシアよりもたらされると、世界の各地に社会主義革命の影響が表れ、世界は銃口の前に立つこととなった。そして一九三九年には第二次世界大戦が始まった。

　一方、大抵のイスラーム国家は帝国主義勢力に占領されていた。いくつかの国々は自由であったが、精神的、文化的にそれらの国々も西欧諸国と自国とを較べての劣等感の虜になっていた。トルコは大統領ケマル・アタテュルク（一八八一～一九三八年）によってイスラーム精神から離脱されつつあった。このような状況の中で一九三六年、再びイスラーム教徒覚醒のため「悪魔の協議会」が書かれた。その要旨は次のようである。

　終末の日までに人間をたぶらかし混乱させることを第一の仕事とする悪魔たち五人が悪魔の長の下に集まり、何が一番悪魔たちの行為を妨害するかを議論する。その議論の中では、王制も民主制も共産主義もファシズムも、すべて人間に害を及ぼすもので悪魔にとっては敵ではないと意見が一致する。

　では何が悪魔にとって敵、すなわちこの世をよくするものかと考える。悪魔の長が最後に、それはイスラームであるとの考えを明かす。なぜならイスラームではすべてが神の前で平等であり、富の所有は神からの委託で、それゆえ個人に属さず、土地はアッラーのものであるからと言って。だが今、イスラーム教徒はそれに気づかず惰眠を貪っている。だから彼らに惰眠を貪り続けさせるのがよいとの結論に達する。

　結局、イクバールの考えでは、イスラームこそがこの世をよくする最上のものなのである。それゆえにイクバールの詩の多くは、「イスラーム教徒よ、目覚めよ」と叱咤激励するものとなっている。

　イクバールはこの詩を通して西欧を直接批判する代わりに、ドラマ仕立てで、西欧が優勢となり東洋が弱体化した諸問題に光を当てた。その中でイスラーム及びその精神が再び輝き出してくる。この詩作後、すでに４分の３世紀以上が過ぎたが、東洋は今日も悪魔の作った諸問題に直面している。それを思うと、この詩は今なお重要なメッセージであると言える。

　なお、本書はArmughān-e-[image: ]ijāz, Shaykh Ghulām ‘Alī and Sons’ Publishers, Lāhōre, 1982を底本とした。
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訳者あとがき




　本書の書名は『ヒジャーズの贈物』ですが、これには二つの意味が含まれており、一つは『ヒジャーズへの贈物』、もう一つは『ヒジャーズからの贈物』となります。

　ヒジャーズとはマッカやマディーナを含む地名ですが、イクバールはカアバ聖殿のあるマッカや、預言者ムハンマドの眠る廟のあるマディーナに行くことを、長い間、望んでいました。

　しかし一九三二、三年頃から体調が優れなくなりました。一九三六年に『ムーサーの一撃』を出版して時間的余裕ができたものの、病には勝てず、両聖地を訪れる願望を果たせなくなりました。

　そこで考えたのが空想での旅でした。イクバールは手ぶらで行くのを良しとせず、何か土産を持っていき、また帰りを待つ人々にも何か土産をと考えた末、思いついたのが詩集でした。マッカやマディーナには衰退してしまったイスラーム世界を嘆く詩を、そしてイクバールの帰りを待つイスラーム共同体の人々には覚醒を促す詩を土産としました。

　この詩集を読み始めた時、私はこのことに気づかず、戸惑いを感じていました。というのは、原題のArmughān-e-[image: ]ijāzを訳すと『ヒジャーズの贈物』となり、普通に考えれば『ヒジャーズからの贈物』の意味になりますが、本文の前半が『ヒジャーズへの贈物』に相当するものであったのを、『ヒジャーズからの贈物』のつもりで読んでいたからでした。

　イクバールはパキスタンの建国詩人として尊敬されていて、その生涯や詩の研究が盛んです。代表的な研究機関は一九六二年にパキスタン政府により設立されたラーホールのイクバール・アカデミーです。一九七七年にイクバール生誕百年祭が挙行され、イクバールの全詩集を収録する全集の刊行がイクバール・アカデミーとナショナル・ブック・ファウンデーションで企画されました。そして一九八八年に著作権が切れると、一九九〇年にKollīyāt-e Iqbāl Fārsī《イクバール・ペルシア語全詩集》が、一九九九年にKulliyāt-e-Iqbāl Urdū《イクバール・ウルドゥー語全詩集》が後者から刊行されました。

　ウルドゥー語の全詩集の方には『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』『ジブリールの翼』『ムーサーの一撃』そして、この『ヒジャーズの贈物』の後半にあるウルドゥー語の詩が入りました。

　一方ペルシア語の全詩集の中にはAsrar-o Romūz《秘密と秘義》、Payām-e Mashreq《東洋からのメッセージ》、Zabūr-e ‘Ajam《ペルシアの詩篇》、Jāvīdnāmah《永遠の書》、Masnavī Pas Che Bāyad Kard Ey Aqrām-e Sharq《その後何をすべきか、東洋人よ》、そしてウルドゥー語の詩と同様に、『ヒジャーズの贈物』の前半にあるペルシア語の詩が入りました。本書の『ヒジャーズの贈物』はウルドゥー語での全詩集とペルシア語での全詩集の両方に入っていることになります。

　イクバールは生涯をかけてクルアーンを読み、研究したと言われています。『ヒジャーズの贈物』を書いている時は病身でしたが、人生の最も円熟した時期であり、アッラーや預言者ムハンマドを強く心に秘めていた時代でもありました。しかし、イクバールの書く詩の中には、「アッラーの外に神はなし」のような慣用句以外には、単独でアッラーの語句は登場せず、アッラーを指すのに、他の語句が使われております。

『ヒジャーズの贈物』の中で、イクバールがアッラーをどのように表現したか、触れておきます。

　前半はペルシア語の四行詩です。その中に単独でアッラーに相当すると考えられる箇所が二十八カ所あります。それらをイクバールは八カ所でハック（haq〔q〕）、五カ所でヤズダーン（yazdān）、十三カ所でコダー（khodā）を使い、残る二カ所だけをアッラー（allāh）としています（発音記号は黒柳恒男著『ペルシア語大辞典』による）。

　一方この後半がウルドゥー語の詩で、詩の数は少ないですが単独でアッラーに相当すると考えられる箇所が十六カ所あります。それらのうち、五カ所にクダー（khudā）が、四カ所にヤズダーン（yazdān）が、四カ所にハック（[image: ]aqq）が使われ、残りの三カ所がそれぞれアッラー（allāh）、ザート（zāt）、パルバルディガール（parvardigār）になっています（発音記号は加賀谷寛著『ウルドゥー語辞典』による）。

　訳者による脚注では、本文中にさまざまな発音で出てくるものをすべてアッラーと解し、紙面の都合上、初出を「神（アッラー）」とし、その後は例外を除き「神」としました。

　この本の出版にあたり多数の方々のご協力をいただきました。翻訳の企画段階から大同生命国際文化基金専務理事の市村秀史氏、事務局の保科奈津記氏には大変お世話になり深く感謝いたします。また編集担当の日本経済新聞出版社日経事業出版センターのスタッフの皆さま、装幀担当の山崎登氏には心から御礼申し上げます。

　最後になりましたが、インターナショナル・ムスリム・センター・ジャパン代表ムハンマド・アブドゥル・ラハマン・シディーキー氏がお忙しい中、訳者紹介の一文を執筆して下さいました。

　同氏は七十歳を過ぎて博士号を取り、われわれを陰に日向に常に見守って下さっています。本当にありがとうございます。




二〇一八年十一月
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